
　Ⅲ．総合考察

まず、本報告書における「子どもの貧困」概念の捉え方であるが、基本的に、2016年の調査で扱っ

た貧困概念に基づいている。簡単に述べると、子どもの貧困を相対的貧困で捉えた上で、①所得や資

産などの経済的資本、②健康や教育などのヒューマン・キャピタル、③つながりやネットワークなど

のソーシャル・キャピタル、の3つのキャピタルの欠如を枠組みとしている。この数年で、「子どもの

貧困」「相対的貧困」概念も十分に知られるようになったことから、詳細な説明はここでは割愛する

が、山野則子編著（2019）を参照されたい。

ここまで、報告書全体を通して、単純集計のグラフとそれらに対するコメント、そしてクロス集計

の分析結果を考察したコメントをセクションごとに（経済状況、家庭状況のうち制度に関わるもの、

雇用、健康、家庭生活と学習、対人関係）示してきた。この総合考察においては、これらセクション

コメントを踏まえ、2016年度と比較し変化のあるものや新規項目など、重点的に考察すべきものを中

心に記載している（一部、2016年度と同傾向であっても記載している）。なお、総合考察では大阪市

浪速区の数値を用い、セクションコメントで扱われていない単純集計の数値にも触れる。また、5歳児

の数値に関しては、大きな特徴が見られたところを中心に記述していく。最後に、これらの結果を踏

まえて施策に関する見解を述べる。

１）大阪府共同調査の意義

本調査では、大阪市全区のみならず大阪府内 43 自治体で共同実施して把握したことは、その回答

者数の多さにおいても、都道府県レベルで域内すべての自治体の対象者が入っている点においても、

大きな意義がある。大阪市と大阪府内全自治体とを比較すると、等価可処分所得の中央値、困窮度ご

との割合ともに大きな差はない。本調査は、子どもの貧困対策の評価につながる基礎調査である。

大阪市全体では、等価可処分所得の中央値は2016年度の前回調査（以後、「前回調査」あるいは

「前回」とする）では238万円、今回は265.2万円とやや上昇しており、構成割合に関しては大きな差

は見られず、困窮度Ⅰ群の割合はいずれも15%ほどである。5歳児における困窮度Ⅰ群は11.8%から

15.1%に増えているが、その背景については、区ごとのデータの確認や支援制度の利用状況なども含

めて今後分析を進める必要がある。
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２）単純集計

＜経済＞

赤字の世帯は、前回は35.8％、今回は24.0％（5歳児前回33.2%、今回20.7%）といずれも減少して

おり、前回同様、中2の方が高くなっている。子どものための貯蓄をしたいができていない世帯は、前

回56.2%、今回41.3％（5歳児 前回44.2 %、今回34.8%）と改善しているが、やはり中2では小5よりも

10ポイントほど高い。中学生はもっとも子育て費用がかかる時期であり、中2では小5に比べて特に食

費（家庭内での食事代、弁当材料費）、学校教育費（国立・私立学校の授業料、学級費、修学旅行等

の費用、課外クラブ活動費、交通費）、学校外教育費（学習塾費等）の支出が増える（内閣府

2010）。前回も挙げた、中2において小5よりもクラブや塾などの費用が家計を圧迫している可能性

に、十分対応できていないと考えられる。また、小・中を通してみたときに、もっとも学校教育費が

かかるのは中1であり、これは入学準備のためである（内閣府2010）。今回、この質問ではおおむね1

年の間のことを問うているため、中2がいる世帯の回答においては、前年の入学関連の費用による家計

の圧迫がこの回答に表れている可能性も考えられる。

次に、住居形態を見ると、全体の持ち家率は前回34.1%、今回41.3%と約3ポイント改善している。

一方、5歳児世帯では前回44.2%、今回34.8%と約10ポイント減少しており、呼応するように民間の賃

貸住宅が前回34.1%、今回46.0%と増加している。赤字・貯蓄ともに改善した結果の中で5歳児世帯の

持ち家率が低下している背景には、親の年齢が比較的低いと考えられる5歳児世帯では持ち家を購入し

づらい状況にある可能性が示唆される。

経済的な理由で経験できなかったこと（はく奪項目）について、「新しい衣服・靴を買うのを控え

た」「新聞や雑誌を買うのを控えた」「食費を切りつめた」などの項目は、2016年に比較して減少し

ている。それに呼応して、どれにもあてはまらないという回答は前回19.5%、今回29.2%と高くなって

いる。一方で、「理髪店・美容院に行く回数を減らした」「敷金・保証金等を用意できないので、住

み替え・転居を断念した」はやや増加した。5歳児世帯も同傾向である。

経済的理由による子どもに関する経験（子どものはく奪）に関しては、新しい服や靴（前回

12.8%、今回10.0%）、おこづかい（前回11.9%、今回9.2%）、子どものための本や絵本（前回6.2%、

今回4.1%）について好転している。ただしその上で、子どもの進路については前回3.5%、今回3.7%と

横ばいになっており、希望する進路を選択できるような経済面の対策が引き続き必要となる。医療機

関の受診は前回2.7%、今回0.7%と2ポイント減少している。5歳児世帯では、学習塾（前回13.7%、今

回6.1%）、習いごと（前回19.9%、今回13.1%）、テーマパーク（前回21.7%、今回17.2%）が改善し

ている。どれにもあてはまらない割合は全体では前回43.8%、今回56.8%と約10ポイント上昇した一

方、5歳児世帯では前回54.9%、今回61.6%と増加が緩やかである。

子どもが持っているものや使えるものを見ると、5ポイント以上上がったものはスマホやタブレッ

ト、キャラクターグッズであり、5ポイント以上下がったものは本、マンガ・雑誌携帯電話であった。

スマホやタブレットは学校からの配布によるものも大きいと考えられる。子どもの過ごし方がインド

アや孤独になっている可能性がうかがえるが、この点については今後、ソーシャル・キャピタルとあ

わせて考える必要がある。

以上から、家計の状況と総合すると、子どもの学習の機会やもちものにおいても改善が見られ、医

療を受けられないといった差し迫った状況も少なくなるなど、前回以降の施策が効果的であったこと

を示している。引き続き、経済的理由によって子どもにできなかった経験（上記に挙げたようなこ

と）が、どの家庭でも実現できるような方策が非常に重要である。一方で、5歳児世帯では持ち家率が

低下し、子どものはく奪状況の改善が全体に比べて緩やかであることから、未就学児を抱える世帯へ

の支援の充実が求められる。
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＜家庭状況（制度）＞

支援制度の利用状況をみると、ひとり親世帯における児童扶養手当受給率は前回59.0%、今回66.0%

と上昇し、5歳児でも前回20.4%、今回22.7%と上昇している。生活保護受給率は前回10.2%、今回

3.0%と急減し、5歳児世帯では前回5.3%、今回3.0%と減少している。

就学援助を利用している割合は、前回28.3%、今回26.9%と下がっている。利用していない群におけ

る就学援助を利用しない理由（今回のみ聞いている）は「制度の対象外だと思うから」が82.4％であ

り、対象であるにもかかわらず自分に関係のないことと捉えている世帯がいることがわかった。さら

に見ていくと、自身が対象だと認識しているにもかかわらず、何らかの理由で利用に至っていない事

例も認められる。ここに切り込んでいく必要がある。具体的な阻害要因の把握とそれに対する方策が

求められる。また、「手続きがわからなかったり、利用しにくい」との回答も少なからず見受けられ

ることから、申請に困難がある群へのサポートが必要である。前回も「あなたには受ける権利があ

る」というメッセージを必要な人にどのように届けるのか大きな課題であったが、改善に至っていな

い。各制度の周知を徹底するとともに、スティグマをなくし受けやすくする工夫がさらに必要であ

る。

最後に、養育費について確認する。今回、はじめて、養育費の取り決めに関する質問を加えた。具

体的には、養育費の取り決めをしているかどうかと、受け取っているかどうかを組み合わせて質問し

ている。この結果、取り決めをしており受け取っているのは、中2で26.1%、小5で30.0%、5歳児で

39.1%である。子どもの年齢が上がるにつれて取り決めをして受け取っている割合が下がる可能性が

ある。また、取り決めをしていないが受け取っている割合は小5で10.0%（中2、5歳児世帯は回答な

し）、取り決めをしているにもかかわらず受け取っていないのは、いずれも2割程度である。後のクロ

ス集計に関する考察で、世帯構成との関連を確認する。
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＜雇用＞

特に母親の学歴と雇用に着目する。母親の学歴をみると、高校卒業が前回39.4%、今回26.1%と減少

し、大学卒業が前回9.3%、今回18.8%と上昇した。最も多いのは高専、短大、専門卒で前回29.6%、今

回34.2%と5ポイント増加している。この傾向は5歳児でも同じである。

就労状況では、何らかの仕事をしている母親は、全体で前回80.7％、今回84.3％と増加している（5

歳児も同傾向）。正規雇用は前回19.9%、今回27.4%で約10ポイント増えている（5歳児ではより顕

著：前回17.5%、今回34.3%）。国民生活基礎調査（厚生労働省 2022）でも、児童のいる世帯の母親

の正規雇用割合が増加している。これらは、教育費の増加、全国的な人手不足、企業における制度の

充実など、いくつかの背景が考えられる。社会の認識の変化や政策がもたらした変化があったのでは

ないかと考えられる。結果として、母親の就労は、等価可処分所得がやや上昇していることにつな

がっていると推測される。

＜健康＞

健康にかかわる生活習慣を確認する。「朝食を食べない」（週に1回も食べていない）は、前回

2.2%、今回5.7%である。なお、毎日食べるわけではない割合は16.9%であり、その理由（「毎日」以

外の子ども）は、「用意されていないから」が前回8.9%、今回3.1%、「食べる習慣がない」が前回回

答なし、今回9.4%であった。このことは、2016年度も話題になったが、改善すべき喫緊の課題であ

る。また、家族の人と食事をしていない子どもは、「ほとんどない」、「まったくない」を合計する

と朝食では小5で26.6%、中2で45.6%、夕食では小5で3.8%、中2で4.0%である。一緒に食べない理由

や、その後の1日の過ごし方もあわせて把握し、対策を検討する必要がある。5歳児では、必ず食べる

わけではないのは前回16.3%、今回16.2%と変わらず、その理由は子どもがお腹がすいていないという

ものが約6割を占める。

子どもの精神的健康については、前回と聞き方が異なり比較ができないため、今回の結果のみ述べ

ておくと、「まわりが気になる」「やる気が起きない」で「いつもそうだ」が中2において小5よりも

約10ポイント高くになっている。保護者の精神的健康については、生活を楽しんでいる割合、希望が

持てると感じる割合、とても幸せだと思う割合ともに増加している。5歳児保護者では、生活を楽しん

でいる、希望が持てると感じる項目で「わからない」との回答が前回と比較して増加しており、「ネ

ガティブ選択肢には該当しないがポジティブ選択肢に該当するとも言えず、状況がうまく説明できな

い」など不安定な状況である可能性が考えられる。未就学児を抱える保護者の精神的健康を支える施

策が必要である。

- 654 -



大阪市 子どもの生活に関する実態調査

＜家庭生活・学習・対人関係＞

おうちの人との関わりについての設問では、「家族等の大人の人」が前回51.8%、今回68.6%、

「きょうだい」が前回34.4%、今回46.3%と増加し、「クラブ活動・部活動の仲間」が前回31.3%、今

回27.6%と減少した。放課後過ごす場所は、「学校（クラブ活動など）」が前回38.4%、今回32.9%と

減少し、「自分の家」が前回75.9%、今回87.6%、「ともだちの家」が前回10.7%、今回14.5%、

「塾」が前回17.9%、今回23.3%、「習いごと」が前回19.2%、今回24.4%、「公園・広場」が前回

19.6%、今回22.6%と増加している。コロナの影響で自宅や屋外、あるいは、「コロナ対応を行って

謳っている場所」に過ごす場所が移行したと考えられる。

勉強に関しては、今回初めて聞いている「授業がわからなくなった時期」では、小5では3，4年生

（46.2％）、小学5年生になってから（38.5%）が高く、中2では1年生（31.0％）でつまずいているこ

とがわかった。悩みについては、前回と同じ傾向であり、最も多いのが「学校や勉強のこと」、つい

で「自分のこと（外見や体型のこと）」「進学・進路のこと」が近接して続いた。「いやなことや悩

んでいることはない」は前回29.5%、今回34.3%と約5ポイント増加した。また、相談相手は「学校の

ともだち」が前回36.2%、今回45.2%と9ポイント増加しており、また、「スクールカウンセラーやス

クールソーシャルワーカー」「親」「おじ、おばなど親戚」もわずかながら増えている。割合として

は低いが、「インターネットのサイト等を通じた直接会ったことのない人」が前回1.3%、今回3.2%と

約2ポイント増加しており、今後注視していく必要がある。誰にも相談できない、相談したくないと感

じている子どもは、前回19.6％、今回は11.6％と減っている。

制度やサービスの利用を見ると、子どもの居場所において、「平日の夜や休日過ごす居場所」の利

用では小5で20.3％、中2で16.0％の子どもが利用したことがあり、「食事提供の居場所」は小5で

29.7％、中2で22.4％、「学習支援の居場所」は小5で8.2％、中２で8.8％、「何でも相談できる場

所」は、小5で4.4 ％、中2で1.6 ％の子どもが利用したことがあった。さらに、これら居場所の効果と

して「友だちの増加」が小学生で22.2％、中学生で17.5％、「生活の中に楽しみなことが増えた」小5

が15.9％、中2が7.5％、「気軽に話せる大人が増えた」は小5で14.3％、中2で10.0％「ほっとできる

時間が増えた」は小5が17.5％、中2が5.0％という結果であり、基本的に良い効果をもたらしている。

ただし、「特に変化はない」が小5で38.1%、中2で60.0%いる。今後、居場所の回答と変化とをクロ

スさせて分析し、良い変化をもたらす居場所と変化の少ない居場所を特定する必要がある。

将来的な利用希望では、「食事提供の居場所」が小中合わせて11.0％、「学習支援の居場所」が小

中合わせて9.9％になる。子どもたちの利用希望があると捉えることができ、このことと、「放課後過

ごす場所」において、友だちの家や学校（クラブ活動など）が減少していることを併せて考えると、

子どもたちに多くの選択肢を提供できる方が望ましいこと、利用しない子どもは自分に無関係だと考

えている傾向があるかもしれないこと、などから居場所の充実とより自然な提供が望まれる。今後、

居場所が誰にとっても当たり前の選択肢になる必要がある。

今回の調査で、保護者が身近にあるといいと思うことは、上位３つが「無料で学習支援が受けられ

る場所」45.4 ％、「放課後や休日に勉強などができる場所を利用できること」31.0％、「困ったとき

にご飯を無料または安価で自宅に届けてくれるサービス」30.6 %であった。保護者は学習について懸

念していることがわかる。また、「支援制度など必要な情報を届けてくれること」も28.8%と、情報

が受け取れていないことを感じている保護者も多い。

最後にヤングケアラーに関する項目を確認する。「家族に世話をしている人」がいるかについて

は、厚生労働省の研究事業として実施された調査結果と比べると、小学生6.5％（日本総研2022）、

中学生5.7％（MURC2021）という値よりはるかに高く、小5が34.2％、中2が28.0％であり、対象は

きょうだいが最も多く、小5は64.8％（小学6年生71.0％：日本総研2022）、中2が68.6 ％（中学生

61.8％：MURC2021）である。世話の内容としては、「家事」は、本調査では複数の質問にまたがっ

ていることや複数回答可にしていることから単純に比較できないが、先述した厚生労働省の研究事業

では、小６で世話の内容を家事と答えたのが35.2％（日本総研2022）できょうだいの世話より高い

が、本調査では逆であった。時間をみると1時間未満が最も多く、定義のあいまいさが子どもに答えに

くくさせている可能性もあると考えられる。今後、イギリスのように定義を明確にしていくことも検

討する必要がある。
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３）クロス集計

各セクションコメントでは、2023年度の数値のみを確認してきたが、ここでは前回の数値と比較

し、特徴的な部分について記述する。

＜経済＞

まず、はく奪をあらわす、経済的理由によりできなかったことを、困窮度Ⅰ群に着目して前回と比

較する。困窮度Ⅰ群において、「趣味やレジャーの出費を減らした」が前回54.3%、今回55.6%、「鉄

道やバスの利用を控え、自転車を使ったり歩くようにした」が前回32.6 %、今回18.5%、「電気・ガ

ス・水道などが止められた」（前回10.9 %、今回7.4％）、「国民年金の支払いが滞ったことがある」

（前回21.7 %、今回11.1％）、「新聞や雑誌を買うのを控えた」が前回30.4%、今回18.5%といずれも

改善した。一方、「スマートフォンへの切替・利用を断念した」が前回8.7%、今回14.8%、「クレ

ジットカードの利用が停止になったことがある」（前回10.9%、今回14.8％）、「生活の見通しがた

たなくて不安になったことがある」（前回39.1%、今回40.7％）と増加している点は注視する必要が

ある。これらの項目のさらなる改善のために、対策の継続が求められる。

5歳児世帯でも同じ項目を見ると、「新聞や雑誌を買うのを控えた」（前回35.6%、今回13.0％）、

「鉄道やバスの利用を控え、自転車を使ったり歩くようにした」（前回51.1%、今回30.4％）、「趣

味やレジャーの出費を減らした」（前回55.6%、今回34.8％）、「金融機関などに借金をしたことが

ある」（前回33.3%、今回13.0％）、「電話（固定・携帯）など通信料の支払いが滞ったことがあ

る」（前回33.3%、今回21.7％）、「国民年金の支払いが滞ったことがある」（前回37.8%、今回

21.7％）といずれも改善した一方、「医療機関を受診できなかった」（前回4.4%、今回8.7％）と悪化

している点は中止する必要がある。また、生活への不安を感じる割合も減ってはいるがやはり3割を超

えている。

子どものはく奪に関しても同様に前回と比較すると、困窮度Ⅰ群において改善が見られたものは、

「おこさんにおこづかいを渡すことができなかった」（前回26.1 %、今回11.1％）、「おこさんに新

しい服や靴を買うことができなかった」（前回21.7 %、今回18.5％）、「おこさんのための本や絵本

が買えなかった」（前回6.5 %、今回3.7％）であった。一方、「おこさんにお年玉をあげることがで

きなかった」は前回4.3 %、今回14.8％と10ポイント以上悪化した。また、「どれにもあてはまらな

い」が5ポイント以上上昇した。5歳児においては、「おこさんを学習塾に通わせることができなかっ

た」「おこさんのための本や絵本が買えなかった」「おこさんを習い事に通わすことができなかっ

た」で5ポイント以上改善がみられる一方、「こども会、地域の行事の活動に参加することができな

かった」「おこさんに新しい服や靴を買うことができなかった」が約2ポイント増加している。

家計を住居形態別にみると、すべての住居形態において家計が赤字の世帯の割合が前回35.8%、今

回24.0％、子どものために「貯蓄したいが、できていない」割合が前回56.2%、今回41.3%と改善して

いる。しかしながら、「市営・府営の住宅」や「民間の賃貸住宅」では、今回調査においても「赤

字」が約20%、「貯蓄したいが、できていない」が50%超であり、他と比較して家計の厳しさが示さ

れたと言える。
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＜家庭状況（制度）＞

支援制度に関して、困窮度とあわせて確認する。まず、就学援助制度は、先に述べた通り困窮度Ⅰ

群であればほぼ申請対象になる。現在利用している人は前回63.0％が今回は81.5％と約20ポイント増

加している。また、困窮度Ⅰ群で利用したことがない人は前回8.7％、今回7.4％と漸減しており、制

度の周知が進んでいることが窺える。

児童扶養手当について、困窮度Ⅰ群で利用しているという回答は前回52.2%、今回76.9%、利用した

ことのないひとり親世帯は前回9.6％、今回7.7％であり、改善がみられる。5歳児の困窮度Ⅰ群では利

用したことのないひとり親世帯は、今回37.5%、利用しているひとり親世帯は50.0%である。未就学児

を抱える世帯への周知強化策が必要である。生活保護制度については、困窮度Ⅰ群において「利用し

ている」は前回19.6％から2023年度回答なしであった。一方、利用したことのない世帯は前回

54.3％、今回66.7％と10ポイント以上増加している。これら設問の文言の違い（例「受けたことがあ

る」→「利用したことがある」など）はあるものの、困窮度Ⅰ群にとって、つまり厳しい家庭にとっ

て、制度利用は決して進んでおらず、さらに厳しい状況となったとも推察できる。低所得の子育て世

帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金の大阪市全体における利用状況では、困窮度にかかわらず

全体で、利用している割合は8.3％、利用したことがあるのは3.1%といずれも低い数値となっている。

新型コロナウイルス感染症に伴う生活福祉資金も同様、利用しているのは1.6%、利用経験があるのは

2.0%にとどまっている。全国レベルのデータを見ると、2020年コロナ発生後の10月の調査（厚生労

働科学特別研究）において、収入200万未満の世帯で35.6％（山野研究室2021）である。これらの数

値を直接比較することはできないが、いずれにおいても割合の低さから、2016年以降、子どもの貧困

が知られるようになり、コロナ禍もあいまって支援制度の拡充や周知がそれまで以上になされたが、

大阪市においては、一部では利用が進んだがそうでない部分も大きい。

養育費に目を向けると、2016年度全国ひとり親世帯等調査（厚生労働省2017）では、ひとり親家

庭のうち養育費についての取り決めをしている割合が母子世帯で42.9％、父子世帯で20.8％であっ

た。今回の調査では取り決めをしている母子世帯は計51.5%と高い数値が出ているが、21.2%は受け

取っていない(※)。また、同調査（厚生労働省2017）では、ひとり親家庭のうち調査時点で養育費を

受け取っていた割合は母子世帯24.3％、父子世帯3.2％という値であった。今回の調査では、受け取っ

ている母子世帯は計33.3%であり、養育費関連の施策の成果が出ているのではないかと推測できる。

また、10代で親になった世帯の厳しさは前回同様であり、初めて親となった年齢と最終学歴につい

て、特に母親に着目すると、「10代」で中学校卒業が18.2％、高等学校中途退学が45.5％と、他の年

齢階層に比べて高くなっている。また、就労状況において正規雇用の割合が、他の年齢群と比べて低

くなっている（5歳児保護者も同傾向）。出産・育児によって学業を中断せざるを得なかった母親への

教育支援や就業支援もさることながら、そもそもの予防的支援も必要である。

※今回の調査では、該当する父子世帯は5ケース以下であるため、報告書には母子世帯の結果のみを

記述する。
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＜雇用＞

雇用に関しては、質問形態が異なるため比較には注意を要するが、小中学生保護者において、困窮

度Ⅰ群の正規群が約3割、非正規群の割合が約4割であることは前回と同じである。なお、5歳児世帯

でも同様の傾向であるが、困窮度Ⅰ群において非正規群が前回36.4％、今回34.8％と減少し、無業が

前回3.0％、今回4.3％と同程度増加している点は注視する必要がある。世帯構成と就労状況の関係を

見ると、母子世帯では非正規雇用の割合が前回39.6％、今回39.0％と横ばいであるが、正規群・自営

群ではそれぞれ約5ポイント減少しており、無業も5ポイント以上減少している。5歳児世帯では、正

規群が5ポイント以上増加しているが、自営群は5ポイント以上、非正規群は約20ポイント減少してお

り、無業は約1ポイント増加している。こちらも、無回答が約10ポイント増加している点に留意して

解釈する必要がある。前回調査において、母子世帯の困窮度Ⅰ群における正規雇用率の低さ、非正規

でのダブルワークが指摘されている（山野 2019）。基本的にひとり親世帯、特に母子世帯への重点

的な支援が求められる。

＜健康＞

まず、朝食摂食状況について前回と比較すると、困窮度Ⅰ群において毎日食べる割合が低く、前回

と傾向は変わらない（5歳児も同傾向）。困窮度I群では、「食べない」が前回2.3％、今回9.5％と増

加しており、困窮度が悪化していることが懸念される。

また、すでにセクションコメントで述べてきたが、朝食の頻度別に見た親子関係では、子どもの朝

食の頻度が高い家庭では、保護者の子どもへの信頼や期待が高く、子どもとの会話も多い。子どもに

おいては、朝食を毎日食べる群、休みの日の昼食を毎日食べる群では自己効力感が高い。身体的な健

康や生活習慣を保つだけでなく、親子関係や子どもの自己効力感のために、食へのアプローチをより

考える必要がある。

子どもの自覚症状では、中央値以上群は困窮度Ⅰ群と比べ、「とくに気になるところはない」が前

回は4.3ポイント、今回は12.1ポイント高い。困窮度が高い方が、そしてはく奪の該当数が多い方が、

不安やイライラなどの割合が高まるとともに、身体症状としてかゆみを感じる割合が高くなってい

る。保護者の自覚症状でも、前回・今回ともに、困窮度Ⅰ群において中央値以上群よりも肩こりや腰

痛、かゆみ、またメンタルヘルスに関わる症状で該当割合が高く、生活を楽しむことができず、将来

に対して希望が持てなくなり、また、ストレスの発散もできていない。親子ともに、メンタルヘルス

をより改善していくこと、将来に希望が持てるような取り組みが求められる。身体症状に関しては、

慢性的な症状の場合、経済的な余裕のなさや時間的な余裕のなさから、セルフケアで解決したり後回

しにすることが多いと考えられるが、適切に受診できることが必要となる。

ただし、このような中で、保護者のメンタルヘルスに改善が見られた部分もある。上述の通り、困

窮度による傾向は見られるものの、前回と比較すると概ね全ての群において「とても楽しんでいる」

「ストレス発散できるものがある」「とても幸せだと思う」は横這いから5ポイント以上上昇している

中、困窮度I群では「希望が持てる」「ストレスを発散できるものがある」が5ポイント以上減少して

いる。この点については要因を探り、施策として強化できることがないかを検討していくことが求め

られる。
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＜家庭生活・学習＞

まず、家庭生活について確認する。平日・休日ともに、大人と子どもが一緒に過ごす時間は、困窮

度との関連はない。しかし、保護者の在宅時間では差が見られ、困窮度が高い方が「帰宅時間が決

まっていない」割合が高い。また、困窮度Ⅰ群においては、中央値以上群と比べ、家族と文化活動を

することが少ない。これらの傾向は前回と同じである。5歳児については、困窮度が高まるにつれ就寝

時刻が遅くなる傾向があり、生活リズムを整えること、文字や計算を教えることができなくなってい

る。絵本の読み聞かせについては中央値以上群で66.7%、困窮度Ⅰ群で47.8%と大きな差が見られる。

次に、通学状況を見ると、遅刻しない割合は困窮度Ⅰ群で前回69.8 %、今回57.1%、中央値以上群

では前回76.2%、今回74.4%となっており、困窮度Ⅰ群では10ポイントほど低く、かつ差が開いてい

る。全体として、週2～3回の遅刻がわずかながら増えており、対応が必要となろう。遅刻していない

子どもでは、おうちの人と朝食をともにしており、親から子への信頼があり、将来への期待がある。

遅刻頻度の高さは、家庭内のコミュニケーション不足を暗示しうる。また、遅刻をする子どもにおい

ては学習理解度が低くなっているが、これは遅刻をするために理解度が下がることもあるであろう

し、理解ができないから学校がつまらなくなり遅刻をしている側面も考えられる。

次に、経済的困難と学習習慣、学習理解度や進路について詳しく見ていく。困窮度が高まるにつれ

て学校がある日もない日も勉強時間が短くなっている。学校のある日に勉強をまったくしない割合

は、困窮度Ⅰ群で前回18.6%、今回23.8%、中央値以上群で前回7.9%、今回14.1%である。読書をまっ

たくしない割合は全ての群で増加しており、全体では前回35.3%、今回46.3%と10ポイント以上増加

している。学習理解度について、「よくわかる」は中央値以上群では約20ポイント、困窮度I群では数

ポイントの改善傾向にあるが、困窮度III群では横ばい、困窮度II群では10ポイント低下している。な

お、困窮度ごとの勉強時間と学習理解度の関連については、より詳細な統計解析が必要である。

子ども自身が希望する進学先では、中央値以上群では大学までが33.3%に対し困窮度Ⅰ群では19.0%

であり、困窮度が高まるほど大学までの進学希望が少なくなり、高校までの希望が増える。保護者の

回答でも困窮度による違いは同様であるが、困窮度Ⅰ群で子どもが大学まで希望している割合が

19.0%に対し、保護者では37.0%と大きな開きがある。困窮度I群の保護者の回答は高校（前回34.8%、

今回25.9%）、大学・短期大学（前回45.7%、今回37.0%）と推移しており、前回より高学歴の学校へ

の進学を希望していることが窺える。

前回の調査における分析においては、キャピタルと生活習慣、学習理解度、メンタルヘルスの影響

をモデル化した。その中で、3つのキャピタルのうち経済的資本とヒューマン・キャピタルがあると生

活習慣が良くなり、さらに学習理解度の向上に関連していることが明らかにされていた（山野編著

2019）。
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最後に、塾代助成カードの所有・利用状況を学年別に比較する。中2では「持っていて利用してい

る」が前回26.8 %、今回25.9%、「持っているが、利用していない」が前回14.3%、今回15.2%、

「持っていない」が前回53.6%、今回44.6%であり、持っていない割合は少なくなっている。次に、今

回のデータのみ困窮度別に見ると、困窮度Ⅰ群で「持っていない」割合は28.6％である。また、

「持っているが、利用していない」のは、中央値以上群では9.7%と低いが困窮度Ⅰ群では21.4 %と大

きな開きがある。それぞれの理由を確認する。「持っていない」理由で最も多いのは、中2の困窮度Ⅰ

群で最も多いのは「手続きが面倒」であった。小5、中2とも、全体では所得制限に次いで「こどもが

行きたがらない」「申請方法がわからない」「手続きが面倒」が高い。

また、「持っているが、利用していない」理由で最も多いのは、中2においては「こどもが行きたが

らない」であり、小5では「今通っている学習塾等では塾代助成カードを利用できない」「その他」で

あった。今後の対応を検討する必要がある。

学習塾等に行っていない理由を困窮度にかかわらず全体で見ると、中2・小5ともに「行きたくな

い」が最も多い。

なお、調査の中でも塾代助成事業の中でも、学習だけでなく絵画や音楽、スポーツの習いごとが対象

となっているため、これらの種類ごとにさらなる分析が必要となろう。
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子どもの対人関係において、2016年の結果と変化のあったところを挙げながら述べる。困窮度にか

かわらず、放課後過ごす人の回答で「おうちの大人の人」が10ポイント前後増加、「きょうだい」、

「ひとりでいる」も増加している。また、「クラブ活動の仲間」は困窮度にかかわらず全体的に7.1ポ

イント減少している。場所についても概ね同様で、自分の家、塾・習いごとが増えている。「おうち

の人以外の大人」には塾や習いごとの先生も含まれ、塾で過ごす子どもも増えていることから、ここ

では習い事・塾代助成事業の成果は一定程度出ているのではないかと考えられる。ただし、困窮度Ⅰ

群では中央値以上群よりも塾や習いごとで過ごす割合は10ポイント以上低い。また、放課後ひとりで

いることがない群は、そうである群よりも自己効力感が高くなっている(平均値8.26対7.93)。これらの

結果から、経済状況によって、子どもの教育的な活動へのアクセス、家族以外の社会的交流や人間関

係を築く機会が制限され、結果的に子どもの自己効力感にも影響を及ぼす可能性があることが示唆さ

れた。

一方、保護者の相談相手は、困窮度Ⅰ群では「配偶者・パートナー」が中央値以上群に比べ約50ポ

イント低く(33.3%対83.9%)、多いのは自身の親や知人・友人である。世帯構成別では、父子・母子世

帯はふたり親世帯と比べ、「相談できる相手がいない」割合(33.3％・9.8％対1.5％)は5ポイント以上

高くなっている。これらの結果から、経済状況や世帯構成によって保護者の相談相手が異なり、とく

に困難な経済状況にある世帯やひとり親の保護者において、支えや相談相手の不足を経験しているこ

とが示された。

また、子どもの居場所の利用有無別に保護者の相談相手・相談先をみると、子どもが居場所を利用し

ている家庭は、そうでない家庭と比べて、「学校の先生やスクールカウンセラー、スクールソーシャ

ルワーカー」(10.4%対7.1%)、「地域の民生委員・児童委員」(2.1%対1.2%)、「医療機関の医師や看護

師」(6.3%対3.5%)に相談する割合が高くなっている。これらの結果から、子どもの居場所が様々な専

門家や機関との連携を可能にしており、総合的なサポート体制として機能していると考えられる。

最後に、ヤングケアラーについて確認する。自分が世話をしている人がいる子どもは、困窮度Ⅰ群

は中央値以上群と比べて6ポイント高くなっている。また、子どもの世話している人の有無別に相談相

手をみると、世話をしている子どもはそうでない子どもと比べて、「だれにも相談できない」(5.6 %

対3.7%)や「だれにも相談したくない」(10.1%対6.4%)割合が高い。また、世話をしている子どもはそ

うでない子どもと比べて、「平日の夜や休日を過ごすことができる場所」（14.6%対20.2%）、「昼食

や夕食、お弁当を無料か安い料金で食べることができる場所」（23.6%対28.2%）、「勉強を無料か安

い料金でみてくれる場所」（7.9%対8.5%）といった居場所を利用している割合が低くなっている。こ

れらの結果から、経済的困難な家庭では、子どもが家族の世話を担っているケースが多く、家族の世

話をしている子どもは、地域の居場所を利用せず、一人で悩みを抱えている可能性が示唆された。こ

のような子どもたちには周りの支えが重要であり、社会的支援を必要である。地域の居場所への誘導

策を検討する必要がある。子どもが保護者以外の大人と関わり、話をする場や機会が必要である。自

然と話せるような場や人材を確保し、すべての子どもが必要な対応や支援があれば、スムーズに抵抗

なく自然に参加できる仕組みを創設または充実させる必要がある。
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今回の調査結果から、これまでの子どもの貧困に関する施策の結果として、等価可処分所得の中央

値が上昇した。これは2021年度の厚生労働省の国民生活基礎調査の結果をみても同様の傾向である。

大阪市独自でみても好転している面も多く、政策の結果と思われる。貯蓄や雇用状況が全体的に好転

したことに加え、はく奪状態の改善や国民年金が支払えるようになるなど、底上げも見られた。しか

し、その分がいまだ子どもに十分に回っておらず、物価高の影響等も考えられる。

経済的にもっとも困難を抱える困窮度Ⅰの世帯あるいは子どもの状況の改善は見られなかった部分も

ある。この解決には、国がこども家庭庁を設立し、旧来の縦割りを打破しようとしているように、教

育や福祉という既存の枠組みを越えて、「子どもまんなか」に実行できる体制や制度設計を早急に考

えるべきである。

具体的な施策：

１．就学援助の受給率向上

　前回調査でも、就学援助受給率の低さは課題となっていた（大阪府立大学 2017）。

受給率を向上させる必要があるが、申請主義であるため、申請そのものを促進する取り組みが求め

られる。まずは、煩雑な申請手続きが苦手であったり時間的余裕のない人々、言語の問題や身体的な

問題などで記入ができない人々のために、申請のサポートを行う必要がある。

また、周知を徹底するため、説明を年度途中にも行う、公営住宅入居時に該当の子どもがいる世帯

には直接案内を行う、生活保護廃止時の説明の徹底（例：寝屋川市）、こども食堂での案内（例：茨

木市）などを行う。あるいは、保護者に直接情報を届けるICTシステム（例：学校と保護者間で用い

られる連絡アプリ）にて情報を配信するなどの工夫も考えられる。今回の調査で、就学援助に限定し

た質問ではないが、情報が受け取れていないと感じている保護者が一定数いたことを受けて、何らか

の方策が必要である。

将来的には、就学援助に限らず、制度利用のための申請が電子申請でも行えることが望ましい。平

日に仕事を休んで学校や教育委員会に行く必要がなく、送料負担もなく、夜間でも申請が可能であ

る。これは、申請の障壁の1つと考えられてきたスティグマの軽減にもなりうる。大阪府では豊中市、

寝屋川市、堺市、吹田市などが既に導入している。同時に、経済的な理由で「通信料の支払いが滞っ

た」経験があるなどしてネットワーク回線が使えない状態になる、もしくは経済的な理由でスマホ

（端末）のみを所有しているなど、困窮ゆえに情報収集ができず制度について知ることができない

ケースへの対応も必要となる。

なお、現在、申請しない理由として「その他」が多くを占めるため、取り組みを進めるとともに、

具体的な理由を今後探っていくことも必要となろう。

　施策に関する見解
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２．教育費および「隠れ教育費」の軽減

今回の調査でのはく奪には、特に中2のいる世帯において、中学入学時の負担が影響している可能性

がある。また、高校進学に向けて進路変更を余儀なくされているケースもある。上で述べた就学援助

の申請促進に加え、制服や学用品のリユースを推進するなど、「隠れ教育費」（栁澤・福島 2019）

を軽減する取り組みが必要である。

３．食費の軽減

言うまでもないことだが、中2のいる世帯においては、食費が増大することも指摘されている。昨今

の物価高も食費に大きく影響している。府の施策である「子ども食費支援事業」の今後実施時の申請

を周知徹底する。なお、大阪府（2023）によれば、第1弾実施時の対象者における申請率は78.6%で

あった。

４．経済的に困難なひとり親世帯、特に母子世帯の母親を対象とした、ワークシェアリング

柴田（2016）において行われたデータを用いた仮説検証で、一部留意点はあるものの、ワークシェ

アリングが子どもの貧困率を下げる可能性について示している。我が国におけるワークシェアリング

については、2004年から導入促進が行われており、「短時間勤務や隔日勤務など、多様な働き方の選

択肢を拡大する」という「多様就業型ワークシェアリング」もその1つであり（厚生労働省 2004）、

新たな雇用を生み出すことにも繋がる。ただし、ワークシェアリングにより新たに生み出される雇用

は、短時間勤務制度の適用される正規雇用の場合もあれば、より短時間の非正規雇用の場合もある。

後者の場合、本人の希望や子育てのためにあえて非正規雇用を選択している母親にとってはダブル

ワークを行いやすく、ある程度は所得の増加につながる反面、長期的に安定した雇用にはつながりに

くい可能性も残している。いたずらに長時間労働が助長されることなく、ディーセント・ワーク（働

きがいのある人間らしい仕事）が保証されるべきである。

なお、コロナ禍を経た現在、在宅勤務も含めたさらなる多様な選択肢や柔軟な働き方が推進され、

かつ社会保障もなされるよう、国全体として取り組むことも必要である。
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５．自分を大切にする教育の実施

教育は、すべての子どもに影響することが出来る。自分を大切にするためには、狭義の性教育にと

どまらない、人間関係や価値観、人権尊重について学び、健康とウェルビーイングの実現について学

ぶ必要がある。包括的性教育（UNESCO 2020）の考え方に基づく、年齢に適した教育が求められ

る。旧生野南小学校で2014年に始まった「生きる教育」は、小1からを対象に、国語力を伸ばしなが

ら自分と相手を尊重することについて考える体験的な教育プログラムであり（西澤・西岡2022）、現

在は大阪市全域で実施されており（大阪市 2022）、引続き推進するとともに他自治体にも拡散して

いくことが求められる。

また、ブレインストーミングのように子どもたちとの対話で進めるフィンランドの教育（北川

2005）、実際的な生活課題から制度やサービス、権利に関して体験的に学ぶスウェーデンの社会科教

育（リンドクウィスト・ウエステル1997）のように、その年齢に応じた、自身の意見を出し、周りの

意見を聞きながら進めるような、アクティブ・ラーニングの進め方を根本から検討すべきである。そ

のことによって、10代の妊娠やいじめ、またヤングケアラーなど家庭における困難を抱える状況が

あっても、早期に自らSOSが出せたり、自身で支援制度や資源を選択する力を養うことができる。

６．健康増進の取り組みと医療費に関わる施策

経済的に困難な世帯の保護者と子どものいずれにおいても、メンタルヘルスの不調が目立ってい

る。企業では、2015年より一定以上の規模の場合にストレスチェックが義務付けられてきた。規模が

小さい企業であってもこれらを実施し、その結果に基づき、必要に応じて医療的介入を行うよう、働

きかける必要がある。

子どもにおいては、既にスマートスクール・次世代学校支援事業が行われており、個々の子どもの情

緒面の問題を把握し、対応している。今後、この徹底と評価、見直し、さらに発信などを行う段階と

なろう。

また、身体的な症状については受診を促す取り組みが必要となる。既に、子どもに対しては多くの

自治体で医療費助成制度が広く実施されているが、子どものいる世帯の世帯員に対しても国民健康保

険料の減免要件の緩和（山野 2019）や負担割合の引き下げなどが求められる。
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７．習い事・塾代助成事業の事業評価

特に経済的に困難な世帯において、塾代助成カードを持っていない、あるいは持っていても利用し

ていない子どもが多い。その理由で最も多いのは、子どもが行きたがらないというものであった。行

きたくない背景には、疲れている、授業についていけない、講師との関係や友人関係に問題があるな

ど、いくつか考えられる。まずは、今回のデータの詳細な分析から、学習塾等の種類、学習理解度等

との関連で探っていくことが最初である。その上で、ヒアリング等を行い、事業の評価と見直しをす

ることが必要となる。同時に、保護者の回答からは無料塾の開催についての希望が多く上がってお

り、学習面への対応が求められている側面もあるが、子どものニーズとはギャップがある可能性もあ

る。この点もあわせて検討し、把握する必要があろう。

８．居場所の増設

　資源の項にて述べる。

９．学校における朝食こども食堂

前回の調査においても、子どもにおける朝食の欠食、遅刻率の増加が問題となっている。これらへ

の対応策の1つとして、前回の調査を受けて、こども食堂を朝食の時間帯にすべての子どもが通う小学

校で教師と連携して行うことを挙げてきている（山野2018）。子ども食堂の数は、大阪市でかなり増

えたことは評価すべきである。しかし校区に１つあるわけではない。自宅に戻ると小学生は校区外に1

人で出てはいけない校則があるため、学校で子ども食堂が行われると誰でも参加できる。さらに、ど

の子どもが経済的に厳しく子ども食堂が必要か、事業運営者にわかることはないが、教師は把握して

いるため、全数把握している学校からつながる仕組みがあれば、適切につながるということが大きな

利点である。ただ、現在学校で実施しているところでもその仕組みが形成されているとは限らないこ

と、が課題である。

また、大学での展開も有益である。事例として、関西大学堺キャンパスでの朝食提供、沖縄県ラフ

&ピース専門学校での朝食提供などがある。高等教育機関で子ども食堂を運営することは、朝食の欠

食や遅刻防止にとどまらない。大学生や専門学校生というやや年齢の離れた「おにいさん、おねえさ

ん」的存在と関わることで、彼らがメンターの役割を果たし、子どもが自分の将来の進路やキャリア

についての希望を持つきっかけとなることもあろう。また、学生においては社会の要請に答える重要

なボランティア経験を積むことができ、栄養学や保育学、教育学、社会福祉学を専門とする学生の学

修にもつながる。

　また、上記施策を行うための資源についても検討する。
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１．スクリーニング

大阪市内では支援とつながる機能を持つスクリーニングシステムを一部導入されているが、支援の

必要な子どもが確実に発見され自然につながるためには、学校内の全数の子どもを対象とし、スク

リーニングから繋ぐ機能までを持つ仕組みが必要である。ポイントは早期発見だけでなく、社会資源

につなげることである。教師の多忙さを考えてもクラウドによるスクリーニング（文部科学省・山野

研究室）の導入を推奨する。今回の調査では、2016年との比較を行うことで、アウトリーチのシステ

ムでは乗り越えられなかった壁がいくつか明らかになってきた。「相談」のような構えた資源より

も、自然に伴走する支援を、厳しい家庭の保護者や子どもたちは求めていることがわかる。必要な子

どもを早期に発見し、伴走しながら、必要な制度や仕組みを紹介し利用率を高めることで経済的な面

も含め生活の改善をはかることと、伴走することで子どもや保護者本人の力をアップさせ、資源を活

用できるようにする機能が必要である。

２．データをもたない連携：学校と地域資源

連携は、必ずしも個人情報を共有しなければできないわけではない。個人情報を把握しないまま連

携することが重要である。学校教師は個人情報を持っているが社会資源にそれを活用してつなぐこと

はできず、逆に地域では社会資源が多くあるが学校内の個人情報を持つことはできない。

例えばスクリーニングにより支援が必要な子どもを特定し、スクールソーシャルワーカーをはじめ

とする人材が、彼らを社会資源へとつなぐ。これにより、教師と地域の居場所との新たな連携が確立

する。こうした方法を周知徹底させることである。

３．データ連携：学校と福祉

２のようなデータを持たない連携をもれなく持続可能に循環させるためには、人力に頼るだけでな

く、福祉と学校のデータ連携を推奨し、地域資源の可視化のためにクラウド化することも考慮すべき

点である。クラウドによっていち早く支援場所や居場所が学校にもわかり、地域活動と支援の必要な

子どもとを結び、支援提供を展開することができる。データを持たない連携との二段がまえでの取り

組みを進めることが重要となる。

４．人材

学校においてすべての子どもの検討、発見から支援に繋ぐ校内の体制作りができる人材養成に力を

入れる必要がある。スキルを取得する講座の予算化や、新たな認定制度になるこども家庭ソーシャル

ワーカー養成制度の活用などである。その専門職の１つがスクールソーシャルワーカーである。各校

に1名配置できるよう、正規職化への働きかけ、あるいは各自治体での正職化計画を立てる必要があ

る。
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５．居場所

子どもの利用希望に応じ、居場所を増設して選択肢を増やすことが求められている。上でこども食

堂での朝食について述べたが、これに限らず、さまざまな機能（駄菓子屋や公園、ほっと寄れるよう

な場所を使ったたまり場など）を持つ居場所や、体験交流できる場が、子どもが自分の足で行ける小

学校区内に必要である。

居場所は、子どもにとっても親にとってもわかりやすく、行きやすい場所にあり、可視化され利用

しやすい必要がある。そこで、学校が場所を開放するのがベストである。また、社会福祉協議会など

居場所の中間支援を行う機関の役割を明確化し、機能的に促進させる。こうした社会教育分野が持

つ、公民館あるいはコミュニティセンター、図書館や博物館なども場である。そうした場の活用にお

いては、例えば、子ども食堂等居場所の活動団体が無料で入れる、利用できるなど、さらなる協働を

明確にする必要がある。また、大きな計画になるが、老朽化して建て替えの必要な施設について、建

て替え後に居場所の機能を持たせる方法も検討する。

居場所において、子どもが大人と関わることに加え、保護者から希望のある無料塾を開催する、読

書をする会、映画や音楽などの文化活動なども可能である。子どもたちがそれぞれ少し上の年代との

交流を行うことで、メンターのように相談相手になってもらうこともできる。また、子どもの貧困の

認識をより社会に広めるために、多世代交流も行うことも重要である。シニアとの関わりや障害を持

つ人との関わりは、社会における彼らの課題を子どもたちが知るきっかけにもなり、社会科授業の体

験学習の機能も持つことができる。

最後に重要なことは、こうした支援の場所を周知することである。自治体からパンフレットを配布

する、保護者と学校との連絡アプリにて配信するなど、大阪市全域に情報を行き届かせる必要があ

る。
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大阪市
お お さ か し

 子
こ

どもの生活
せ い か つ

に関
か ん

する実態
じ っ た い

調査
ち ょ う さ

     

小学生
し ょ う が く せ い

・中学生
ち ゅ う が く せ い

向
む

け調査
ち ょ う さ

 調査票
ち ょ う さ ひ ょ う

          

 

このこのこのこの調査調査調査調査

ちょうさ

のののの問合問合問合問合

といあわ

せせせせ先先先先

さき

    

◆調査
ちょうさ

への回答
かいとう

にあたってわからないことがありましたら、お問
と

い合
あ

わせください。 

大阪市
お お さ か し

こども⻘少年局
せいしょうねんきょく

 企画部
き か く ぶ

 企画課
き か く か

 

 電話
で ん わ

︓０６－６２０８－８６３９（直通
ちょくつう

）（９︓００〜１７︓３０ 月曜日
げ つ よ う び

〜⾦曜⽇
き ん よ う び

） 

 ファクシミリ
ふ ぁ く し み り

︓０６－６２０２－７０２０ 

 住所
じゅうしょ

 ⼤阪市北区
お お さ か し き た く

中之島
な か の し ま

１－３－２０ 大阪市
お お さ か し

役所
や く し ょ

２階
かい

 

＜ 調査
ちょうさ

への 協 ⼒
きょうりょく

のお願
ねが

い ＞ 

◆この調査
ちょうさ

 は、大阪
おおさか

 の小学生
しょうがくせい

 ・中学生
ちゅうがくせい

 のみなさんの学校
がっこう

 や家
いえ

 での生活
せいかつ

 の様子
よ う す

 、将来
しょうらい

についての考え
かんが

や希望
き ぼ う

などについておたずねするものです。 

◆みなさんの家庭
か て い

 や学校
がっこう

 には、 難
むずか

 しい問題
もんだい

 もたくさんあると思
おも

 います。この調査
ちょうさ

 は、こ

うした問題
もんだい

 を解
かい

決
けつ

 し、みなさんの将来
しょうらい

 を少
すこ

 しでも良

よ

 くするために必要
ひつよう

 な取組
と り く

 みを決
き

 め

ることに使
つか

います。みなさんのこれからのために、ぜひアンケート
あ ん け ー と

に協⼒

きょうりょく

してください。 

◆この調査
ちょうさ

は、小学生
しょうがくせい

または中学生
ちゅうがくせい

のあなたが自分
じ ぶ ん

で書
か

いてください。 

◆名前
な ま え

を書く
か

必要
ひつよう

はありません。テスト
て す と

ではありませんので、思った
おも

とおりに答え
こた

てください。 

◆答
こた

えたくない質問
しつもん

は答
こた

える必要
ひつよう

はありません。 

◆答
こた

 えに迷
まよ

 う場合
ば あ い

 には、あなたの気持
き も

 ちや 考
かんが

 えにできるだけ近
ちか

 いものを選
えら

 ぶようにしてく

ださい。 

◆あなたが書
か

いた内容
ないよう

は、おうちの人
ひと

や先生
せんせい

に⾒

み

せる必要
ひつよう

はありません。 

◆書
か

き終
お

えたら「こども用
よう

」と書
か

いてある封筒
ふうとう

（コスモス
こ す も す

色
いろ

）に入
い

れ封
ふう

をしてください。 

◆保護者
ほ ご し ゃ

 の記入済
き に ゅ う ず

 み調査票
ちょうさひょう

 が入
はい

 った保護者用
ほ ご し ゃ よ う

封筒
ふうとう

 （水色
みずいろ

 ）と一緒
いっしょ

 に配付兼
はいふけん

回収用
かいしゅうよう

封筒
ふうとう

 （クリーム
く り ー む

色
いろ

 ）に入
い

 れて７月
がつ

 14日
にち

 （⾦
きん

 ）までに学校
がっこう

 へ提
てい

出
しゅつ

 してくだ

さい。なお、調査票
ちょうさひょう

を学校
がっこう

が開封
かいふう

することは、ありません。 

届 出 統 計 調 査 

総務大臣届出済 
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質問
しつもん

の回答
かいとう

⽅法
ほうほう

について 

◆それぞれの質問
しつもん

について次
つぎ

のように答
こた

えてください。 

（例
れい

）あなたの好
す

きな⾊
いろ

は何⾊
なにいろ

ですか。 

１．⾚⾊
あかいろ

 

２．⻩⾊
き い ろ

 

３．緑⾊
みどりいろ

 

４．その他
た

の⾊
いろ

 

※答
こた

えは、あてはまる番号
ばんごう

に〇
まる

をつけてください。 

※〇
まる

 のつけかたは、質問
しつもん

⽂
ぶん

 の終
お

 わりに「あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

 つに○
まる

 をつけてください」や「あてはまる番号
ば ん ご う

 すべ

てに〇
まる

をつけてください」などと書
か

いてありますので、それにしたがってください。 

 
 

 

 

問
と い

１ あなたは⼩学⽣
しょうがくせい

ですか、それとも中学⽣
ちゅうがくせい

ですか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．⼩学⽣
しょうがくせい

 ２．中学⽣
ちゅうがくせい

 

 

 

 

問
とい

２ あなたは、ふだん（⽉曜⽇
げ つ よ う び

〜⾦曜⽇
き ん よ う び

）、ほぼ同
おな

じ時刻
じ こ く

に起
お

きていますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．起
お

きている 

２．どちらかといえば、起
お

きている 

３．あまり、起
お

きていない  

４．起
お

きていない 

 

問
とい

３ あなたは、ふだん（⽉曜⽇
げ つ よ う び

〜⾦曜⽇
き ん よ う び

）、何時
な ん じ

に寝
ね

ていますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．午後
ご ご

９時
じ

より前
まえ

 

２．午後
ご ご

９時
じ

台
だい

 

３．午後
ご ご

１０時
じ

台
だい

 

４．午後
ご ご

１１時
じ

台
だい

 

５．午前
ご ぜ ん

０時
じ

台
だい

 

６．午前
ご ぜ ん

１時
じ

より後
あ と

 

７．きまっていない 

 

 

 

  

あなたのふだんのあなたのふだんのあなたのふだんのあなたのふだんの生活生活生活生活

せいかつ

のことについておたずねします。のことについておたずねします。のことについておたずねします。のことについておたずねします。    

あなたについておたずねします。あなたについておたずねします。あなたについておたずねします。あなたについておたずねします。    
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問
とい

４ 朝食
ちょうしょく

についておたずねします。 

（１）あなたは、週
しゅう

にどのくらい、朝食
ちょうしょく

を食
た

べていますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．毎日
まいにち

またはほとんど毎
まい

日
にち

  

２．週
しゅう

に４〜５回
かい

 

３．週
しゅう

に２〜３回
かい

 

４．週
しゅう

に１回
かい

程度
て い ど

 

５．食
た

べない 

 

 

（２）前
ま え

の質問
しつ もん

で「１．毎日
まいにち

またはほとんど毎
まい

日
にち

」に○
まる

をつけた方
かた

以外
い が い

におたずねします。 

あなたが朝食
ちょうしょく

を食
た

べない理由
り ゆ う

はなんですか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．時間
じ か ん

がない 

２．おなかがすいていない 

３．用意
よ う い

されていない 

４．食
た

べる習慣
しゅうかん

がない 

５．わからない 

 

 

問
とい

５ 夕食
ゆうしょく

についておたずねします。 

（１）あなたは、週
しゅう

にどのくらい、夕食
ゆうしょく

を食
た

べていますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．毎日
まいにち

またはほとんど毎
まい

日
にち

  

２．週
しゅう

に４〜５回
かい

 

３．週
しゅう

に２〜３回
かい

 

４．週
しゅう

に１回
かい

程度
て い ど

 

５．食
た

べない 

 

 

（２）前
ま え

の質問
しつ もん

で「１．毎日
まいにち

またはほとんど毎
まい

日
にち

」に○
まる

をつけた方
かた

以外
い が い

におたずねします。 

あなたが夕食
ゆうしょく

を食
た

べない理由
り ゆ う

はなんですか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．時間
じ か ん

がない 

２．おなかがすいていない 

３．用意
よ う い

されていない 

４．食
た

べる習慣
しゅうかん

がない 

５．わからない 

 

 

問
とい

６ お休
やす

みの日
ひ

の昼食
ちゅうしょく

についておたずねします。 

（１）あなたは、学校
がっこう

がお休
やす

みの日
ひ

に昼食
ちゅうしょく

を食
た

べますか。（夏休
なつやす

みなどの⻑期
ちょうき

のお休
やす

みの日
ひ

もふくみます。） 

（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．必
かなら

ず食
た

べる  

２．食
た

べることが多
おお

い 

３．食
た

べないことが多
おお

い 

４．食
た

べない 

５．わからない  

 

 

（２）前
ま え

の質問
しつ もん

で 「１．必ず
かなら

食
 た

べる」に○
ま る

をつけた方
かた

以外
い が い

におたずねします。あなたが、学校
が っ こ う

がお休
やす

みの

日
ひ

に昼食
ちゅうしょく

を食
た

べない理由
り ゆ う

はなんですか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．時間
じ か ん

がない 

２．おなかがすいていない 

３．用意
よ う い

されていない 

４．食
た

べる習慣
しゅうかん

がない 

５．わからない 
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問
とい

７ あなたは、学校
がっこう

に遅
ち

刻
こ く

することがありますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．毎日
まいにち

またはほとんど毎
まい

日
にち

  

２．週
しゅう

に４〜５回
かい

 

３．週
しゅう

に２〜３回
かい

 

４．週
しゅう

に１回
かい

程度
て い ど

 

５．遅刻
ち こ く

はしない 

 

 

問
とい

８ あなたは、次
つぎ

のようなことをどのくらいしていますか。 

（①〜⑩それぞれについて、あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

 
�
�
�
�
毎�

�

⽇�
� 

週
�
�
�

�
４
�
５
回�

� 
週

�
�
�

�
２
�
３
回�

� 
週

�
�
�

�
１
回�

�

程
度

�

�

� 

⽉�
�

�
１
�
２
回 �

� 

�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
� 

① おうちの大人
お と な

の人
ひと

と一緒
いっしょ

に朝食
ちょうしょく

を食
た

べていますか。 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

② おうちの大人
お と な

の人
ひと

と一緒
いっしょ

に夕食
ゆうしょく

を食
た

べていますか。 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

③ おうちの大人
お と な

の人
ひ と

に朝
あ さ

、起
お

こしてもらいますか。 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

④ おうちの手伝
て つ だ

いをしていますか。 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

⑤ おうちの大人
お と な

 の人
ひ と

 に宿題
しゅくだい

 （勉強
べんきょう

 ）をみてもらい

ますか。 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

⑥ おうちの大人
お と な

 の人
ひ と

 と学校
が っ こ う

 でのできごとについて話
はな

しますか。 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

⑦ おうちの大人
お と な

 の人
ひ と

 と遊
あそ

 んだり、体
からだ

 を動
う ご

 かしたりし

ますか。 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

⑧ おうちの大人
お と な

 の人
ひ と

 とニュース
に ゅ ー す

 など社会
し ゃ か い

 のできごとに

ついて話
はな

しますか。 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

⑨ おうちの大人
お と な

の人
ひと

と文化
ぶ ん か

活動
かつどう

（図書館
と し ょ か ん

や美術館
びじゅつかん

、博物館
はくぶつかん

、音楽
おんがく

鑑賞
かんしょう

に⾏
い

くなど）をしますか。 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

⑩ おうちの大人
お と な

の人
ひと

と一緒
いっしょ

に外出
がいしゅつ

しますか。 

(散歩
さ ん ぽ

する・買
か

い物
もの

に出
で

かける・外食
がいしょく

をするなど） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
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問
とい

９ あなたは、毎日
まいにち

の生活
せいかつ

でどのようなときに楽
たの

しいと思
おも

いますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください） 

１．おうちの人
ひと

と一緒
いっしょ

に過
す

ごしているとき 

２．ともだちと一緒
いっしょ

に過
す

ごしているとき 

３．学校
がっこう

生活
せいかつ

やクラブ
く ら ぶ

活動
かつどう

・部活動
ぶ か つ ど う

に参加
さ ん か

してい 

るとき 

４．ひとりで過
す

ごしているとき 

５．今
いま

、住
す

んでいる地域
ち い き

の⾏事
ぎょうじ

に参加
さ ん か

しているとき 

６．塾
じゅく

や習
なら

いごとで過
す

ごしているとき 

７．特
と く

に楽
たの

しいと思
おも

うときはない 

８．その他
た

 

 

問
とい

10 あなたは、ふだん（月曜日
げ つ よ う び

〜⾦曜⽇
き ん よ う び

）の放課後
ほ う か ご

、だれと過
す

ごしますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください） 

１．おうちの大人
お と な

の人
ひと

（お⺟
かあ

さん・お父
と う

さん・おばあちゃん・おじいちゃん・親
しん

せきなど） 

２．きょうだい 

３．おうちの人
ひと

以外
い が い

の大人
お と な

（近所
き ん じ ょ

の大人
お と な

、塾
じゅく

や習
なら

いごとの先生
せんせい

など） 

４．学校
がっこう

のともだち 

５．クラブ
く ら ぶ

活動
かつどう

・部活動
ぶ か つ ど う

の仲間
な か ま

 

６．学校
がっこう

以外
い が い

のともだち（地域
ち い き

のスポーツ
す ぽ ー つ

クラブ
く ら ぶ

、近所
きんじょ

のともだちなど） 

７．ひとりでいる 

８．その他
た

の人
ひ と

 

 

問
とい

11 あなたは、ふだん（月曜日
げ つ よ う び

〜⾦曜⽇
き ん よ う び

）の放課後
ほ う か ご

、どこで過
す

ごしますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください） 

１．自分
じ ぶ ん

の家
いえ

 

２．おばあちゃん・おじいちゃんの家
いえ

 

３．ともだちの家
いえ

 

４．塾
じゅく

 

５．習
なら

いごと 

６．学校
がっこう

（クラブ
く ら ぶ

活動
かつどう

・部活
ぶ か つ

動
ど う

など） 

７．公園
こうえん

・広場
ひ ろ ば

 

８．スーパー
す ー ぱ ー

やショッピングモール
し ょ っ ぴ ん ぐ も ー る

 

９．コンビニエンスストア
こ ん び に え ん す す と あ

 

10．ゲームセンター
げ ー む せ ん た ー

 

11．図書館
と し ょ か ん

や公⺠館
こうみんかん

など公共
こうきょう

の施設
し せ つ

 

12．地域
ち い き

の居場所
い ば し ょ

（学習
がくしゅう

支援
し え ん

の場
ば

やこども食堂
しょくどう

な

ど地域
ち い き

で同
おな

じ年
とし

ごろのこどもが集
あつ

まるところ） 

13．学童
が く ど う

保育
ほ い く

（※） 

14．その他
た

 

※「学童
が く ど う

保育
ほ い く

」とは、「放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラブ
く ら ぶ

」、「いきいき放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラブ
く ら ぶ

」、「留守
る す

家庭
か て い

児童会
じ ど う か い

（室
し つ

）」、

「学童
が く ど う

クラブ
く ら ぶ

」、「仲良
な か よ

しクラブ
く ら ぶ

」も含
ふ く

みます。 
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問
と い

12 あなたは、ふだん学校
が っ こ う

の授業
じゅぎょう

以外
い が い

で、どのように勉強
べんきょう

をしていますか。 

※勉強
べんきょう

には学校
が っ こ う

の宿題
しゅくだい

もふくみます。（あてはまるものすべてに○
ま る

をつけてください） 

１．自分
じ ぶ ん

で勉強
べんきょう

する 

２．塾
じゅく

で勉強
べんきょう

する 

３．学校
が っ こ う

の補習
ほ し ゅ う

を受
う

ける 

４．家庭
か て い

教師
き ょ う し

に教
お し

えてもらう 

５．地域
ち い き

の人
ひ と

などが⾏
おこな

う無料
む り ょ う

の勉強会
べんきょうかい

に参加
さ ん か

する 

６．おうちの人
ひ と

に教
お し

えてもらう 

７．ともだちと勉強
べんきょう

する 

８．その他
た

 

９．学校
が っ こ う

の授業
じゅぎょう

以外
い が い

で勉強
べんきょう

はしない 

 

 

問
とい

13 あなたは、授業
じゅぎょう

時間
じ か ん

以外
い が い

に１日
にち

あたりどれくらいの時間
じ か ん

、勉強
べんきょう

をしますか。（塾
じゅく

などの時間
じ か ん

もふくみ

ます。）（①、②それぞれについて、あてはまる番号
ばん ご う

１
ひ と

つに○
ま る

をつけてください） 

 

�
�
�
�
�
�
� 

分
�

�

�
�
少

�

�

�
� 

分
�

�

以
上

�

�

�

�

︑
１

時
間

�

�

�

�
�
少

�

�

�
� 

１

時
間

�

�

�

以
上

�
�
�
�

︑

２

時
間

�

�

�

�
�
少 �

�

�
� 

２
時
間

�

�

�

以
上

�

�

�

�

︑
３

時
間

�

�

�

�
�
少

�

�

�
� 

３
時
間

�

�

�

以
上

�

�

�

� 

�
�
�
�
� 

① 学校
が っ こ う

がある日
ひ

 

（月
げつ

〜⾦曜⽇
き ん よ う び

） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

②  学校
が っ こ う

がない日
ひ

 

（土
ど

・日
にち

曜日
よ う び

・祝
しゅく

日
じ つ

） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 

問
とい

14 学校
が っ こ う

の勉強
べんきょう

についておたずねします。 

（１）学校
がっこう

の勉強
べんきょう

について、一番
いちばん

あなたの気持
き も

ちに近
ちか

いものはどれですか。 

（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．よくわかる 

２．だいたいわかる 

３．あまりわからない 

４．ほとんどわからない 

５．わからない 

 

 

（２）前
ま え

の質問
しつ もん

で「３. あまりわからない」「４. ほとんどわからない」「５. わからない」に○をつけた方
かた

に 

おたずねします。いつごろから、授業
じゅぎょう

がわからないことがあるようになりましたか。 

（あてはまるもの１
ひ と

つに○
ま る

をつけてください） 

１．小学
しょうがく

１・２年⽣
ねんせい

のころ 

２．小学
しょうがく

３・４年⽣
ねんせい

のころ 

３．小学
しょうがく

５年⽣
ねんせい

になってから 

４．小学
しょうがく

６年⽣
ねんせい

のころ 

５．中学
ちゅうがく

１年⽣
ねんせい

のころ 

６．中学
ちゅうがく

２年⽣
ねんせい

になってから 

 

  

３０ 
３０ 
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問
とい

15 放課後
ほ う か ご

に学習
がくしゅう

塾
じゅく

や家庭
か て い

教師
き ょ う し

、⽂化
ぶ ん か

・スポーツ
す ぽ ー つ

教室
きょうしつ

等
と う

（以下
い か

「学習
がくしゅう

塾
じゅく

等
と う

」といいます。）に 

通
かよ

っていますか。（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください） 

１．学習
がくしゅう

塾
じゅく

・進学
し ん が く

塾
じゅく

 

２．家庭
か て い

教師
き ょ う し

 

３．通信制
つ う しんせい

の家庭
か て い

学習
がくしゅう

教材
きょうざい

 

４．英
えい

会話
か い わ

・そろばんなどの習
なら

い事
ご と

 

５．絵画
か い が

・⾳楽
お ん が く

・習字
し ゅ う じ

などの習
なら

い事
ご と

 

６．スポーツ 

７．その他
た

 

８．学習
がくしゅう

塾
じゅく

等
と う

、習
なら

い事
ご と

はしていない 

 

問
とい

16 学習
がくしゅう

塾
じゅく

等
と う

に通
かよ

っている⼈
ひ と

にお聞
き

きします。学習
がくしゅう

塾
じゅく

等
と う

に通
かよ

っていて、良
よ

かったと思
おも

うことはありますか。

（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください） 

１．学校
が っ こ う

の授業
じゅぎょう

がよくわかるようになった 

２．勉強
べんきょう

がおもしろくなった 

３．学校
が っ こ う

の成績
せいせき

があがった 

４．ともだちができた 

５．体⼒
たいりょく

や技術
ぎ じ ゅ つ

、知識
ち し き

が⾝
み

についた 

６．その他
た

 

７．特
と く

にない 

 

問
とい

17 学習
がくしゅう

塾
じゅく

等
と う

に通
かよ

っていない⼈
ひ と

にお聞
き

きします。学習
がくしゅう

塾
じゅく

等
と う

に通
かよ

っていない理由
り ゆ う

はなんですか。 

（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください） 

１．家
いえ

の近
ちか

くに通
かよ

いたい学習
がくしゅう

塾
じゅく

等
と う

がない 

２．⾃由
じ ゆ う

な時間
じ か ん

が少
す く

なくなる 

３．通
かよ

いたいが、親
おや

に⽉謝
げ っ し ゃ

などの負担
ふ た ん

をかけられない 

４．学校
が っ こ う

の部活
ぶ か つ

などで忙
いそが

しい 

５．学習
がくしゅう

塾
じゅく

等
と う

へ通
かよ

う必要性
ひつよ うせい

を感
かん

じない 

６．⾏
い

きたくない 

７．その他
た

 

８．特
と く

に理由
り ゆ う

はない 

 

問
とい

18 あなたは、学校
がっこう

の授業
じゅぎょう

時間
じ か ん

以外
い が い

に、１⽇
にち

あたりどれくらいの時
じ

間
かん

、読書
ど く し ょ

をしますか。 

（教科書
きょうかしょ

や参考書
さんこうしょ

、マンガ
ま ん が

や雑誌
ざ っ し

をのぞきます。）（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．まったくしない 

２．30分
ぷん

より少
すく

ない 

３．30分
ぷん

以上
いじょう

、１時間
じ か ん

より少
すく

ない 

４．１時間
じ か ん

以上
いじょう

、２時間
じ か ん

より少
すく

ない 

５．２時間
じ か ん

以上
いじょう

、３時間
じ か ん

より少
すく

ない 

６．３時間
じ か ん

以上
いじょう

 

７．わからない  

 

  あと半 分

はんぶん

だよ。 

がんばってね！ 
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問
と い

19 あなたは、学校
が っ こ う

や学校
が っ こ う

の⾏事
ぎ ょ う じ

等
と う

で次
つぎ

のようなことがありますか。 

（あてはまる番号
ばん ご う

すべてに○
ま る

をつけてください） 

１．授業中
じゅぎょうちゅう

に寝
ね

てしまうことが多
おお

い 

２．宿題
しゅくだい

ができていないことが多
おお

い 

３．持ち物
 も   も の

の忘
わす

れ物
もの

が多
おお

い 

４．習
なら

いごとを休む
やす

ことが多
おお

い  

５．提出物
てい しゅつぶつ

を出す
 だ

のが遅れる
 おく

ことが多
おお

い 

６．修学
しゅうがく

旅⾏
り ょ こ う

などの宿泊
しゅくはく

⾏事
ぎ ょ う じ

を欠席
け っ せ き

する 

７．運動会
う ん ど う か い

や遠足
え ん そ く

などの学校
が っ こ う

⾏事
ぎ ょ う じ

を欠席
け っ せ き

する 

８．保健室
ほ け ん し つ

で過
す

ごすことが多
おお

い 

９．学校
が っ こ う

ではひとりで過ごす
 す

ことが多
おお

い 

10．ともだちと遊んだ
あそ

り、おしゃべりしたりする時間
  じ かん

が

少ない
すく

 

11．特
と く

にない 

 

問
とい

20 今
いま

、あなたは、いやなことや悩
なや

んでいることはありますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください） 

１．おうちのこと 

２．学校
がっこう

や勉強
べんきょう

のこと 

３．クラブ
く ら ぶ

活動
か つ ど う

や部活
ぶ か つ

動
ど う

のこと 

４．自分
じ ぶ ん

のこと（外⾒
がいけん

や体型
たいけい

など） 

５．ともだちのこと 

６．好
す

きな人
ひと

のこと 

７．進学
しんがく

・進路
し ん ろ

のこと 

８．その他
た

のこと 

９．いやなことや悩
なや

んでいることはない 

10．わからない 

 

問
とい

21 あなたは、いやなことや悩
なや

んでいることがあるとき、だれかに相談
そうだん

しますか。（だれに話
はな

しますか。）

（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください） 

１．親
おや

 

２．きょうだい 

３．親
し ん

せき 

４．学校
がっこう

のともだち  

５．学校
が っ こ う

以外
い が い

のともだち 

６．学校
が っ こ う

の先生
せんせい

 

７．スクールカウンセラー
す く ー る か う ん せ ら ー

、ソーシャルワーカー
そ ー し ゃ る わ ー か ー

 

８．塾
じゅく

や習
なら

いごとの先生
せんせい

 

９．学童
が く ど う

保育
ほ い く

の先生
せんせい

（※） 

10．こども専用
せんよう

の電話
で ん わ

相談
そうだん

 

11．SNS
えすえぬえす

などのインターネット
い ん た ー ね っ と

やLINE
ら い ん

の相談
そ う だ ん

 

12．インターネット
い ん た ー ね っ と

やサイト
さ い と

などを通
つう

じて知
し

りあった 

直接
ちょくせつ

会
あ

ったことのない人
ひと

 

13．近所
きんじょ

の人
ひと

 

14．地域
ち い き

の支援
し え ん

団体
だんたい

 

（学習
がくしゅう

支援
し え ん

の場
ば

やこども食堂
しょくどう

など地域
ち い き

で 

同
おな

じ年
とし

ごろのこどもが集
あつ

まるところの人
ひと

） 

15．その他
た

の人
ひと

 

16．だれにも相談
そうだん

できない 

17．だれにも相談
そうだん

したくない 

18．わからない  

※「学童
が く ど う

保育
ほ い く

」とは、「放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラブ
く ら ぶ

」、「いきいき放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラブ
く ら ぶ

」、「留守
る す

家庭
か て い

児童会
じ ど う か い

（室
し つ

）」、

「学童
が く ど う

クラブ
く ら ぶ

」、「仲良
な か よ

しクラブ
く ら ぶ

」も含
ふ く

みます。  
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問
とい

22 わたしたちは、楽
たの

しい⽇
ひ

ばかりではなく、ちょっとさみしい⽇
ひ

も、楽
たの

しくない⽇
ひ

もあります。あなたが、 

この⼀週間
いっしゅうかん

、どんな気持
き も

ちや状況
じょうきょう

だったのか、教
お し

えてください。良
よ

い答
こ た

え、悪
わる

い答
こ た

えはありません。 

思
おも

ったとおりに答
こ た

えてください。（①〜⑨それぞれについて、あてはまる番号
ばんご う

１
ひ と

つに〇
まる

をつけてください） 

 
�
�
� 

�
�
� 

�
�
�
� 

�
�
� 

�
�
�
�
�

�
�
� 

① 楽
たの

しみにしていることがたくさんある １ ２ ３ 

② 遊
あそ

びにでかけるのが好
す

きだ １ ２ ３ 

③ 元気
げ ん き

いっぱいだ １ ２ ３ 

④ やろうと思
おも

ったことがうまくできる １ ２ ３ 

⑤ ⼀⼈
ひ と り

ぼっちのような気
き

がする １ ２ ３ 

⑥ 不安
ふ あ ん

な気持
き も

ちになる １ ２ ３ 

⑦ まわりが気
き

になる １ ２ ３ 

⑧ やる気
き

が起
お

きない １ ２ ３ 

⑨ いらいらする １ ２ ３ 

 

問
とい

23 あなたは、⾃分
じ ぶ ん

の体
からだ

の状態
じょうたい

で気
き

になることはありますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください） 

１．ねむれない 

２．よく頭
あたま

がいたくなる 

３．⻭
は

がいたい 

４．よくおなかがいたくなる 

５. よくかぜをひく 

６．よくかゆくなる 

７．とくに気
き

になるところはない 

８．その他
た

 

９．わからない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答

こた

えたくない質問

しつもん

は答

こた

える必要

ひつよう

はないよ。 

答

こた

えに迷

まよ

うときは、あなたの気持

き も

ちや考

かんが

えに 

できるだけ近

ちか

いものを選

えら

んでね。 
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問
とい

24 あなたが、持
も

っているものや、あなたが使
つか

うことができるものを選
えら

んでください。 

（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください） 

１．本
ほん

 

（学校
がっこう

の教科書
きょうかしょ

やマンガ
ま ん が

・雑誌
ざ っ し

はのぞく） 

２．マンガ
ま ん が

・雑誌
ざ っ し

 

３．こども部屋
べ や

（ひとり部屋
べ や

やきょうだいと

⼀緒
い っ し ょ

に使
つか

っている部屋
へ や

など） 

４．インターネット
い ん た ー ね っ と

につながるパソコン
ぱ そ こ ん

 

（学校
が っ こ う

のパソコン
ぱ そ こ ん

はのぞく） 

５．運動
うんどう

⽤具
よ う ぐ

（ボール
ぼ ー る

・ラケット
ら け っ と

など） 

６．ゲーム機
げ ー む き

 

７．⾃転⾞
じ て ん し ゃ

 

８．テレビ
て れ び

 

９．けいたい電話
で ん わ

 

10．スマートフォン
す ま ー と ふ ぉ ん

・タブレット
た ぶ れ っ と

機器
き き

 

11．化粧品
けしょうひん

・アクセサリー
あ く せ さ り ー

 

12．習
なら

いごとなどの道具
ど う ぐ

（ピアノ
ぴ あ の

など） 

13．⾃分
じ ぶ ん

で選
えら

んだ服
ふ く

 

14．キャラクターグッズ
き ゃ ら く た ー ぐ っ ず

 

15．その他
た

 

16．あてはまるものはない 

 

 

 

問
とい

25 あなたは、つらいことがあってもすぐ⽴
た

ち直
なお

ることができますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

１
ひ と

つに○
まる

をつけてください） 

１．そう思
おも

う 

２．どちらかというとそう思
おも

う 

３．どちらかというとそう思
おも

わない 

４．そう思
おも

わない 

 

問
とい

26 あなたがふだん 考
かんが

えていることについて、次
つぎ

の（１）〜（３）について教
おし

えてください。 

（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

（１） ⾃分
じ ぶ ん

に⾃信
じ し ん

がある 

１．ある 

２．どちらかというとある 

３．どちらかというとない 

４．ない 

 

（２）⾃分
じ ぶ ん

の考
かんが

えをはっきり相⼿
あ い て

に伝
つた

えることができる 

１．できる 

２．どちらかというとできる 

３．どちらかというとできない 

４．できない 

あなたが、ふだんあなたが、ふだんあなたが、ふだんあなたが、ふだん 考考考考

かんが

えていることについておたずねします。えていることについておたずねします。えていることについておたずねします。えていることについておたずねします。    
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（３）⾃分
じ ぶ ん

の将来
しょうらい

の夢
ゆめ

や目標
もくひょう

を持
も

っている 

１．持
も

っている 

２．どちらかというと持
も

っている 

３．どちらかというと持
も

っていない 

４．持
も

っていない 

 

問
とい

27 あなたは、将来
しょうらい

どの学校
がっこう

まで⾏
い

きたいと思
おも

いますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．中学校
ちゅうがっこう

 

２．⾼校
こう こう

 

３．短期
た ん き

⼤学
だいがく

 

４．⼤学
だいがく

 

５．⼤学院
だいがくいん

 

６．留学
りゅうがく

（外国
が い こ く

で⻑
なが

い期間
き か ん

勉強
べんきょう

すること） 

７．専門
せんもん

学校
がっこう

（美容師
び よ う し

や調理師
ち ょ う り し

など仕事
し ご と

の 

仕⽅
し か た

や技術
ぎじゅつ

を学
まな

ぶための学校
がっこう

など）・⾼等
こ う と う

 

専門
せんもん

学校
が っ こ う

 

８．考
かんが

えたことがない 

９．わからない 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あともう少

すこ

しだよ！ 

がんばってね！ 
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問
と い

28 ⾃分
じ ぶ ん

やともだちの家
いえ

以外
い が い

の場所
ば し ょ

についておたずねします。 

（１）あなたは、次
つぎ

の①〜④のような場所
ば し ょ

を利⽤
り よ う

したことがありますか。また、利⽤
り よ う

したことがない場合
ば あ い

、 

今後
こ ん ご

利⽤
り よ う

したいと思いますか。 

（①~④それぞれについて、あてはまる番号
ばん ご う

１
ひ と

つに○
ま る

をつけてください。） 

 

利
⽤

�

�

�

�
�
�
�
�
�
� 

利
⽤

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�

︵
�
�
�
利
⽤

�

�

�

�
�
�

�
思

�

�

�
︶ 

利
⽤

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�

︵
今
後

�

�

�

�
利
⽤

�

�

�

�
�
�

�
思

�

�

�
�
�
︶ 

利
⽤

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�

︵
今
後

�

�

�

�
利
⽤

�

�

�

�
�
�

�
分 �

�
�
�
�
︶ 

① 平⽇
へいじつ

の夜
よ る

や休⽇
きゅうじつ

を過ごす
 す

ことができ

る場所
ば し ょ

（学童
が く ど う

保育
ほ い く

など） 
１ ２ ３ ４ 

②昼⾷
ちゅうしょく

 や⼣⾷
ゆうしょく

 、お弁当
べ ん と う

 を無料
む り ょ う

 か安
やす

 い

料⾦
りょうきん

 で⾷
 た

 べたり受
う

 け取
と

 ることができる

場所
ば し ょ

（こども⾷堂
しょ くどう

など） 

１ ２ ３ ４ 

③勉強
べんきょう

 を無料
む り ょ う

 か安い
 やす

料⾦
りょうきん

 でみてくれる

場所
ば し ょ

 （⼀般的
い っぱんてき

 な学習
がくしゅう

塾
じゅく

 とはちがう

学習
がくしゅう

⽀援
し え ん

など） 

１ ２ ３ ４ 

④何
なん

 でも相談
そ う だ ん

 できる場所
ば し ょ

 （電話
で ん わ

 や

ネット
ね っ と

の相談
そ う だ ん

をふくむ。） 
１ ２ ３ ４ 

 

（２）前
ま え

の質問
しつ もん

で、１
ひ と

つでも「利⽤
り よ う

したことがある」と答えた
こた

⽅
かた

におたずねします。そこを利⽤
り よ う

したことで、 

次
つぎ

のような変化
へ ん か

がありましたか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．ともだちが増
ふ

えた 

２．気軽
き が る

に話せる
はな

⼤⼈
 おとな

が増
ふ

えた 

３．⽣活
せいかつ

の中
なか

で楽
たの

しみなことが増
ふ

えた 

４．ほっとできる時間
じ か ん

が増
ふ

えた  

５．栄養
え い よ う

のある⾷事
し ょ く じ

をとれることが増
ふ

えた 

６．勉強
べんきょう

がわかるようになった 

７．勉強
べんきょう

する時間
じ か ん

が増
ふ

えた 

８．その他
た

 

９．特
と く

に変化
へ ん か

はない 

あなたのことについて、おたずねします。あなたのことについて、おたずねします。あなたのことについて、おたずねします。あなたのことについて、おたずねします。    
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（３）問
と い

２8（１）の質問
しつ もん

で、「利⽤
り よ う

したことがある」に○をつけた方
かた

以外
い が い

におたずねします。 

利⽤
り よ う

したことがないのはなぜですか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．どこにあるか知
し

らないから 

２．家
いえ

の近
ちか

く（ひとりで⾏ける
 い

場所
 ば  しょ

）にないから 

３．家
いえ

で過
す

ごしたいと思
おも

うから 

４．楽
たの

しくなさそうだから 

５．「⾏
い

ってはいけない」と親
おや

などの大人
お と な

に言
い

われ 

るから 

６．⾏きたい
 い

日
 ひ

・時間
じ か ん

に開
あ

いていないから 

７．Wi
わ い

-f i
ふぁい

（インターネット
い ん た ー ね っ と

通信
つ う し ん

環境
かんきょう

）がない 

から 

８．⾏
い

きたいと思
おも

わないから 

９．何
なに

をしているかわからないから 

10．利⽤
り よ う

していることを近所
き ん じ ょ

の人
ひ と

やともだちに知
し

られたくないから 

11．その他
た

 

 

問
と い

29 あなたがおうちでしているお世話
せ わ

の様子
よ う す

についておたずねします。 

（１）おうちの人
ひ と

の中
なか

にあなたがお世話
せ わ

をしている人
ひ と

はいますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．いる ２．いない 

 

（２）前
ま え

の質問
しつ もん

で「１．いる」に回答
か い と う

した方
かた

におたずねします。誰
だれ

のお世話
    せ わ

をしていますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください） 

１．お⺟
かあ

さん 

２．お父
と う

さん 

３．おばあちゃん 

４．おじいちゃん 

５．きょうだい 

６．その他
た

 

 

（３）問
と い

２9（１）の質問
しつ もん

で「１．いる」に回答
か い と う

した方
かた

におたずねします。あなたが⾏
おこな

っているお世話
せ わ

の内容
ないよ う

を教
お し

えてください。（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください） 

１．料理
り ょ う り

や買い物
 か  も の

、食器
し ょ っ き

洗
あ ら

いなど 

２．洗濯
せ ん た く

など 

３．そうじやゴミ
ご み

捨
す

てなど 

４．きょうだいのめんどうを⾒
み

ることや保育所
ほ い く し ょ

の 

おむかえなど 

５．病院
びょういん

へ一緒
い っ し ょ

に⾏
い

くことやお風呂
ふ ろ

・トイレ
と い れ

のお

世話
せ わ

、⾒守
み ま も

りをする、話し相手
はな    あい  て

になる、通訳
つ う や く

をする、お⾦
かね

の管理
か ん り

、薬
くすり

の管理
か ん り

など 

６．その他
た
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（４）前
ま え

の質問
しつ もん

で「６．その他
た

」に〇
ま る

をつけた方
かた

は、具体的
ぐ た い て き

な内容
ないよ う

を書
か

いてください。 

 

 

（５）問
と い

２9（１）の質問
しつ もん

で「１．いる」に回答
か い と う

した方
かた

におたずねします。 

お世話
せ わ

をすることはどれくらいありますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．ほぼ毎日
まいにち

 

２．週
しゅう

に３日
み っ か

〜５日
い つ か

 

３．週
しゅう

に１日
いちにち

または２日
ふ つ か

 

４．１
いち

か月
げつ

に数日
す う じ つ

 

 

（６）問
と い

２9（１）の質問
しつ もん

で「１．いる」に回答
か い と う

した方
かた

におたずねします。 

学校
が っ こ う

がある日
ひ

に、お世話
せ わ

を１日
いちにち

のうちどれくらいしていますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．１時間
い ち じ か ん

より少
す く

ない 

２．１時間
い ち じ か ん

以上
い じ ょ う

、２時間
に じ か ん

より少
す く

ない 

３．２時間
に じ か ん

以上
い じ ょ う

、３時間
さ ん じ か ん

より少
す く

ない 

４．3
さん

時間
じ か ん

以上
い じ ょ う

、5
ご

時間
じ か ん

より少
す く

ない 

５．5
ご

時間
じ か ん

以上
い じ ょ う

、7
なな

時間
じ か ん

より少
す く

ない 

６．7
なな

時間
じ か ん

より多
おお

い 

 

（７）問
と い

２9（１）の質問
しつ もん

で「１．いる」に回答
か い と う

した方におたずねします。 

お世話
せ わ

をしていることによって次
つぎ

のようなことがありますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください） 

１．おうちの人
ひ と

と話
はな

したり遊
あそ

んだりすることが 

増
ふ

える 

２．時間
じ か ん

の使い方
つ か  か た

を工夫
く ふ う

できる 

３．家
いえ

の中
なか

で気持
き も

ちよく過
す

ごすことができる 

４．おうちの人
ひ と

が健康
け ん こ う

に過
す

ごすことができる 

５．「お世話
せ わ

」にやりがいを感
かん

じる 

６．おうちの人
ひ と

以外
い が い

と話す
はな

時間
 じ  かん

が減
へ

る 

７．自分
じ ぶ ん

のことをする時間
じ か ん

がない 

８．とても疲
つか

れることがある 

９．いらいらしやすい 

10. 気持ち
  き  も

が落
 お

ち込
こ

む  

11. 学校
が っ こ う

を欠席
け っ せ き

や遅刻
ち こ く

、早退
そ う た い

することがある 

12．その他
た

 

13．特
と く

にない 

 

問
とい

30 あなたの性別
せいべつ

をえらんでください。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．男子
だ ん し

 

２．⼥⼦
じ ょ し

 

３．その他
た

 

４．答
こ た

えたくない 



15 

問
とい

31 毎⽇
まいにち

の⽣活
せいかつ

で困
こ ま

っていることや感
かん

じていることを⾃
じ

由
ゆ う

に書
か

いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問
しつもん

はこれで終
お

わりです。調査
ちょうさ

にご協⼒
きょうりょく

いただきありがとうございました。 

「こども⽤
よう

」と書
か

いてある封筒
ふうとう

に⼊
い

れ、封
ふ う

をして、保護者
ほ ご し ゃ

の⽅
かた

に渡
わた

してください。 

最後

さ い ご

までがんばってくれて 

ありがとう！ 





1 

⼤阪市
お お さ か し

 ⼦
こ

どもの⽣活
せ い か つ

に関
か ん

する実態
じ っ た い

調査
ち ょ う さ

     
保護者
ほ ご し ゃ

向
む

け調査
ち ょ う さ

 調査票
ち ょ う さ ひ ょ う

            
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

この調査
ち ょ う さ

の問合
と い あわ

せ先
さ き

 

◆調査
ちょうさ

への回答
かいとう

にあたってご不明
ふ め い

な点
てん

などございましたら、お問
と

い合
あ

わせください。 

⼤阪市
お お さ か し

こども⻘少年局
せいしょうねんきょく

 企画部
き か く ぶ

 企画課
き か く か

 

 電話
で ん わ

︓０６－６２０８－８６３９（直通
ちょくつう

）（９︓００〜１７︓３０ ⽉曜⽇
げ つ よ う び

〜⾦曜⽇
き ん よ う び

） 

 ファクシミリ
ふ ぁ く し み り

 ０６－６２０２－７０２０ 

 住所
じゅうしょ

 ⼤阪市北区
お お さ か し き た く

中之島
な か の し ま

１－３－２０ ⼤阪市
お お さ か し

役所
や く し ょ

２階
かい

 

＜ 調査
ちょうさ

への協 ⼒
きょうりょく

のお願
ねが

い ＞ 

この調査
ち ょ う さ

は、⼤阪
おお さ か

市⽴
し り つ

⼩学校
しょ うがっこ う

５年⽣
ねんせい

または中学校
ちゅうがっこう

２年⽣
ねんせい

のおこさんがいらっしゃるすべての

保護者
ほ ご し ゃ

の⽅に、⽇頃
ひ ご ろ

のおこさんとの関
かか

わりや家庭
か て い

の状況
じょうきょう

について伺
うかが

うものです。  

⼤阪市
お お さ か し

は、こどもたちの未来
み ら い

が⽣
う

まれ育
そ だ

った環境
かんきょう

によって左右
さ ゆ う

されることなく、⾃
みずか

らの

可能性
か の う せ い

を追求
ついきゅう

できる社会
し ゃ か い

の実現
じつ げ ん

をめざしています。しかしながら、経済⾯
けいざいめん

、社会⾯
し ゃ か い めん

、教育⾯
きょういくめん

などで困難
こんなん

なことも多
おお

いのが現実
げん じ つ

です。この調査
ち ょ う さ

は、こうした問題
もんだい

を解
かい

決
けつ

する施策
し さ く

につなぐた

めの重要
じゅうよう

な調査
ち ょ う さ

です。こどもたちのこれからのために、ぜひアンケート
あ ん け ー と

に協⼒
きょうりょく

してください。 

◆お名前
な ま え

は無記⼊
む き に ゅ う

でお願
ねが

いします。この調査票
ちょ うさひ ょ う

は、統計的
と う け い て き

に利⽤
り よ う

することを目的
も く て き

とし、個⼈
こ じ ん

情報
じょうほう

の収集
しゅうしゅう

を目的
も く て き

とするものではありません。 

◆この調査
ち ょ う さ

は保護者
ほ ご し ゃ

の⽅
かた

にご回答
か い と う

いただくもののほか、おこさんに対
たい

する調査
ち ょ う さ

もあります。調査
ち ょ う さ

の

結果
け っ か

は、同封
ど う ふ う

の⼩学⽣
しょうがくせい

・中学⽣
ちゅうがくせい

向
む

け調査
ち ょ う さ

のデータと合
あ

わせて分析
ぶんせき

します。 

◆調査票
ちょ うさひ ょ う

に回答
か い と う

するときには、おこさんと保護者
ほ ご し ゃ

の回答
か い と う

が⾒
み

えないよう別々
べつべつ

の場所
ば し ょ

で記⼊
き に ゅ う

してく

ださい。なお、おこさんの回答
か い と う

内容
な い よ う

は⾒
み

ないようにお願
ねが

いします。 

◆調査
ち ょ う さ

に回答
か い と う

いただきましたら、「保護者⽤
ほ ご し ゃ よ う

」と書
か

かれた封筒
ふ う と う

（⽔⾊
みずいろ

）に⼊
い

れ、封
ふ う

をしてくださ

い。「こども⽤
よ う

封筒
ふ う と う

（コスモス
こ す も す

⾊
いろ

）」と「保護者⽤
ほ ご し ゃ よ う

封筒
ふ う と う

（⽔⾊
みずいろ

）」のそれぞれの封筒
ふ う と う

を配付兼
は い ふ け ん

回収⽤
かいしゅうよう

封筒
ふ う と う

（クリーム
く り ー む

⾊
いろ

）にまとめて⼊
い

れていただき、おこさんに渡
わた

してください。おこさんに

学校
が っ こ う

へ提
てい

出
しゅつ

するようお声
こ え

掛
か

けをお願
ねが

いします。７⽉
がつ

14⽇
に ち

（⾦
きん

）までの提出
ていしゅつ

をお願
ねが

いしま

す。なお、調査票
ちょ うさひ ょ う

を学校
が っ こ う

が開封
かいふ う

することは、ありません。 

届 出 統 計 調 査 

総務大臣届出済 

i6229880
スタンプ
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質問
しつもん

の回答
かいとう

方法
ほうほう

について 

◆それぞれの質問
しつもん

について次
つぎ

のように答
こた

えてください。 

（例
れい

）あなたの好
す

きな色
いろ

は何色
なにいろ

ですか。 

１．赤色
あかいろ

 

２．⻩⾊
き い ろ

 

３．緑色
みどりいろ

 

４．その他
た

の色
いろ

 

※答
こた

えは、あてはまる番号
ばんごう

に〇
まる

をつけてください。 

※〇
まる

のつけかたは、質問
しつもん

文
ぶん

の終
お

わりに「あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください」や「あてはまる番号
ば ん ご う

 

すべてに〇
まる

をつけてください」などと書
か

いてありますので、それにしたがってください。 

 

 

 

問
と い

１ この調査
ち ょ う さ

に回答
か い と う

いただいている方
か た

におたずねします。おこさんとあなたの続柄
つづきがら

について教
お し

えてください。

（あてはまる番号
ば ん ご う

１つ
ひと

に○
ま る

をつけてください） 

１．お⺟
か あ

さん 

２．お父
と う

さん 

３．おじいさん・おばあさん 

４．おじ、おばなど親戚
し ん せ き

 

５．施設
し せ つ

職員
し ょ く い ん

・ファミリーホーム
ふ ぁ み り ー ほ ー む

・⾥親
さ と お や

 

６．その他
た

の人
ひ と

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

世帯
せ た い

の状況
じょうきょう

についておたずねします。 

最初
さ い し ょ

に、あなたとおこさんの関係
かんけい

についておたずねします。 

※あなたの世帯
せ た い

について、令和
れ い わ

5年
ね ん

４月
が つ

１日
に ち

現在
げ ん ざ い

の状況
じ ょ う き ょ う

を教
お し

えてください。 

※世帯
せ た い

 とは、普段
ふ だ ん

 、住居
じ ゅ う き ょ

 と生計
せ い け い

 を共
と も

 にしている方々
か た が た

 （世帯員
せ た い い ん

 ）の集
あ つ

 まりをいいます。血縁
けつえん

関係
かんけい

 のな

い人
ひ と

でも同居
ど う き ょ

していれば世帯
せ た い

に含
ふ く

んでください。また、単身
たんしん

赴任
ふ に ん

の方
かた

も含
ふ く

みます。 

※世帯員
せ た い い ん

 には、旅⾏
り ょ こ う

 や出張
しゅっちょう

 などで一時的
い ち じ て き

 に⾃宅
じ た く

 を離
は な

 れている人
ひ と

 や船員
せ ん い ん

 など就業
しゅうぎょう

場所
ば し ょ

 を移動
い ど う

 する人
ひ と

を含
ふ く

みます。 

※また、病院
びょ ういん

 ・診療所
し ん り ょ う じ ょ

 に入院
にゅ ういん

 している人
ひ と

 を含
ふ く

 みますが、住⺠
じ ゅ うみん

登録
と う ろ く

 を病院
びょ ういん

 ・診療所
し ん り ょ う じ ょ

 に移
う つ

 している人
ひ と

 は

除
の ぞ

 きます。さらに、学業
が く ぎ ょ う

 で世帯
せ た い

 を離
は な

 れている人
ひ と

 、⽼⼈
ろ う じ ん

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

 などの社会
し ゃ か い

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

 に入所
に ゅ う し ょ

 してい

る人
ひ と

を除
の ぞ

きます。 

「5．」を選
え ら

んだ人
ひ と

は、問
と い

13〜問
と い

17 のみお答
こ た

えください。 
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問
と い

 ２ あなたの世帯
せ た い

 の構成
こ う せ い

 と人数
に ん ず う

 をお答
  こ た

 えください。（①〜⑧それぞれについて、あてはまる番号
ば ん ご う

１つ
 ひと

に○
ま る

をつけてください）（⑧は、あなたや対象
たいしょう

のおこさんを含
ふ く

んだ人数
にんず う

をお答
こ た

えください。） 

①おばあさん ②おじいさん ③お⺟
かあ

さん ④お父
と う

さん 
⑧合計

ご う け い

 

（あなたや対象
たいしょう

のおこさんを含
ふく

む） 

０．いない 

１．１人
ひ と り

 

２．２人
ふ た り

 

０．いない 

１．１人
ひ と り

 

２．２人
ふ た り

 

０．いない 

１．１人
ひ と り

 

０．いない 

１．１人
ひ と り

 

１．２人
ふ た り

 

２．３人
さ ん に ん

 

３．４人
よ に ん

 

４．５人
ご に ん

 

５．６人
ろ く に ん

 

６．７人
な な に ん

 

７．８人
は ち に ん

 

８．９人
きゅうにん

 

９．10
じ ゅ う

人
に ん

以上
い じ ょ う

 

⑤姉
あ ね

・兄
あ に

 
対象
たいしょう

のおこさん 

（本人
ほんにん

）（※） 
⑥妹

いもうと

・弟
おとうと

 ⑦その他
た

 

０．いない 

１．１人
ひ と り

 

２．２人
ふ た り

 

３．３人
さ ん に ん

 

４．４人
よ に ん

以上
い じ ょ う

 

 

1
ひ

人
と り

 

０．いない 

１．１人
ひ と り

 

２．２人
ふ た り

 

３．３人
さ ん に ん

 

４．４
よ

人
に ん

以上
い じ ょ う

 

 

０．いない 

１．１人
ひ と り

 

２．２人
ふ た り

 

３．３人
さ ん に ん

 

４．４人
よ に ん

以上
い じ ょ う

 

 

※「対象
たいしょう

のおこさん」とは、調査票
ち ょ う さ ひ ょ う

を受
う

け取
と

ったおこさんのことです。 

問
と い

３ おこさんと同居
ど う き ょ

し、生計
せいけい

を共
と も

にしている親
お や

の婚姻
こ ん い ん

状況
じょうきょう

を教
お し

えてください。 

（あてはまる番号
ばん ごう

１つ
 ひと

に○
ま る

をつけてください） 

１．結婚
け っ こ ん

している（再婚
さ い こ ん

や事実婚
じ じ つ こ ん

を含
ふ く

む。） 

２．離婚
り こ ん

 

３．死別
し べ つ

  

４．未婚
み こ ん

 

５．わからない 

６．いない 

 

問
と い

４ 前
ま え

の質問
しつ もん

で「２．離婚
 り  こん

」に○
ま る

をつけた方
かた

におたずねします。 

離婚
り こ ん

相手
あ い て

とおこさんの養育費
よ う い く ひ

の取り決
と き

めをしていますか。 

また養育費
よ う い く ひ

を現在
げ んざ い

受け取っ
 う       と

ていますか。（あてはまる番号
ばん ごう

１つ
 ひと

に○
まる

をつけてください） 

１．取り決め
 と      き

をしており、受け取
う  と

っている 

２．特
と く

に取り決
と  き

めはしていないが、受け取
う  と

っている 

３．取り決
と  き

めをしているが、受け取
う  と

っていない 

４．取り決
と  き

めをしておらず、受け取
う  と

っていない 

 

問
と い

５ あなたの住居
じ ゅ う き ょ

は、次
つ ぎ

のどれにあてはまりますか。（あてはまる番号
ばん ごう

１つ
 ひと

に○
まる

をつけてください） 

１．持ち家
も   い え

（親
お や

・きょうだいの名義
め い ぎ

を含
ふ く

む） 

２．府営
ふ え い

・市営
し え い

の住宅
じ ゅ う た く

 

３．UR
ゆーあーる

賃貸
ち ん た い

住宅
じ ゅ う た く

・公社
こ う し ゃ

賃貸
ち ん た い

住宅
じ ゅ う た く

 

４．⺠間
み ん か ん

の賃貸
ち ん た い

住宅
じ ゅ う た く

 

５．官舎
か ん し ゃ

・社宅
し ゃ た く

 

６．その他
た
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問
と い

6 あなたの住居
じゅうきょ

環境
かんきょう

についておたずねします。 

（１）あなたがお住
す

まいの住居
じ ゅ う き ょ

の間取
ま ど

りは、次
つ ぎ

のどれにあてはまりますか。 

（あてはまる番号
ばん ごう

１つ
 ひと

に○
ま る

をつけてください） 

１．ワンルーム 

２．居室
き ょ し つ

１部屋
へ や

（１K
けー

、１D K
でぃーけー

、１L D K
えるでぃーけー

） 

３．居室
き ょ し つ

２部屋
へ や

（２K
けー

、２D K
でぃーけー

、２L D K
えるでぃーけー

） 

４．居室
き ょ し つ

３部屋
へ や

（３K
けー

、３D K
でぃーけー

、３L D K
えるでぃーけー

）以上
い じ ょ う

 

（２）その住居
じ ゅ う き ょ

には、何人
な ん に ん

でお住
す

まいですか。（□に数字
す う じ

をお書
か

きください。） 

 

問
と い

7 あなたの家計
か け い

の収支
し ゅ う し

状況
じょうきょう

についておたずねします。 

（１）前年
ぜ ん ね ん

（２０２２年
ね ん

）の１年間
い ち ね ん か ん

のあなたの家計
か け い

の状況
じょうきょう

について、あてはまる番号
ば ん ご う

１
ひ と

つに○
ま る

をつけて

ください。 

１．貯蓄
ち ょ ち く

ができている 

２．赤字
あ か じ

である 

３．赤字
あ か じ

でもなく⿊字
く ろ じ

でもない 

４．わからない 

 

（２）おこさんの将来
し ょ う ら い

のために貯蓄
ち ょ ち く

をしていますか。（あてはまる番号
ばん ごう

１つ
 ひと

に○
まる

をつけてください） 

１．貯蓄
ち ょ ち く

をしている 

２．貯蓄
ち ょ ち く

をしたいが、できていない 

３．貯蓄
ち ょ ち く

をするつもりはない 

 

問
と い

 8 あなたの世帯
せ た い

 では、経済的
け い ざ い て き

 な理由
り ゆ う

 で、次
つ ぎ

 のような経験
け い け ん

 をされたことがありますか。おおむね半年
は ん と し

 の

間
あいだ

でお考
かんが

えください。（あてはまる番号
ば ん ご う

すべてに○
ま る

をつけてください） 

１．食費
し ょ く ひ

を切
き

りつめた 

２．電気
で ん き

・ガス
が す

・水道
す い ど う

などが止
と

められた 

３．医療
い り ょ う

機関
き か ん

を受診
じ ゅ し ん

できなかった 

４．国⺠
こ く み ん

健康
け ん こ う

保険料
ほ け ん り ょ う

の支払
し は ら

いが滞
とどこお

ったことがある 

５．国⺠
こ く み ん

年⾦
ね ん き ん

の支払い
 し  はら

が滞
とどこお

ったことがある 

６．⾦融
き ん ゆ う

機関
き か ん

などに借⾦
し ゃ っ き ん

をしたことがある 

７．クレジットカード
く れ じ っ と か ー ど

の利⽤
り よ う

が停止
て い し

になったことがある 

８．新しい
あたら

衣服
 い  ふく

・靴
くつ

を買う
かう

のを控
ひか

えた 

９．新聞
し ん ぶ ん

や雑誌
ざ っ し

を買
か

うのを控
ひ か

えた 

10. ス
す

マートフォン
ま ー と ふ ぉ ん

への切替
き り か え

・利⽤
り よ う

を断念
だ ん ね ん

した 

11. 冠婚葬祭
か ん こ ん そ う さ い

のつきあいを控
ひ か

えた 

12. 生活
せ い か つ

の⾒通
み と お

しがたたなくて不安
ふ あ ん

になったこと 

がある 

13. 鉄道
て つ ど う

 やバス
ば す

 の利⽤
り よ う

 を控
ひ か

 え、⾃転⾞
じ て ん し ゃ

 を使ったり
 つか

歩
ある

くようにした 

14. 電話
で ん わ

（固定
こ て い

・携帯
け い た い

）などの通信料
つ う し ん り ょ う

の支払
し は ら

いが

滞
とどこお

ったことがある 

15. 家賃
や ち ん

や住宅
じ ゅ う た く

ローン
ろ ー ん

の支払い
 し  はら

が滞
とどこお

ったことがある 

16. 趣味
し ゅ み

やレジャー
れ じ ゃ ー

の出費
し ゅ っ ぴ

を減
へ

らした 

17. 冷
れ い

暖房
だ ん ぼ う

の使用
し よ う

を控
ひ か

えた 

18. 友人
ゆ う じ ん

・知人
ち じ ん

との外食
が い し ょ く

を控
ひ か

えた 

19. 敷⾦
し き き ん

・保証
ほ し ょ う

⾦
き ん

等
と う

を用意
よ う い

できないので、住み替
す  か

 

え・ 転居
て ん き ょ

を断念
だ ん ね ん

した 

20. 理髪店
り は つ て ん

・美容院
び よ う い ん

に⾏
い

く回数
か い す う

を減
へ

らした 

21. こども部屋
 べ  や

が欲
ほ

しかったがつくれなった 

22. １〜21 の項目
こ う も く

には、どれもあてはまらない 

人
にん
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問
と い

9 おこさんのお⺟
   かあ

さんとお父さん
    とう

の最後
 さい ご

に通った
かよ

学校
 がっ こう

を教
お し

えてください。 

（あてはまる番号
ばんごう

１つ
ひと

に○
まる

をつけてください） 

（現在
げ ん ざ い

 、ひとりでおこさんを育
そだ

 てている場合
ば あ い

 （ひとり親
お や

 の場合
ば あ い

 ）はあてはまる方
か た

 だけに○
ま る

 をつけてください。） 

お⺟
か あ

さん お父
と う

さん 

１．中学校
ち ゅ う が っ こ う

卒業
そ つ ぎ ょ う

 

２．高等
こ う と う

学校
が っ こ う

中途
ち ゅ う と

退学
た い が く

 

３．高等
こ う と う

学校
が っ こ う

卒業
そ つ ぎ ょ う

 

４．高専
こ う せ ん

、短大
た ん だ い

、専門
せ ん も ん

学校
が っ こ う

等
と う

卒業
そ つ ぎ ょ う

 

５．大学
だ い が く

卒業
そ つ ぎ ょ う

 

６．大学院
だ い が く い ん

修了
しゅうりょう

 

７．その他
た

の教育
き ょ う い く

機関
き か ん

卒業
そ つ ぎ ょ う

 

８．答
こ た

えたくない 

１．中学校
ち ゅ う が っ こ う

卒業
そ つ ぎ ょ う

 

２．高等
こ う と う

学校
が っ こ う

中途
ち ゅ う と

退学
た い が く

 

３．高等
こ う と う

学校
が っ こ う

卒業
そ つ ぎ ょ う

 

４．高専
こ う せ ん

、短大
た ん だ い

、専門
せ ん も ん

学校
が っ こ う

等
と う

卒業
そ つ ぎ ょ う

 

５．大学
だ い が く

卒業
そ つ ぎ ょ う

 

６．大学院
だ い が く い ん

修了
しゅうりょう

 

７．その他
た

の教育
き ょ う い く

機関
き か ん

卒業
そ つ ぎ ょ う

 

８．答
こ た

えたくない 

 

問
とい

10 おこさんの保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

の現在
げんざい

の就業
しゅうぎょう

状況
じょうきょう

についておたずねします。 

（複
ふ く

数
すう

か所
しょ

にお勤
つと

めされている方
かた

はあてはまる番号
ばんごう

をすべて
・ ・ ・

選
え ら

んでください） 

※お⺟
かあ

さん、お父
と う

さん以
い

外
がい

の方
かた

が主
しゅ

として家計
か け い

を支
ささ

えている場合
ば あ い

、「お⺟
かあ

さん、お父
と う

さん以
い

外
が い

の方
か た

」

にもご記入
きにゅう

をお願
ねが

いします。 

※現在
げんざい

、育児
い く じ

休業
きゅうぎょう

などで休業中
きゅうぎょうちゅう

の方
かた

は、復職
ふくしょく

するときの仕事
し ご と

の番号
ばんごう

を選
えら

んでください。 

お⺟
かあ

さん １．いる ２．いない 

 

「１．いる」に回答
かいとう

された方
かた

は、次
つぎ

のあてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください。 

「７．仕事
し ご と

を探
さ が

していない」に○
ま る

をつけた方
かた

は、仕事
し ご と

を探
さ が

していない主
おも

な理由
り ゆ う

について①〜⑦のあては

まる番号
ばん ご う

すべてに○
ま る

をつけてください。 

１．勤
つと

め（常勤
じょうきん

・正規
せ い き

職員
しょくいん

） 

２．勤
つと

め（パート
ぱ ー と

またはアルバイト
あ る ば い と

、非正規
ひ せ い き

職員
しょくいん

で１か所
しょ

に勤務
き ん む

） 

３．勤
つと

め（パート
ぱ ー と

またはアルバイト
あ る ば い と

、非正規
ひ せ い き

職員
しょくいん

で２か所
しょ

以上
いじょう

に勤務
き ん む

） 

４．自営業
じえいぎょう

・家業
かぎょう

  

５．その他
た

の就業
しゅうぎょう

形態
けいたい

 

６．仕事
し ご と

を探
さが

している 

７．仕事
し ご と

を探
さ が

していない 

①家事
か じ

や育児
い く じ

に専念
せんねん

したいため 

②学生
がくせい

のため 

③おうちの人
ひと

の介護
か い ご

や介助
かいじょ

のため 

④病気
びょうき

療養
りょうよう

のため 

⑤年⾦
ねんきん

収入
しゅうにゅう

があるため 

⑥家賃
や ちん

収 入
しゅうにゅう

、株式
かぶしき

運用
うんよう

などの収入
しゅうにゅう

があるため 

⑦その他
た
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お⽗
と う

さん １．いる ２．いない 

 

「１．いる」に回答
かいとう

された⽅
かた

は、次
つぎ

のあてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください。 

「７．仕事
し ご と

を探
さ が

していない」に○
ま る

をつけた⽅
かた

は、仕事
し ご と

を探
さ が

していない主
おも

な理由
り ゆ う

について①〜⑦のあてはま

る番号
ばん ご う

すべてに○
ま る

をつけてください。 

１．勤
つと

め（常勤
じょうきん

・正規
せ い き

職員
しょくいん

） 

２．勤
つと

め（パート
ぱ ー と

またはアルバイト
あ る ば い と

、非正規
ひ せ い き

職員
しょくいん

で１か所
しょ

に勤務
き ん む

） 

３．勤
つと

め（パート
ぱ ー と

またはアルバイト
あ る ば い と

、非正規
ひ せ い き

職員
しょくいん

で２か所
しょ

以上
いじょう

に勤務
き ん む

） 

４．⾃営業
じえいぎょう

・家業
かぎょう

  

５．その他
た

の就業
しゅうぎょう

形態
けいたい

 

６．仕事
し ご と

を探
さが

している 

７．仕事
し ご と

を探
さ が

していない 

①家事
か じ

や育児
い く じ

に専念
せんねん

したいため 

②学⽣
がくせい

のため 

③おうちの⼈
ひと

の介護
か い ご

や介助
かいじょ

のため 

④病気
びょうき

療養
りょうよう

のため 

⑤年⾦
ねんきん

収⼊
しゅうにゅう

があるため 

⑥家賃
や ちん

収 ⼊
しゅうにゅう

、株式
かぶしき

運⽤
うんよう

などの収⼊
しゅうにゅう

があるため 

⑦その他
た

 

 

お⺟
か あ

さん、お⽗
と う

さん以
い

外
が い

に主
しゅ

として家計
か け い

を⽀
ささ

えている⽅
か た

 

（おばあさん、おじいさん、おじ、おば、親戚
し ん せ き

など） 

１．いる ２．いない 

 

「１．いる」に回答
かいとう

された⽅
かた

は、次
つぎ

のあてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください。 

「７．仕事
し ご と

を探
さ が

していない」に○
ま る

をつけた⽅
かた

は、仕事
し ご と

を探
さ が

していない主
おも

な理由
り ゆ う

について①〜⑦のあてはま

る番号
ばん ご う

すべてに○
ま る

をつけてください。 

１．勤
つと

め（常勤
じょうきん

・正規
せ い き

職員
しょくいん

） 

２．勤
つと

め（パート
ぱ ー と

またはアルバイト
あ る ば い と

、非正規
ひ せ い き

職員
しょくいん

で１か所
しょ

に勤務
き ん む

） 

３．勤
つと

め（パート
ぱ ー と

またはアルバイト
あ る ば い と

、非正規
ひ せ い き

職員
しょくいん

で２か所
しょ

以上
いじょう

に勤務
き ん む

） 

４．⾃営業
じえいぎょう

・家業
かぎょう

  

５．その他
た

の就業
しゅうぎょう

形態
けいたい

 

６．仕事
し ご と

を探
さが

している 

７．仕事
し ご と

を探
さ が

していない 

①家事
か じ

や育児
い く じ

に専念
せんねん

したいため 

②学⽣
がくせい

のため 

③おうちの⼈
ひと

の介護
か い ご

や介助
かいじょ

のため 

④病気
びょうき

療養
りょうよう

のため 

⑤年⾦
ねんきん

収⼊
しゅうにゅう

があるため 

⑥家賃
や ちん

収 ⼊
しゅうにゅう

、株式
かぶしき

運⽤
うんよう

などの収⼊
しゅうにゅう

があるため 

⑦その他
た
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問
とい

11 おこさんの保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

が家
いえ

にいる時間帯
じ か ん た い

で、多
おお

い時間帯
じ か ん た い

を選
えら

んでください。 

（あてはまる番号
ばんごう

1
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

※保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

には、おばあさん、おじいさん、おじ、おばなど親戚
しんせき

を含
ふ く

みます。 

※⾃宅
じ た く

が仕事場
し ご と ば

の場合
ば あ い

は、お仕事
し ご と

が終
お

わる時間帯
じ か ん た い

を選
えら

んでください。 

 

問
と い

12 ご家庭
か て い

ではどれくらい、日本語
に ほ ん ご

以外
い が い

の言語
げ ん ご

を使用
し よ う

していますか。 

（あてはまる番号
ば ん ご う

１つ
 ひと

に○
ま る

をつけてください） 

１．日本語
に ほ ん ご

のみを使用
し よ う

している 

２．日本語
に ほ ん ご

以外
い が い

の言語
げ ん ご

も使用
し よ う

しているが、日本語
 に  ほん ご

の方
ほう

が多い
おお

 

３．日本語
に ほ ん ご

以外
い が い

の言語
げ ん ご

を使う
つか

ことが多い
おお

 

 

 

問
とい

13 あなたの世帯
せ た い

では、経済的
けいざいてき

な理由
り ゆ う

で、次
つぎ

のような経験
けいけん

をされたことがありますか。 

（おおむね１
いち

年
ねん

の間
あいだ

でお考
かんが

えください。）（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください） 

１．おこさんを医療
いりょう

機関
き か ん

に受
じゅ

診
しん

させること 

ができなかった 

２．おこさんの進路
し ん ろ

を変更
へんこう

した 

３．おこさんのための本
ほん

や絵本
え ほ ん

が買
か

えなかった 

４．おこさんにおこづかいを渡
わた

すことができなかった 

５. おこさんに新
あたら

しい服
ふ く

や靴
く つ

を買
か

うことができなかった 

６．おこさんを学校
がっこう

の遠足
えんそく

や修学
しゅうがく

旅⾏
り ょ こ う

へ参加
さ ん か

させ

ることができなかった 

７．おこさんを習
なら

い事
ごと

に通
かよ

わすことができなかった 

８．おこさんを学校
がっこう

のクラブ
く ら ぶ

活動
かつどう

・部活動
ぶ か つ ど う

に参加
さ ん か

さ

せられなかった 

９.  おこさんを学習
がくしゅう

塾
じゅく

に通
かよ

わせることができなかった 

10．おこさんの誕生
たんじょう

日
び

を祝
いわ

えなかった 

11．おこさんにお年
とし

玉
だま

をあげることができなかった 

12．おこさんの学校
がっこう

⾏事
ぎょうじ

などに参加
さ ん か

することが 

できなかった 

13．こども会
かい

、地域
ち い き

の⾏事
ぎょうじ

（祭
まつ

りなど）の活動
かつどう

に参加
さ ん か

することができなかった 

14．家族
か ぞ く

旅⾏
り ょ こ う

（テーマパーク
て ー ま ぱ ー く

など日帰
ひ が え

りのおでか

けを含
ふ く

む）ができなかった 

15．１〜14 の項目
こ うも く

には、どれにもあてはまらない 

 

  

１． おこさんの学校
がっこう

からの帰宅
き た く

時間
じ か ん

には家
いえ

にいる  

２．おこさんの夕食
ゆうしょく

時間
じ か ん

には家
いえ

にいる 

３．おこさんの寝
ね

る時間
じ か ん

には家
いえ

にいる 

４．おこさんが寝
ね

た後
あと

に帰
かえ

ってくる 

５．帰宅
き た く

時間
じ か ん

が決
き

まっていない 

６．その他
た

 

おこさんに関
かん

することについておたずねします。 
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問
とい

14 あなたとおこさんとの関係
かんけい

について、次
つぎ

の項目
こ うも く

でもっとも近
ちか

いものを選
えら

んでください。 

（１）あなたは、おこさんを信頼
しんらい

していますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．とても信頼
しんらい

している 

２． 信頼
しんらい

している 

３．あまり信頼
しんらい

していない 

４．信頼
しんらい

していない 

 

（２）あなたは、おこさんとよく会話
か い わ

をしますか。 （あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．よくする 

２．する 

３．あまりしない 

４．しない 

 

（３）あなたがおこさんと一緒
いっしょ

に何
なに

かをしたり、相手
あ い て

をしたりしている時間
じ か ん

は、１日
にち

あたり平均
へいきん

すると、だいたい

どれくらいになりますか。（平日
へいじつ

、休日
きゅうじつ

それぞれについて、あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

平日
へいじつ

 休日
きゅうじつ

 

１．０〜１５分
ふん

未満
み ま ん

 

２. １５分
ふん

〜３０分
ぷん

未満
み ま ん

 

３. ３０分
ぷん

〜１時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

４. １時間
じ か ん

〜２時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

５. ２時間
じ か ん

〜３時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

６. ３時間
じ か ん

〜４時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

７．４時間
じ か ん

以上
いじょう

 

１．２時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

２. ２時間
じ か ん

〜４時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

３. ４時間
じ か ん

〜６時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

４. ６時間
じ か ん

〜８時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

５. ８時間
じ か ん

〜１０時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

６. １０時間
じ か ん

以上
いじょう

 

 

（４）あなたは、おこさんの将来
しょうらい

に期待
き た い

していますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．とても期待
き た い

している 

２．期待
き た い

している 

３．あまり期待
き た い

していない 

４．期待
き た い

していない 

 

（５）おこさんの授業
じ ゅ ぎ ょ う

参観
さ ん か ん

や運動会
う ん ど う か い

などの学校
が っ こ う

⾏事
ぎ ょ う じ

に参加
さ ん か

していますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．よく参加
さ ん か

している 

２．ときどき参加
さ ん か

している 

３．あまり参加
さ ん か

していない 

４．まったく参加
さ ん か

していない 

 

問
とい

15 あなたは、おこさんの進学
しんがく

について、どこまで希望
き ぼ う

されていますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．中学校
ちゅうがっこう

 

２．高校
こう こう

 

３．短期
た ん き

大学
だいがく

 

４．大学
だいがく

 

５．大学院
だいがくいん

 

６．留学
りゅうがく

 

７．専門
せんもん

学校
がっこう

・高等
こ う と う

専門
せんもん

学校
がっこう

 

８. 考
かんが

えたことがない 

９．わからない 
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問
とい

16 おこさんの通学
つうがく

状況
じょうきょう

について、もっとも近
ちか

いもの１
ひと

つに○
まる

をつけてください。 

１．ほぼ毎日
まいにち

通
かよ

っている 

２．欠席
けっせき

は年間
ねんかん

３０日
にち

未満
み ま ん

である 

３．欠席
けっせき

が年間
ねんかん

３０日
にち

以上
いじょう

、６０日
にち

未満
み ま ん

である 

４．欠席
けっせき

が年間
ねんかん

６０日
にち

以上
いじょう

、１年
ねん

未満
み ま ん

である 

５．欠席
けっせき

が１年
ねん

以上
いじょう

続
つづ

いている 

６．わからない 

 

問
と い

17  こどもの居場所
い ば し ょ

について、おたずねします。 

（１）あなたのおこさんは、次
つ ぎ

のような「こどもの居場所
い ば し ょ

」を利⽤
り よ う

したことがありますか。 

（あてはまる番号
ばん ごう

１つ
 ひと

に○
まる

をつけてください） 

・⾃宅
じ た く

や学校
が っ こ う

以外
い が い

の場所
ば し ょ

で、こどもたちが本
ほ ん

を読
よ

んだり、みんなで遊
あ そ

んだりできるような場所
ば し ょ

 

・こどもが無料
む り ょ う

又
ま た

は低額
て い が く

で食事
し ょ く じ

ができる場所
ば し ょ

（こども食堂
しょく どう

） 

・⾃宅
じ た く

や学校
が っ こ う

、塾
じゅく

以外
い が い

の場所
ば し ょ

で、無料
む り ょ う

でボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

の方
か た

などが勉強
べん き ょ う

を教
お し

える学習
が く し ゅ う

支援
し え ん

の場
ば

 

１．利⽤
り よ う

したことがある ２．利⽤
り よ う

したことがない 

 

（２）前
ま え

の質問
し つ も ん

で「１．利⽤
り よ う

したことがある」と答
こ た

えた方
かた

におたずねします。 

おこさんがこどもの居場所
い ば し ょ

を利⽤
り よ う

することで良
よ

いと思
お も

うことは何
な ん

ですか。 

（あてはまる番号
ば ん ご う

すべてに〇
ま る

をつけてください） 

１．地域
ち い き

の人
ひ と

とつながれるから 

２．おこさんが一人
ひ と り

でご飯
 は ん

を食
た

べなくてすむから 

３．栄養
え い よ う

バランス
ば ら ん す

がとれた食事
し ょ く じ

がとれるから 

４．運営者
う ん え い し ゃ

が相談
そ う だ ん

に乗
の

ってくれるから 

５．低額
て い が く

（または無料
む り ょ う

）でご飯
は ん

が食
た

べられるから 

６．宿題
し ゅ く だ い

など勉強
べん き ょ う

を⾒
み

てくれるから 

７．おこさんが楽
た の

しんでいるから 

８．特
と く

になし 

９・ その他
  た

 

 

（３）問１7（１）の質問
し つ も ん

で「２ 利⽤
り よ う

したことがない」と答えた
こ た

方
かた

におたずねします。 

こどもの居場所
 い   ば し ょ

を利⽤
 り よ う

しないのはなぜですか。（あてはまる番号
ば ん ご う

すべてに〇
ま る

をつけてください） 

１．どこにあるか知
し

らないから 

２．家
い え

の近
ち か

く（小学校
し ょ う が っ こ う

区内
く な い

）にないから 

３．家
い え

で過
す

ごしてほしいと思
お も

うから 

４．イメージ
い め ー じ

がよくないから 

５．おこさんが「⾏
い

きたくない」と言
い

っているから 

６．⾏
い

きたい日
ひ

・時間
じ か ん

に開
あ

いていないから 

７．利⽤
り よ う

したいと思
おも

わないから 

８．何
な に

をしているかわからないから 

９．その他
  た
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問
とい

18 初
はじ

めて親
おや

となった年齢
ねんれい

はいくつですか。（実⼦
じ っ し

以外
い が い

も含
ふ く

みます） 

（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１． １０代
だい

 

２． ２０〜２３歳
さい

 

３． ２４〜２６歳
さい

 

４． ２７〜３０歳
さい

 

５．３１〜３４歳
さい

 

６．３５〜３９歳
さい

 

７．４０歳
さい

以上
いじょう

 

 

 

問
とい

19 次
つぎ

の①〜⑧について、おうちの⽅
かた

を含
ふ く

め（おこさんは除
のぞ

く）、あなたを⽀
ささ

えてくれて、⼿伝
て つ だ

ってくれる

⼈
ひと

はいますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

 
�
� 

�
�
� 

�
�
� 

�
� 

① ⼼配
しんぱい

ごとや悩
なや

みごとを親⾝
し ん み

になって聞
き

いてくれる⼈
ひと

 １ ２ ３ 

② あなたの気持
き も

ちを察
さ っ

して思
おも

いやってくれる⼈
ひと

 １ ２ ３ 

③ 趣味
し ゅ み

や興味
き ょ う み

のあることを⼀緒
い っ し ょ

に話
はな

して、気分
き ぶ ん

転換
て ん か ん

させてくれる⼈
ひ と

 １ ２ ３ 

④ おこさんとの関
かか

わりについて、適切
てきせつ

な助⾔
じょげん

をしてくれる⼈
ひと

 １ ２ ３ 

⑤ おこさんの学
まな

びや遊
あそ

びをゆたかにする情報
じょうほう

を教
おし

えてくれる⼈
ひと

 

（運動
うんどう

や⽂化
ぶ ん か

活動
かつどう

） 
１ ２ ３ 

⑥ おこさんの体調
たいちょう

が悪
わる

いとき、医療
いりょう

機関
き か ん

に連
つ

れて⾏
い

ってくれる⼈
ひと

 １ ２ ３ 

⑦ 留守
る す

を頼
たの

める⼈
ひと

 １ ２ ３ 

 

 

 

 

 

 

  

あなたのことについておたずねします。 

あともう少

すこ

しです！ 

がんばってください！ 
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問
とい

20 あなたが本当
ほんとう

に困
こま

ったときや悩
なや

みがあるとき、相談
そうだん

相手
あ い て

や相談先
そうだんさき

はどこですか。 

（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください） 

１．配偶者
はいぐうしゃ

・パートナー
ぱ ー と な ー

 

２．自分
じ ぶ ん

の親
おや

 

３．配偶者
はいぐうしゃ

・パートナー
ぱ ー と な ー

の親
おや

 

４．きょうだい・その他
た

の親戚
しんせき

 

５．知人
ち じ ん

や友人
ゆうじん

 

６．職場
しょ くば

関係者
かんけいしゃ

 

７．学校
がっこう

の先生
せんせい

やスクールカウンセラー
す く ー る か う ん せ ら ー

、

スクールソーシャルワーカー
す く ー る そ ー し ゃ る わ ー か ー

 

８．公的
こうてき

機関
き か ん

や役所
やくしょ

の相談員
そうだんいん

 

９．学童
が く ど う

保育
ほ い く

の指導員
し ど う い ん

（※） 

10. 地域
ち い き

の⺠⽣
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

 

11．⺠間
みんかん

の支援
し え ん

団体
だんたい

・カウンセラー
か う ん せ ら ー

（電話相談
で ん わ そ う だ ん

含
ふ く

む） 

12．医療
いりょう

機関
き か ん

の医師
い し

や看護師
か ん ご し

 

13．インターネット
い ん た ー ね っ と

のサイト
さ い と

への書
か

き込
こ

み、SNS
えすえぬえす

や

LINE
ら い ん

による相談
そ う だ ん

 

14．その他
た

 

15．相談
そうだん

できる相手
あ い て

がいない  

※「学童
が く ど う

保育
ほ い く

」とは、「放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラブ
く ら ぶ

」、「いきいき放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラブ
く ら ぶ

」、「留守
る す

家庭
か て い

児童会
じ ど う か い

（室
し つ

）」、

「学童
が く ど う

クラブ
く ら ぶ

」、「仲良
な か よ

しクラブ
く ら ぶ

」も含
ふ く

みます。 

 

問
とい

 21 次
つ ぎ

 のうち、身近
み ぢ か

 にあるといいと思
お も

 うことは何
な ん

 ですか。（あてはまる番号
ば ん ご う

 すべてに○
ま る

 をつけてください） 

１．保護者
ほ ご し ゃ

どうしで気軽
 き  がる

に話せる
はな

場
 ば

 

２．SNS
えすえぬえす

等
と う

のインターネット
い ん た ー ね っ と

を通
つ う

じて悩
なや

みごとを 

話
はな

せるコミュニティ
こ み ゅ に て ぃ

 

３．家事
か じ

の援助
え ん じ ょ

が受
う

けられること 

４．支援
し え ん

制度
せ い ど

など必要
ひつ よ う

な情報
じょうほう

を届
と ど

けてくれること 

５．困った
こ ま

時
と き

にご飯
   は ん

を無料
 む  りょう

または安価
あ ん か

で⾃宅
じ た く

に届
と ど

けてくれる

サービス
さ ー び す

 

６．おこさんが放課後
ほう   か  ご

や休日
きゅうじつ

に勉強
べんきょう

等
と う

ができる場所
ば し ょ

を利⽤
り よ う

できること 

７．おこさんが無料
む り ょ う

で学習
が く し ゅ う

支援
し え ん

を受
う

けられる場所
ば し ょ

 

８．おこさんや保護者
ほ ご し ゃ

が夕食
ゆうしょく

を無料
む り ょ う

か安
やす

い料⾦
りょうきん

で食べ
 た

る 

ことができる場所
 ば しょ

（
 

こども食堂
しょく どう

など）を利⽤
り よ う

できること 

 

問
とい

22 あなたの心
こころ

の状態
じょうたい

についておたずねします。 

（１）生活
せいかつ

を楽
たの

しんでいますか（仕事
し ご と

や家事
か じ

、育児
い く じ

など）。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．とても楽
たの

しんでいる 

２．楽
たの

しんでいる 

３．あまり楽
たの

しんでいない 

４．楽
たの

しんでいない 

５．わからない 

 

(２) 将来
しょうらい

に対
たい

して希望
き ぼ う

を持
も

っていますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．希望
き ぼ う

が持
も

てる 

２．希望
き ぼ う

が持
も

てるときもあれば、持
も

てないときもある 

３．希望
き ぼ う

が持
も

てない 

４．わからない 
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（３）ストレス
す と れ す

を発散
はっさん

できるものがありますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．ある 

２．あるときもあれば、ないときもある 

３．ない 

４．わからない 

 

（４）あなたは、ご自分
じ ぶ ん

が幸
しあわ

せだと思
おも

いますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．とても幸
しあわ

せだと思
おも

う 

２．幸
しあわ

せだと思
おも

う 

３．あまり幸
しあわ

せだと思
おも

わない 

４．幸
しあわ

せだと思
おも

わない 

５．わからない 

 

問
とい

23 あなたは、自分
じ ぶ ん

の体
からだ

や気持
き も

ちで気
き

になることはありますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください） 

１．ねむれない 

２．よく頭
あたま

がいたくなる 

３．⻭
は

がいたい 

４．不安
ふ あ ん

な気持
き も

ちになる 

５．ものを⾒
み

づらい 

６．聞
き

こえにくい 

７．よくおなかがいたくなる 

８．よくかぜをひく 

９．よくかゆくなる 

10．まわりが気
き

になる 

11．やる気
き

が起
お

きない 

12．イライラ
い ら い ら

する 

13．よく肩
かた

がこる 

14．よく腰
こし

がいたくなる 

15．とくに気
き

になるところはない 

16．その他
た

 

17．わからない 

 

 

  

答
こ た

えたくない質問
しつ もん

に答
こ た

える必要
ひ つ よ う

はありません。 

答
こ た

えに迷
ま よ

う場合
ば あ い

には、あなたの気持
き も

ちや考
かんが

えにできるだけ近
ちか

いものを選
え ら

ぶようにしてください。 
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問
とい

24 あなたの世帯
せ た い

では、以下
い か

の⽀援
し え ん

制度
せ い ど

をこれまでに利⽤
り よ う

したことがありますか。 

（a
えい

〜g
じぃ

それぞれについて、１〜３のあてはまる番号１つ
 ひと

に○
まる

をつけてください） 

また、「３ 利⽤
り よ う

したことがない」場合
ば あ い

、その理由
り ゆ う

は何
な ん

ですか。 

（①〜⑤のあてはまる番号
ば ん ご う

1
ひと

つに○
ま る

をつけてください） 

 

ａ �

� 

就
学

�
�
�
�
�

援
助

�

�

�

� 

※
１ 

ｂ �

� 

⽣
活

�

�

�

�

保
護

�

� 

※
２ 

ｃ �

� 

⽣
活

�

�

�

�

困
窮
者

�

�

�

�

�

�

�

� 

⾃
⽴

�

�

�

⽀
援

�

�

�

相
談

�

�

�

�

窓
⼝

�

�

�

� 

※
３ 

ｄ �

� 

児
童

�

�

�

扶
養

�

�

�

⼿
当




�


 
※
４ 

ｅ �

� 

�
�
�
親 �

�

家
庭

�




�

等 �

�

就
業

�
�
�
�


�

� 

⾃
⽴

	

�

�

⽀
援

�

�

�

�
�
�
�

�

�

�

� 

※
５ 

ｆ �

� 
低
所
得

 



�   

�

   

�
�

�
⼦
育
�

  

�    

�
�

世
帯

  

�   

�
�

�
対 �

�

�
�
⼦
育

�

�

�

�

世
帯

�

�

�

⽣
活

�
�
�
�

⽀
援

�

�

�

特
別

�
�
�
�

給
付

�
�
�
�

⾦ �
� 

※
６ 

 

ｇ 	

� 

新
型

 

�
�  

�
�

�
�
�
�
�
�
�

 

�  

�  

�   

�   

�  

�  

�

感
染
症

 

�
�  

�
�  

�


�

�

伴
�


�

�

⽣
活

�
�
�
�

福
祉

�

�

�

資
⾦

�

�

�

︵
貸
付

�
�
�
�

⾦ �
�

︶ 

※
７ 

現在
げ ん ざ い

利⽤
り よ う

している 1 1 1 1 1 1 1 

現在
げ ん ざ い

利⽤
り よ う

していないが、

以前
い ぜ ん

利⽤
り よ う

したことがある 
2 2 2 2 2 2 2 

利⽤
り よ う

したことがない 3 3 3 3 3 3 3 

 

制度
せ い ど

の対象外
た い し ょ う が い

（収入
し ゅ う に ゅ う

等
と う

の条件
じ ょ う け ん

を満
み

たさない）だと思
お も

うか

ら 

 

① 

 

① 

 

①  

 

①  

 

①  

 

① 

 

① 

利⽤
り よ う

はできるが、特
と く

に

利⽤
り よ う

したいと思
お も

わなか

ったから 

② ② ② ② ② ② ② 

利⽤
り よ う

したいが、今
い ま

まで

この支援
し え ん

制度
せ い ど

を知
し

ら

なかったから 

③ ③ ③ ③ ③ ③ ③ 

利⽤
り よ う

したいが、手続
て つ づ き

が

わ か らな か っ た り 、

利⽤
り よ う

しにくいから 

④ ④ ④ ④ ④ ④ ④ 

それ以外
い が い

の理由
り ゆ う

 ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ 

 
  

３
�

〇 �
�

�
�
�

�
場

合
�

�
�

︑
 

①
�
⑤
�

�
�
�

�
�
�

�
１ �
�

�
�

○ �
� 
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（参考
さ ん こ う

） 

※１ 就学
しゅうがく

援助
え ん じ ょ

︓経済的
け い ざ い て き

理由
り ゆ う

によりこどもの就学
しゅうがく

が困難
こ んな ん

な場合
ば あ い

に、学用品費
が く よ う ひ ん ひ

等
と う

を補助
ほ じ ょ

する制度
せ い ど

。 

※２ 生活
せいかつ

保護
ほ ご

︓病気
び ょ う き

や失業
しつぎょう

などにより生活費
せ い か つ ひ

等
と う

に困
こ ま

り、他
ほか

に方法
ほ う ほ う

がないときに一定
い っ て い

の援助
え ん じ ょ

が受
う

けられる制度
せ い ど

。 

※３ 生活
せいかつ

困窮者
こんきゅうしゃ

 の⾃⽴
じ り つ

支援
し え ん

相談
そ う だ ん

窓口
ま ど ぐ ち

 ︓お⾦
かね

 、仕事
し ご と

 、住宅
じゅうたく

 など、様々
さ ま ざ ま

 な課題
か だ い

 を抱えた
 かか

生活
せい  かつ

 に困窮
こんきゅう

 する方
かた

 のための

相談
そ う だ ん

窓口
ま ど ぐ ち

。専門
せんもん

の支援員
し え ん い ん

が具体的
ぐ た い て き

な支援
し え ん

プラン
ぷ ら ん

を作成
さ く せ い

し、課題
か だ い

の解決
かいけつ

に向
む

けた支援
し え ん

を⾏
おこな

う。 

※４ 児童
じ ど う

扶養
ふ よ う

手当
て あ て

 ︓所得
し ょ と く

 が一定
い っ て い

水準
すいじゅん

以下
い か

 のひとり親
おや

世帯
せ た い

 の生活
せいかつ

支援
し え ん

 のための手当
て あ て

 。（児童
じ ど う

手当
て あ て

 とは異
こ と

 なります。） 

※５ ひとり親
おや

家庭
か て い

等
と う

就業
しゅうぎょう

 ・自⽴
じ り つ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 ︓ひとり親
おや

 の方
かた

 が、仕事
 し ご と

探し
さ が

 に関
か ん

 する相談
そ う だ ん

 や講習
こうしゅう

 を受
う

 けられる支援
し え ん

センター
せ ん た ー

。養育費
よ う い く ひ

の取り決
と  き

めなどに関する
 かん

相談
 そう だん

も受
う

けることができる。 

※６ 低所得
 てい   しょ   とく

 の子育て
  こ    そだ

世帯
  せ   たい

 に対する
たい

子育て
  こ   そだ

世帯
  せ   たい

生活
 せい  かつ

支援
  し   えん

特別
 とく    べつ

給付
 きゅう   ふ

⾦
 きん

 ︓新型
し ん が た

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

感染症
かんせんしょう

 による

影響
えいきょう

 が⻑期化
ち ょ う き か

 する中
な か

 で、低所得
て い し ょ と く

 の子育
こ そ だ

 て世帯
せ た い

 （児童
じ ど う

扶養
ふ よ う

手当
て あ て

受給者
じ ゅ き ゅ う し ゃ

等
と う

 ）に対
た い

 し子育
こ そ だ

 て

世帯
せ た い

生活
せ い か つ

支援
し え ん

特別
と く べ つ

給付
き ゅ う ふ

⾦
き ん

を支給
し き ゅ う

する制度
せ い ど

。 

※７ 新型
 しん  がた

コロナウイルス
 こ  ろ  な   う   い  る  す

感染症
 かん  せん  しょう

 に伴う
 ともな

生活
 せい  かつ

福祉
 ふく   し

資⾦
  し  きん

 （貸付⾦
 かし  つけ  きん

 ）︓新型
し ん が た

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

感染症
かんせんしょう

 の発生
は っ せ い

 による

休業
きゅうぎょう

 や失業
しつぎょう

等
と う

 により、一時的
い ち じ て き

又
ま た

 は継続的
け い ぞ く て き

 に収入
しゅうにゅう

減少
げんしょう

 した世帯
せ た い

 を対象
たいしょう

 に、生活
せ い か つ

福祉
ふ く し

資⾦
し き ん

貸付制度
か し つ け せ い ど

における生活
せ い か つ

支援費
し え ん ひ

などを支給
し き ゅ う

する制度
せ い ど

。 

 

 

問
とい

25 大阪市
お お さ か し

では小学
しょうがく

5年⽣
ねんせい

〜中学
ちゅうがく

３年⽣
ねんせい

を対象
たいしょう

に学習
がくしゅう

塾
じゅく

や家庭
か て い

教師
き ょ う し

、文化
ぶ ん か

・スポーツ
す ぽ ー つ

教室
きょうしつ

等
と う

（以下
い か

「学習
がくしゅう

塾
じゅく

等
と う

」といいます。）にかかる費用
ひ よ う

を月額
げ つ が く

１万円
まんえん

まで助成
じ ょ せ い

する「習
なら

い事
ご と

・塾代
じゅくだい

助成
じ ょ せ い

事業
じ ぎ ょ う

」を実施
じ っ し

しています。 

（１）塾代
じゅくだい

助成
じ ょ せ い

カード
か ー ど

(または、習
なら

い事
ご と

・塾代
じゅくだい

助成
じ ょ せ い

カード
か ー ど

)を持
も

っていますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．持
も

っていて利⽤
り よ う

している ２．持
も

っているが、利⽤
り よ う

していない ３．持
も

っていない 

 

（２）問
と い

25（１）の質問
しつ もん

で「２．持
も

っているが利⽤
り よ う

していない」を選
え ら

んだ方
かた

のみご回答
か い と う

ください。 

塾代
じゅくだい

助成
じ ょ せ い

カード
か ー ど

(または、習
なら

い事
ご と

・塾代
じゅくだい

助成
じ ょ せ い

カード
か ー ど

)を利⽤
り よ う

していない理由
り ゆ う

について、お答
こ た

えください。

（あてはまる番号
ばん ご う

すべてに○
ま る

をつけてください） 

１．利⽤
り よ う

できる学習
がくしゅう

塾
じゅく

等
と う

を探
さ が

している 

２．今
いま

通
かよ

っている学習
がくしゅう

塾
じゅく

等
と う

では塾代
じゅくだい

助成
じ ょ せ い

カード
か ー ど

（または、習
なら

い事
ご と

・塾代
じゅくだい

助成
じ ょ せ い

カード
か ー ど

）を利⽤
り よ う

できない 

３．助成
じ ょ せ い

額
が く

の 1万円
まんえん

では⾏
い

かせたい学習
がくしゅう

塾
じゅく

等
と う

に⾏
い

けない 

４．こどもが⾏
い

きたがらない 

５．その他
た

 

６．特
と く

に理由
り ゆ う

はない 
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（３）問
と い

25（１）の質問
しつ もん

で「３．持
も

っていない」を選
え ら

んだ方
かた

のみご回
かい

答
と う

ください。 

塾代
じゅくだい

助成
じ ょ せ い

カード
か ー ど

(または、習
なら

い事
ご と

・塾代
じゅくだい

助成
じ ょ せ い

カード
か ー ど

)を持
も

っていない理由
り ゆ う

についてお答
こ た

えください。

（あてはまる番号
ばん ご う

すべてに○
ま る

をつけてください） 

１．所得
し ょ と く

制限
せ い げ ん

で利⽤
り よ う

できない 

２．助成
じ ょ せ い

額
が く

の１万円
ま ん え ん

では⾏
い

かせたい学習
がくしゅ う

塾
じゅく

等
と う

に

⾏
い

けない 

３．家
い え

の近
ち か

くに学習
がくしゅ う

塾
じゅく

等
と う

がない 

４．こどもが⾏
い

きたがらない 

５．学習
がくしゅ う

塾
じゅく

等
と う

へ通
か よ

う必要性
ひ つ よ う せ い

を感
か ん

じない 

６．事業
じ ぎ ょ う

を知
し

らなかった 

７．申請
し ん せ い

方法
ほ う ほ う

がわからない 

８．手続
て つ づ

きが面倒
め ん ど う

 

９．その他
た

 

10．特
と く

に理由
り ゆ う

はない 

 

 

 

問
と い

26 前年
ぜんねん

（２０２２年
ねん

）のあなたの世帯
せ た い

の手取
て ど

り収入
しゅうにゅう

の合計
ごうけい

額
が く

は、およそいくらでしたか。 

（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

※収入
しゅうにゅう

には、働
はたら

いて得
え

た給料
きゅうりょう

だけでなく、株式
かぶしき

配当
はいとう

や副収入
ふくしゅうにゅう

を含
ふ く

めて合計
ごうけい

してください。税⾦
ぜ い き ん

や

社会
し ゃ か い

保険料
ほ け ん り ょ う

を払
は ら

ったあとの額
が く

でお答
こ た

えください。 

※また、公的
こうてき

な援助
えんじょ

手当
て あ て

や養育費
よ う い く ひ

・仕送
し お く

りを含
ふ く

んだ額
が く

でお答
こた

えください。 

１．50万円
まんえん

未満
み ま ん

 

２．50〜100万円
まんえん

未満
み ま ん

 

３．100〜150万円
まんえん

未満
み ま ん

 

４．150〜200万円
まんえん

未満
み ま ん

 

５．200〜250万円
まんえん

未満
み ま ん

 

６．250〜300万円
まんえん

未満
み ま ん

 

７．300〜350万円
まんえん

未満
み ま ん

 

８．350〜400万円
まんえん

未満
み ま ん

 

９．400〜450万円
まんえん

未満
み ま ん

 

10．450〜500万円
まんえん

未満
み ま ん

 

11．500〜550万円
まんえん

未満
み ま ん

 

12．550〜600万円
まんえん

未満
み ま ん

 

13．600〜650万円
まんえん

未満
み ま ん

 

14．650〜700万円
まんえん

未満
み ま ん

 

15. 700〜750万円
まんえん

未満
み ま ん

 

16．750〜800万円
まんえん

未満
み ま ん

 

17．800〜850万円
まんえん

未満
み ま ん

 

18．850〜900万円
まんえん

未満
み ま ん

 

19．900〜950万円
まんえん

未満
み ま ん

 

20．950〜1,000万円
まんえん

未満
み ま ん

 

21．1,000〜1,100万円
まんえん

未満
み ま ん

 

22．1,100〜1,200万円
まんえん

未満
み ま ん

 

23．1,200〜1,300万円
まんえん

未満
み ま ん

 

24. 1,300〜1,400万円
まんえん

未満
み ま ん

 

25．1,400〜1,500万円
まんえん

未満
み ま ん

 

26．1,500〜1,750万円
まんえん

未満
み ま ん

 

27．1,750〜2,000万円
まんえん

未満
み ま ん

 

28．2,000〜2,250万円
まんえん

未満
み ま ん

 

29．2,250〜2,500万円
まんえん

未満
み ま ん

 

30. 2,500〜2,750万円
まんえん

未満
み ま ん

 

31．2,750〜3,000万円
まんえん

未満
み ま ん

 

32．3,000万円
まんえん

以上
いじょう

 

33．わからない 

 

  

世帯
せ た い

の経済
けいざい

状況
じょうきょう

についておたずねします。 
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問
と い

27  この１年間
ね ん か ん

でおこさんを含
ふ く

め、同居
ど う き ょ

家族
か ぞ く

が新型
し ん が た

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

に感染
か ん せ ん

したのべ回数
か い す う

を教
お し

えてくだ

さい。（例
れ い

︓⺟
は は

 1回
か い

、⻑男
ち ょ うなん

 １回
か い

 ⇒２回
か い

とお答
こ た

えください。） 

 

 

 

 

 

問
とい

 28 こどものことや⽣活
せいかつ

 に関
かん

 して困
こ ま

 っていることや、教育
きょういく

 ・保育
ほ い く

環境
かんきょう

 の充実
じゅうじつ

 など⼦
こ

育
そ だ

 ての環境
かんきょう

 や⽀援
し え ん

に関
かん

するご意⾒
い け ん

がございましたら、ご⾃由
じ ゆ う

にご記⼊
き に ゅ う

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問
しつもん

は以上
いじょう

です。調査
ちょうさ

にご協⼒
きょうりょく

いただきありがとうございました。 

新型
しんがた

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

の感染
かんせん

状況
じょうきょう

についておたずねします。 

回
かい

 

⾃由
じ ゆ う

意⾒
い け ん

 

最後

さ い ご

までご協 力

きょうりょく

いただき 

ありがとうございました 
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大阪市
お お さ か し

 子
こ

どもの生活
せ い か つ

に関
か ん

する実態
じ っ た い

調査
ち ょ う さ

     

5歳児
さ い じ

保護者
ほ ご し ゃ

向
む

け調査
ち ょ う さ

 調査票
ち ょ う さ ひ ょ う

            

(平成
へいせい

29年
ねん

4月
がつ

2 日
ふつか

〜平成
へいせい

30年
ねん

4月
がつ

1 日
ついたち

生
う

まれ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この調査
ち ょ う さ

の問合
と い あわ

せ先
さ き

 

◆調査
ちょうさ

への回答
かいとう

にあたってご不明
ふ め い

な点
てん

などございましたら、お問
と

い合
あ

わせください。 

大阪市
お お さ か し

こども⻘少年局
せいしょうねんきょく

 企画部
き か く ぶ

 企画課
き か く か

 

 電話
で ん わ

︓０６－６２０８－８６３９（直通
ちょくつう

）（９︓００〜１７︓３０ 月曜日
げ つ よ う び

〜⾦曜⽇
き ん よ う び

） 

 ファクシミリ
ふ ぁ く し み り

 ０６－６２０２－７０２０ 

 住所
じゅうしょ

 ⼤阪市北区
お お さ か し き た く

中之島
な か の し ま

１－３－２０ 大阪市
お お さ か し

役所
や く し ょ

２階
かい

 

＜ 調査
ちょうさ

への 協 ⼒
きょうりょく

のお願
ねが

い ＞ 

この調査
ち ょ う さ

は、大阪
おおさか

市内
し な い

の認定
にんてい

こども園
えん

、幼稚園
よ う ち え ん

、保育所
ほ い く し ょ

（園
えん

）等
と う

に通
かよ

う５歳児
さ い じ

のおこさんがいらっし

ゃるすべての保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

に、日頃
ひ ご ろ

のおこさんとの関
かか

わりや家庭
か て い

の状況
じょうきょう

について伺
うかが

うものです。  

大阪市
お お さ か し

は、こどもたちの未来
み ら い

が生
う

まれ育
そ だ

った環境
かんきょう

によって左右
さ ゆ う

されることなく、自
みずか

らの

可能性
か の う せ い

を追求
ついきゅう

できる社会
し ゃ か い

の実現
じつ げ ん

をめざしています。しかしながら、経済面
けいざいめん

、社会面
し ゃ か い めん

、教育面
きょういくめん

などで困難
こんなん

なことも多
おお

いのが現実
げん じ つ

です。この調査
ち ょ う さ

は、こうした問題
もんだい

を解
かい

決
けつ

する施策
し さ く

につなぐた

めの重要
じゅうよう

な調査
ち ょ う さ

です。こどもたちのこれからのために、ぜひアンケート
あ ん け ー と

に協⼒
きょうりょく

してください。 

◆お名前
な ま え

は無記入
む き に ゅ う

でお願
ねが

いします。この調査票
ちょ うさひ ょ う

は、統計的
と う け い て き

に利⽤
り よ う

することを目的
も く て き

とし、個人
こ じ ん

情報
じょうほう

の収集
しゅうしゅう

を目的
も く て き

とするものではありません。 

◆調査
ち ょ う さ

に回答
か い と う

いただきましたら、配付兼
は い ふ け ん

回収用
かいしゅうよう

封筒
ふ う と う

に入
い

れ封
ふ う

をして、この調査
ち ょ う さ

用紙
よ う し

が配
はい

付
ふ

された認定
にんてい

こ

ども園
えん

、幼稚園
よ う ち え ん

、保育所
ほ い く し ょ

（園
えん

）等
と う

に提出
ていしゅつ

してください。 

◆７月
がつ

１４日
にち

（⾦
きん

）までの提出
ていしゅつ

をお願
ねが

いします。なお、調査票
ちょうさひょう

を認定
にんてい

こども園
えん

、幼稚園
よ う ち え ん

、保育所
ほ い く し ょ

（園
えん

）等
と う

が開封
かいふ う

することは、ありません。 

届 出 統 計 調 査 

総務大臣届出済 

i6229880
スタンプ
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質問
しつもん

の回答
かいとう

方法
ほうほう

について 

◆それぞれの質問
しつもん

について次
つぎ

のように答
こた

えてください。 

（例
れい

）あなたの好
す

きな色
いろ

は何色
なにいろ

ですか。 

１．赤色
あかいろ

 

２．⻩⾊
き い ろ

 

３．緑色
みどりいろ

 

４．その他
た

の色
いろ

 

※答
こた

えは、あてはまる番号
ばんごう

に〇
まる

をつけてください。 

※〇
まる

のつけかたは、質問
しつもん

文
ぶん

の終
お

わりに「あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください」や「あてはまる番号
ば ん ご う

 

すべてに〇
まる

をつけてください」などと書
か

いてありますので、それにしたがってください。 

 

 

 

 

問
と い

１ この調査
ち ょ う さ

に回答
か い と う

いただいている方
か た

におたずねします。 

おこさんとあなたの続柄
つづきがら

について教
お し

えてください。（あてはまる番号
ば ん ご う

１つ
ひと

に○
ま る

をつけてください） 

１．お⺟
か あ

さん 

２．お父
と う

さん 

３．おじいさん・おばあさん 

４．おじ、おばなど親戚
し ん せ き

 

５．施設
し せ つ

職員
し ょ く い ん

・ファミリーホーム
ふ ぁ み り ー ほ ー む

・⾥親
さ と お や

 

６．その他
た

の人
ひ と

 

 

 

問
と い

２ ご家庭
か て い

ではどれくらい、日本語
に ほ ん ご

以外
い が い

の言語
げ ん ご

を使用
し よ う

していますか。 

（あてはまる番号
ば ん ご う

１つ
 ひと

に○
ま る

をつけてください） 

１．日本語
に ほ ん ご

のみを使用
し よ う

している 

２．日本語
に ほ ん ご

以外
い が い

の言語
げ ん ご

も使用
し よ う

しているが、日本語
 に  ほん ご

の方
ほう

が多い
おお

 

３．日本語
に ほ ん ご

以外
い が い

の言語
げ ん ご

を使う
つか

ことが多い
おお

 

調査
ちょうさ

のご記入
き に ゅ う

にあたってのお願
ねが

い    

◆この調査
ちょうさ

で「おこさん」とは、この調査
ちょうさ

用紙
よ う し

を配
はい

付
ふ

された認定
にんてい

こども園
えん

、幼稚園
よ う ち え ん

、保育所
ほ い く し ょ

（園
えん

）等
と う

の

施設
し せ つ

に通
かよ

っているおこさんのことをさします。「おこさん」と書
か

かれた質問
しつもん

については、この調査
ちょうさ

用紙
よ う し

の

対象
たいしょう

となっているおこさんについてのみお答
こた

えください。 

◆ごきょうだいなどで、この調査
ちょうさ

用紙
よ う し

が複数
ふくすう

届
と ど

いた場合
ば あ い

も、お手数
て す う

ですが、それぞれのおこさんについてそ

れぞれの調査
ちょうさ

用紙
よ う し

に回答
かいとう

してください。 

◆回答
かいとう

は、お答
こた

えになれる範囲
は ん い

で回答
かいとう

してください。 

最初
さ い し ょ

に、あなたとおこさんの関係
かんけい

についておたずねします。 

「5．」を選
え ら

んだ方
かた

は、問
と い

13〜問
と い

15、問
と い

24〜問
と い

39 のみお答
こ た

えください。 
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※あなたの世帯
せ た い

について、令和
れ い わ

5年
ね ん

４月
が つ

１日
に ち

現在
げ ん ざ い

の状況
じ ょ う き ょ う

を教
お し

えてください。 

※世帯
せ た い

 とは、普段
ふ だ ん

 、住居
じ ゅ う き ょ

 と生計
せ い け い

 を共
と も

 にしている方々
か た が た

 （世帯員
せ た い い ん

 ）の集
あ つ

 まりをいいます。血縁
けつえん

関係
かんけい

 のな

い人
ひ と

でも同居
ど う き ょ

していれば世帯
せ た い

に含
ふ く

んでください。また、単身
たんしん

赴任
ふ に ん

の方
かた

も含
ふ く

みます。 

※世帯員
せ た い い ん

 には、旅⾏
り ょ こ う

 や出張
しゅっちょう

 などで一時的
い ち じ て き

 に⾃宅
じ た く

 を離
は な

 れている人
ひ と

 や船員
せ ん い ん

 など就業
しゅうぎょう

場所
ば し ょ

 を移動
い ど う

 する人
ひ と

を含
ふ く

みます。 

※また、病院
びょ ういん

・診療所
し ん り ょ う じ ょ

に入院
にゅ ういん

している人
ひ と

を含
ふ く

みますが、住⺠
じ ゅ うみん

登録
と う ろ く

を病院
びょ ういん

・診療所
し ん り ょ う じ ょ

に移
う つ

している人
ひ と

は除
の ぞ

きます。さらに、学業
が く ぎ ょ う

 で世帯
せ た い

 を離
は な

 れている人
ひ と

 、⽼⼈
ろ う じ ん

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

 などの社会
し ゃ か い

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

 に入所
に ゅ う し ょ

 している

人
ひ と

を除
の ぞ

きます。 

 

 

 

 

 

 

問
と い

 ３ あなたの世帯
せ た い

 の構成
こ う せ い

 と人数
に ん ず う

 をお答
  こ た

 えください。（①〜⑧それぞれについて、あてはまる番号
ば ん ご う

１つ
 ひと

 に

○
ま る

をつけてください）（⑧は、あなたや対象
たいしょう

のおこさんを含
ふ く

んだ人数
にんず う

をお答
こ た

えください。） 

①おばあさん ②おじいさん ③お⺟
かあ

さん ④お父
と う

さん 
⑧合計

ご う け い

 

（あなたや対象
たいしょう

のおこさんを含
ふく

む） 

０．いない 

１．１人
ひ と り

 

２．２人
ふ た り

 

０．いない 

１．１人
ひ と り

 

２．２人
ふ た り

 

０．いない 

１．１人
ひ と り

 

０．いない 

１．１人
ひ と り

 

１．２人
ふ た り

 

２．３人
さ ん に ん

 

３．４人
よ に ん

 

４．５人
ご に ん

 

５．６人
ろ く に ん

 

６．７人
な な に ん

 

７．８人
は ち に ん

 

８．９人
きゅうにん

 

９．10
じ ゅ う

人
に ん

以上
い じ ょ う

 

⑤姉
あ ね

・兄
あ に

 
対象
たいしょう

のおこさん 

（本人
ほんにん

）（※） 
⑥妹

いもうと

・弟
おとうと

 ⑦その他
た

 

０．いない 

１．１人
ひ と り

 

２．２人
ふ た り

 

３．３人
さ ん に ん

 

４．４人
よ に ん

以上
い じ ょ う

 

 

1
ひ

人
と り

 

０．いない 

１．１人
ひ と り

 

２．２人
ふ た り

 

３．３人
さ ん に ん

 

４．４
よ

人
に ん

以上
い じ ょ う

 

 

０．いない 

１．１人
ひ と り

 

２．２人
ふ た り

 

３．３人
さ ん に ん

 

４．４人
よ に ん

以上
い じ ょ う

 

 

※「対象
たいしょう

のおこさん」とは、調査票
ち ょ う さ ひ ょ う

を受
う

け取
と

ったおこさんのことです。 

問
と い

４ おこさんと同居
ど う き ょ

し、生計
せいけい

を共
と も

にしている親
お や

の婚姻
こ ん い ん

状況
じょうきょう

を教
お し

えてください。 

（あてはまる番号
ばん ごう

１つ
 ひと

に○
ま る

をつけてください） 

１．結婚
け っ こ ん

している（再婚
さ い こ ん

や事実婚
じ じ つ こ ん

を含
ふ く

む。） 

２．離婚
り こ ん

 

３．死別
し べ つ

  

４．未婚
み こ ん

 

５．わからない 

６．いない 

世帯
せ た い

の状況
じょうきょう

についておたずねします。 
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問
と い

５ 前
ま え

の質問
しつ もん

で「２．離婚
 り  こん

」に○
ま る

をつけた⽅
かた

におたずねします。 

離婚
り こ ん

相⼿
あ い て

とおこさんの養育費
よ う い く ひ

の取り決
と き

めをしていますか。 

また養育費
よ う い く ひ

を現在
げ んざ い

受け取っ
 う       と

ていますか。（あてはまる番号
ばん ごう

１つ
 ひと

に○
まる

をつけてください） 

１．取り決め
 と      き

をしており、受け取
う  と

っている 

２．特
と く

に取り決
と  き

めはしていないが、受け取
う  と

っている 

３．取り決
と  き

めをしているが、受け取
う  と

っていない 

４．取り決
と  き

めをしておらず、受け取
う  と

っていない 

 

問
と い

６ あなたの住居
じ ゅ う き ょ

は、次
つ ぎ

のどれにあてはまりますか。（あてはまる番号
ばん ごう

１つ
 ひと

に○
まる

をつけてください） 

１．持ち家
も   い え

（親
お や

・きょうだいの名義
め い ぎ

を含
ふ く

む） 

２．府営
ふ え い

・市営
し え い

の住宅
じ ゅ う た く

 

３．UR
ゆーあーる

賃貸
ち ん た い

住宅
じ ゅ う た く

・公社
こ う し ゃ

賃貸
ち ん た い

住宅
じ ゅ う た く

 

４．⺠間
み ん か ん

の賃貸
ち ん た い

住宅
じ ゅ う た く

 

５．官舎
か ん し ゃ

・社宅
し ゃ た く

 

６．その他
た

 

 

問
と い

7 あなたの住居
じゅうきょ

環境
かんきょう

についておたずねします。 

（１）あなたがお住
す

まいの住居
じ ゅ う き ょ

の間取
ま ど

りは、次
つ ぎ

のどれにあてはまりますか。 

（あてはまる番号
ばん ごう

１つ
 ひと

に○
ま る

をつけてください） 

１．ワンルーム 

２．居室
き ょ し つ

１部屋
へ や

（１K
けー

、１D K
でぃーけー

、１L D K
えるでぃーけー

） 

３．居室
き ょ し つ

２部屋
へ や

（２K
けー

、２D K
でぃーけー

、２L D K
えるでぃーけー

） 

４．居室
き ょ し つ

３部屋
へ や

（３K
けー

、３D K
でぃーけー

、３L D K
えるでぃーけー

）以上
い じ ょ う

 

（２）その住居
じ ゅ う き ょ

には、何⼈
な ん に ん

でお住
す

まいですか。（□に数字
す う じ

をお書
か

きください。） 

 

問
と い

8 あなたの家計
か け い

の収⽀
し ゅ う し

状況
じょうきょう

についておたずねします。 

（１）前年
ぜ ん ね ん

（2022年
ね ん

）の１年間
い ち ね ん か ん

のあなたの家計
か け い

の状況
じょうきょう

について、あてはまる番号
ば ん ご う

１
ひ と

つに○
ま る

をつけてください。 

１．貯蓄
ち ょ ち く

ができている ２．⾚字
あ か じ

である ３．⾚字
あ か じ

でもなく⿊字
く ろ じ

でもない ４．わからない 

 

（２）おこさんの将来
し ょ う ら い

のために貯蓄
ち ょ ち く

をしていますか。（あてはまる番号
ばん ごう

１つ
 ひと

に○
まる

をつけてください） 

１．貯蓄
ち ょ ち く

をしている ２．貯蓄
ち ょ ち く

をしたいが、できていない ３．貯蓄
ち ょ ち く

をするつもりはない 

 

  

⼈
にん

 

答
こ た

えたくない質問
しつ もん

に答
こ た

える必要
ひ つ よ う

はありません。 

答
こ た

えに迷
ま よ

う場合
ば あ い

には、あなたの気持
き も

ちや考
かんが

えに 

できるだけ近
ちか

いものを選
え ら

ぶようにしてください。 
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問
と い

 9 あなたの世帯
せ た い

 では、経済的
け い ざ い て き

 な理由
り ゆ う

 で、次
つ ぎ

 のような経験
け い け ん

 をされたことがありますか。おおむね半年
は ん と し

 の

間
あいだ

でお考
かんが

えください。（あてはまる番号
ば ん ご う

すべてに○
ま る

をつけてください） 

１．食費
し ょ く ひ

を切
き

りつめた 

２．電気
で ん き

・ガス
が す

・水道
す い ど う

などが止
と

められた 

３．医療
い り ょ う

機関
き か ん

を受診
じ ゅ し ん

できなかった 

４．国⺠
こ く み ん

健康
け ん こ う

保険料
ほ け ん り ょ う

の支払
し は ら

いが滞
とどこお

ったことがある 

５．国⺠
こ く み ん

年⾦
ね ん き ん

の支払い
 し  はら

が滞
とどこお

ったことがある 

６．⾦融
き ん ゆ う

機関
き か ん

などに借⾦
し ゃ っ き ん

をしたことがある 

７．クレジットカード
く れ じ っ と か ー ど

の利⽤
り よ う

が停止
て い し

になったことがある 

８．新しい
あたら

衣服
 い  ふく

・靴
くつ

を買う
かう

のを控
ひか

えた 

９．新聞
し ん ぶ ん

や雑誌
ざ っ し

を買
か

うのを控
ひ か

えた 

10. ス
す

マートフォン
ま ー と ふ ぉ ん

への切替
き り か え

・利⽤
り よ う

を断念
だ ん ね ん

した 

11. 冠婚葬祭
か ん こ ん そ う さ い

のつきあいを控
ひ か

えた 

12. 生活
せ い か つ

 の⾒通
み と お

 しがたたなくて不安
ふ あ ん

 になったこと

がある 

13. 鉄道
て つ ど う

 やバス
ば す

 の利⽤
り よ う

 を控
ひ か

 え、⾃転⾞
じ て ん し ゃ

 を使ったり
 つか

歩
ある

くようにした 

14. 電話
で ん わ

（固定
こ て い

・携帯
け い た い

）などの通信料
つ う し ん り ょ う

の支払
し は ら

いが

滞
とどこお

ったことがある 

15. 家賃
や ち ん

や住宅
じ ゅ う た く

ローン
ろ ー ん

の支払い
 し  はら

が滞
とどこお

ったことがある 

16. 趣味
し ゅ み

やレジャー
れ じ ゃ ー

の出費
し ゅ っ ぴ

を減
へ

らした 

17. 冷
れ い

暖房
だ ん ぼ う

の使用
し よ う

を控
ひ か

えた 

18. 友人
ゆ う じ ん

・知人
ち じ ん

との外食
が い し ょ く

を控
ひ か

えた 

19. 敷⾦
し き き ん

・保証
ほ し ょ う

⾦
き ん

等
と う

を用意
よ う い

できないので、住み替
す  か

 

え・ 転居
て ん き ょ

を断念
だ ん ね ん

した 

20. 理髪店
り は つ て ん

・美容院
び よ う い ん

に⾏
い

く回数
か い す う

を減
へ

らした 

21. こども部屋
 べ  や

が欲
ほ

しかったがつくれなった 

22. １〜21 の項目
こ う も く

には、どれもあてはまらない 

 

問
と い

10 おこさんのお⺟
   かあ

さんとお父さん
    とう

の最後
 さい ご

に通った
かよ

学校
 がっ こう

を教
お し

えてください。 

（あてはまる番号
ばんごう

１つ
ひと

に○
まる

をつけてください） 

（現在
げ ん ざ い

 、ひとりでおこさんを育
そだ

 てている場合
ば あ い

 （ひとり親
お や

 の場合
ば あ い

 ）はあてはまる方
か た

 だけに○
ま る

 をつけてください。） 

お⺟
か あ

さん お父
と う

さん 

１．中学校
ち ゅ う が っ こ う

卒業
そ つ ぎ ょ う

 

２．高等
こ う と う

学校
が っ こ う

中途
ち ゅ う と

退学
た い が く

 

３．高等
こ う と う

学校
が っ こ う

卒業
そ つ ぎ ょ う

 

４．高専
こ う せ ん

、短大
た ん だ い

、専門
せ ん も ん

学校
が っ こ う

等
と う

卒業
そ つ ぎ ょ う

 

５．大学
だ い が く

卒業
そ つ ぎ ょ う

 

６．大学院
だ い が く い ん

修了
しゅうりょう

 

７．その他
た

の教育
き ょ う い く

機関
き か ん

卒業
そ つ ぎ ょ う

 

８．答
こ た

えたくない 

１．中学校
ち ゅ う が っ こ う

卒業
そ つ ぎ ょ う

 

２．高等
こ う と う

学校
が っ こ う

中途
ち ゅ う と

退学
た い が く

 

３．高等
こ う と う

学校
が っ こ う

卒業
そ つ ぎ ょ う

 

４．高専
こ う せ ん

、短大
た ん だ い

、専門
せ ん も ん

学校
が っ こ う

等
と う

卒業
そ つ ぎ ょ う

 

５．大学
だ い が く

卒業
そ つ ぎ ょ う

 

６．大学院
だ い が く い ん

修了
しゅうりょう

 

７．その他
た

の教育
き ょ う い く

機関
き か ん

卒業
そ つ ぎ ょ う

 

８．答
こ た

えたくない 
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問
とい

11 おこさんの保護者
ほ ご し ゃ

の⽅
かた

の現在
げんざい

の就業
しゅうぎょう

状況
じょうきょう

についておたずねします。 

（複
ふ く

数
すう

か所
しょ

にお勤
つと

めされている⽅
かた

はあてはまる番号
ばんごう

をすべて
・ ・ ・

選
え ら

んでください） 

※お⺟
かあ

さん、お⽗
と う

さん以
い

外
がい

の⽅
かた

が主
しゅ

として家計
か け い

を⽀
ささ

えている場合
ば あ い

、「お⺟
かあ

さん、お⽗
と う

さん以
い

外
が い

の⽅
か た

」

にもご記⼊
きにゅう

をお願
ねが

いします。 

※現在
げんざい

、育児
い く じ

休業
きゅうぎょう

などで休業中
きゅうぎょうちゅう

の⽅
かた

は、復職
ふくしょく

するときの仕事
し ご と

の番号
ばんごう

を選
えら

んでください。 

お⺟
かあ

さん １．いる ２．いない 

 

「１．いる」に回答
かいとう

された⽅
かた

は、次
つぎ

のあてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください。 

「７．仕事
し ご と

を探
さ が

していない」に○
ま る

をつけた⽅
かた

は、仕事
し ご と

を探
さ が

していない主
おも

な理由
り ゆ う

について①〜⑦のあては

まる番号
ばん ご う

すべてに○
ま る

をつけてください。 

１．勤
つと

め（常勤
じょうきん

・正規
せ い き

職員
しょくいん

） 

２．勤
つと

め（パート
ぱ ー と

またはアルバイト
あ る ば い と

、非正規
ひ せ い き

職員
しょくいん

で１か所
しょ

に勤務
き ん む

） 

３．勤
つと

め（パート
ぱ ー と

またはアルバイト
あ る ば い と

、非正規
ひ せ い き

職員
しょくいん

で２か所
しょ

以上
いじょう

に勤務
き ん む

） 

４．⾃営業
じえいぎょう

・家業
かぎょう

  

５．その他
た

の就業
しゅうぎょう

形態
けいたい

 

６．仕事
し ご と

を探
さが

している 

７．仕事
し ご と

を探
さ が

していない 

①家事
か じ

や育児
い く じ

に専念
せんねん

したいため 

②学⽣
がくせい

のため 

③おうちの⼈
ひと

の介護
か い ご

や介助
かいじょ

のため 

④病気
びょうき

療養
りょうよう

のため 

⑤年⾦
ねんきん

収⼊
しゅうにゅう

があるため 

⑥家賃
や ちん

収 ⼊
しゅうにゅう

、株式
かぶしき

運⽤
うんよう

などの収⼊
しゅうにゅう

があるため 

⑦その他
た

 

 

お⽗
と う

さん １．いる ２．いない 

 

「１．いる」に回答
かいとう

された⽅
かた

は、次
つぎ

のあてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください。 

「７．仕事
し ご と

を探
さ が

していない」に○
ま る

をつけた⽅
かた

は、仕事
し ご と

を探
さ が

していない主
おも

な理由
り ゆ う

について①〜⑦のあてはま

る番号
ばん ご う

すべてに○
ま る

をつけてください。 

１．勤
つと

め（常勤
じょうきん

・正規
せ い き

職員
しょくいん

） 

２．勤
つと

め（パート
ぱ ー と

またはアルバイト
あ る ば い と

、非正規
ひ せ い き

職員
しょくいん

で１か所
しょ

に勤務
き ん む

） 

３．勤
つと

め（パート
ぱ ー と

またはアルバイト
あ る ば い と

、非正規
ひ せ い き

職員
しょくいん

で２か所
しょ

以上
いじょう

に勤務
き ん む

） 

４．⾃営業
じえいぎょう

・家業
かぎょう

  

５．その他
た

の就業
しゅうぎょう

形態
けいたい

 

６．仕事
し ご と

を探
さが

している 

７．仕事
し ご と

を探
さ が

していない 

①家事
か じ

や育児
い く じ

に専念
せんねん

したいため 

②学⽣
がくせい

のため 

③おうちの⼈
ひと

の介護
か い ご

や介助
かいじょ

のため 

④病気
びょうき

療養
りょうよう

のため 

⑤年⾦
ねんきん

収⼊
しゅうにゅう

があるため 

⑥家賃
や ちん

収 ⼊
しゅうにゅう

、株式
かぶしき

運⽤
うんよう

などの収⼊
しゅうにゅう

があるため 

⑦その他
た
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お⺟
か あ

さん、お⽗
と う

さん以
い

外
が い

に主
しゅ

として家計
か け い

を⽀
ささ

えている⽅
か た

 

（おばあさん、おじいさん、おじ、おば、親戚
し ん せ き

など） 

１．いる ２．いない 

 

「１．いる」に回答
かいとう

された⽅
かた

は、次
つぎ

のあてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください。 

「７．仕事
し ご と

を探
さ が

していない」に○
ま る

をつけた⽅
かた

は、仕事
し ご と

を探
さ が

していない主
おも

な理由
り ゆ う

について①〜⑦のあてはま

る番号
ばん ご う

すべてに○
ま る

をつけてください。 

１．勤
つと

め（常勤
じょうきん

・正規
せ い き

職員
しょくいん

） 

２．勤
つと

め（パート
ぱ ー と

またはアルバイト
あ る ば い と

、非正規
ひ せ い き

職員
しょくいん

で１か所
しょ

に勤務
き ん む

） 

３．勤
つと

め（パート
ぱ ー と

またはアルバイト
あ る ば い と

、非正規
ひ せ い き

職員
しょくいん

で２か所
しょ

以上
いじょう

に勤務
き ん む

） 

４．⾃営業
じえいぎょう

・家業
かぎょう

  

５．その他
た

の就業
しゅうぎょう

形態
けいたい

 

６．仕事
し ご と

を探
さが

している 

７．仕事
し ご と

を探
さ が

していない 

①家事
か じ

や育児
い く じ

に専念
せんねん

したいため 

②学⽣
がくせい

のため 

③おうちの⼈
ひと

の介護
か い ご

や介助
かいじょ

のため 

④病気
びょうき

療養
りょうよう

のため 

⑤年⾦
ねんきん

収⼊
しゅうにゅう

があるため 

⑥家賃
や ちん

収 ⼊
しゅうにゅう

、株式
かぶしき

運⽤
うんよう

などの収⼊
しゅうにゅう

があるため 

⑦その他
た

 

 

問
とい

12 おこさんの保護者
ほ ご し ゃ

の⽅
かた

が家
いえ

にいる時間帯
じ か ん た い

で、多
おお

い時間帯
じ か ん た い

を選
えら

んでください。 

（あてはまる番号
ばんごう

1
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

※保護者
ほ ご し ゃ

の⽅
かた

には、おばあさん、おじいさん、おじ、おばなど親戚
しんせき

を含
ふ く

みます。 

※⾃宅
じ た く

が仕事場
し ご と ば

の場合
ば あ い

は、お仕事
し ご と

が終
お

わる時間帯
じ か ん た い

を選
えら

んでください。 

 

 

  

１．おこさんの帰宅
き た く

時間
じ か ん

には家
いえ

にいる  

（通園
つ う え ん

施設
し せ つ

におこさんを迎
むか

えに⾏
い

く⽅
かた

はこちらに 

  〇
ま る

をつけてください） 

２．おこさんの⼣⾷
ゆうしょく

時間
じ か ん

には家
いえ

にいる 

３．おこさんの寝
ね

る時間
じ か ん

には家
いえ

にいる 

４．おこさんが寝
ね

た後
あと

に帰
かえ

ってくる 

５．帰宅
き た く

時間
じ か ん

が決
き

まっていない 

６．その他
た
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問
とい

13 あなたの世帯
せ た い

では、経済的
けいざいてき

な理由
り ゆ う

で、次
つぎ

のような経験
けいけん

をされたことがありますか。 

（おおむね１
いち

年
ねん

の間
あいだ

でお考
かんが

えください。）（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください） 

１．おこさんを医療
い り ょ う

機関
き か ん

に受
じ ゅ

診
しん

させることができなかった 

２．おこさんのための本
ほん

や絵本
え ほ ん

が買
か

えなかった 

３．おこさんにおこづかいを渡
わた

すことができなかった  

４．おこさんに新
あたら

しい服
ふ く

や靴
く つ

を買
か

うことができなかった 

５. おこさんを遠足
えんそく

へ参加
さ ん か

させることができなかった 

６．おこさんを習
なら

い事
ごと

に通
かよ

わすことができなかった  

７．おこさんをクラブ
く ら ぶ

活動
かつどう

に参加
さ ん か

させられなかった  

８. おこさんを学習
がくしゅう

塾
じゅく

に通
かよ

わせることができなかった 

9．おこさんの誕生
たんじょう

日
び

を祝
いわ

えなかった 

10．おこさんにお年
とし

玉
だま

をあげることができなかった 

11．おこさんの保育所
ほ い く し ょ

（園
えん

）、幼稚園
よ う ち え ん

などの通園
つ う え ん

施設
し せ つ

の⾏事
ぎょうじ

などに参加
さ ん か

することができなかった 

12．こども会
かい

、地域
ち い き

の⾏事
ぎょうじ

（祭
まつ

りなど）の活動
かつどう

に

参加
さ ん か

することができなかった 

13．家族
か ぞ く

旅⾏
り ょ こ う

（テーマパーク
て ー ま ぱ ー く

など日帰
ひ が え

りのおでか

けを含
ふ く

む）ができなかった 

14．１〜13 の項目
こ うも く

には、どれにもあてはまらない 

 

問
とい

14 あなたとおこさんとの関係
かんけい

について、次
つぎ

の項目
こ うも く

でもっとも近
ちか

いものを選
えら

んでください。 

（１）あなたは、おこさんとよく会話
か い わ

をしますか。 （あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．よくする ２．する ３．あまりしない ４．しない 

 

（２）あなたがおこさんと一緒
いっしょ

に何
なに

かをしたり、相手
あ い て

をしたりしている時間
じ か ん

は、１日
にち

あたり平均
へいきん

すると、だいたい

どれくらいになりますか。（平日
へいじつ

、休日
きゅうじつ

それぞれについて、あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

平日
へいじつ

 休日
きゅうじつ

 

１．０〜１５分
ふん

未満
み ま ん

 

２. １５分
ふん

〜３０分
ぷん

未満
み ま ん

 

３. ３０分
ぷん

〜１時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

４. １時間
じ か ん

〜２時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

５. ２時間
じ か ん

〜３時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

６. ３時間
じ か ん

〜４時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

７．４時間
じ か ん

以上
いじょう

 

１．２時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

２. ２時間
じ か ん

〜４時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

３. ４時間
じ か ん

〜６時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

４. ６時間
じ か ん

〜８時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

５. ８時間
じ か ん

〜１０時間
じ か ん

未満
み ま ん

 

６. １０時間
じ か ん

以上
いじょう

 

 

問
とい

15 あなたは、おこさんの進学
しんがく

について、どこまで希望
き ぼ う

されていますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．中学校
ちゅうがっこう

 

２．高校
こう こう

 

３．短期
た ん き

大学
だいがく

 

４．大学
だいがく

 

５．大学院
だいがくいん

 

６．留学
りゅうがく

 

７．専門
せんもん

学校
がっこう

・高等
こ う と う

専門
せんもん

学校
がっこう

 

８. 考
かんが

えたことがない 

９．わからない 
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問
とい

16 初
はじ

めて親
おや

となった年齢
ねんれい

はいくつですか。（実子
じ っ し

以外
い が い

も含
ふ く

みます） 

（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１． １０代
だい

 

２． ２０〜２３歳
さい

 

３． ２４〜２６歳
さい

 

４． ２７〜３０歳
さい

 

５．３１〜３４歳
さい

 

６．３５〜３９歳
さい

 

７．４０歳
さい

以上
いじょう

 

 

 

問
とい

17 次
つぎ

の①〜⑧について、おうちの方
かた

を含
ふ く

め（おこさんは除
のぞ

く）、あなたを支
ささ

えてくれて、手伝
て つ だ

ってくれる

人
ひと

はいますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

 
�
� 

�
�
� 

�
�
� 

�
� 

① 心配
しんぱい

ごとや悩
なや

みごとを親身
し ん み

になって聞
き

いてくれる人
ひと

 １ ２ ３ 

② あなたの気持
き も

ちを察
さ っ

して思
おも

いやってくれる人
ひと

 １ ２ ３ 

③ 趣味
し ゅ み

や興味
き ょ う み

のあることを一緒
い っ し ょ

に話
はな

して、気分
き ぶ ん

転換
て ん か ん

させてくれる人
ひ と

 １ ２ ３ 

④ おこさんとの関
かか

わりについて、適切
てきせつ

な助言
じょげん

をしてくれる人
ひと

 １ ２ ３ 

⑤ おこさんの学
まな

びや遊
あそ

びをゆたかにする情報
じょうほう

を教
おし

えてくれる人
ひと

 

（運動
うんどう

や文化
ぶ ん か

活動
かつどう

） 
１ ２ ３ 

⑥ おこさんの体調
たいちょう

が悪
わる

いとき、医療
いりょう

機関
き か ん

に連
つ

れて⾏
い

ってくれる人
ひと

 １ ２ ３ 

⑦ 留守
る す

を頼
たの

める人
ひと

 １ ２ ３ 

 

問
とい

18 あなたが本当
ほんとう

に困
こま

ったときや悩
なや

みがあるとき、相談
そうだん

相手
あ い て

や相談先
そうだんさき

はどこですか。 

（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください） 

１．配偶者
はいぐうしゃ

・パートナー
ぱ ー と な ー

 

２．自分
じ ぶ ん

の親
おや

 

３．配偶者
はいぐうしゃ

・パートナー
ぱ ー と な ー

の親
おや

 

４．きょうだい・その他
た

の親戚
しんせき

 

５．知人
ち じ ん

や友人
ゆうじん

 

６．職場
しょ くば

関係者
かんけいしゃ

 

７．保育所
ほ い く し ょ

（園
えん

）、幼稚園
よ う ち え ん

などの通園
つ う え ん

施設
し せ つ

の先生
せんせい

 

８．子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

を担当
た ん と う

する職員
しょくいん

等
と う

 

９．公的
こうてき

機関
き か ん

や役所
やくしょ

の相談員
そうだんいん

 

10．習
なら

い事
ご と

の先
せん

生
せい

 

11. 地域
ち い き

の⺠⽣
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

 

12．⺠間
みんかん

の支援
し え ん

団体
だんたい

・カウンセラー
か う ん せ ら ー

（電話相談
で ん わ そ う だ ん

含
ふ く

む） 

13．医療
いりょう

機関
き か ん

の医師
い し

や看護師
か ん ご し

 

14．インターネット
い ん た ー ね っ と

のサイト
さ い と

への書
か

き込
こ

み、SNS
えすえぬえす

や

LINE
ら い ん

による相談
そ う だ ん

 

14．その他
た

 

15．相談
そうだん

できる相手
あ い て

がいない  

 

あなたのことについておたずねします。 
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問
とい

 19 次
つ ぎ

 のうち、身近
み ぢ か

 にあるといいと思
お も

 うことは何
な ん

 ですか。（あてはまる番号
ば ん ご う

 すべてに○
ま る

 をつけてください） 

１．保護者
ほ ご し ゃ

どうしで気軽
 き  がる

に話せる
はな

場
 ば

 

２．SNS
えすえぬえす

等
と う

のインターネット
い ん た ー ね っ と

を通
つ う

じて悩
なや

みごとを 

話
はな

せるコミュニティ
こ み ゅ に て ぃ

 

３．家事
か じ

の援助
え ん じ ょ

が受
う

けられること 

４．支援
し え ん

制度
せ い ど

など必要
ひつ よ う

な情報
じょうほう

を届
と ど

けてくれること 

５．困った
こ ま

時
と き

にご飯
   は ん

を無料
 む  りょう

または安価
あ ん か

で⾃宅
じ た く

に届
と ど

けてく

れるサービス
さ ー び す

 

 

問
とい

20 あなたの心
こころ

の状態
じょうたい

についておたずねします。 

（１）生活
せいかつ

を楽
たの

しんでいますか（仕事
し ご と

や家事
か じ

、育児
い く じ

など）。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．とても楽
たの

しんでいる 

２．楽
たの

しんでいる 

３．あまり楽
たの

しんでいない 

４．楽
たの

しんでいない 

５．わからない 

 

(２) 将来
しょうらい

に対
たい

して希望
き ぼ う

を持
も

っていますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．希望
き ぼ う

が持
も

てる 

２．希望
き ぼ う

が持
も

てるときもあれば、持
も

てないときもある 

３．希望
き ぼ う

が持
も

てない 

４．わからない 

 

（３）ストレス
す と れ す

を発散
はっさん

できるものがありますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．ある 

２．あるときもあれば、ないときもある 

３．ない 

４．わからない 

 

（４）あなたは、ご自分
じ ぶ ん

が幸
しあわ

せだと思
おも

いますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

１．とても幸
しあわ

せだと思
おも

う 

２．幸
しあわ

せだと思
おも

う 

３．あまり幸
しあわ

せだと思
おも

わない 

４．幸
しあわ

せだと思
おも

わない 

５．わからない 

 

問
とい

21 あなたは、自分
じ ぶ ん

の体
からだ

や気持
き も

ちで気
き

になることはありますか。（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○
まる

をつけてください） 

１．ねむれない 

２．よく頭
あたま

がいたくなる 

３．⻭
は

がいたい 

４．不安
ふ あ ん

な気持
き も

ちになる 

５．ものを⾒
み

づらい 

６．聞
き

こえにくい 

７．よくおなかがいたくなる 

８．よくかぜをひく 

９．よくかゆくなる 

10．まわりが気
き

になる 

11．やる気
き

が起
お

きない 

12．イライラ
い ら い ら

する 

13．よく肩
かた

がこる 

14．よく腰
こし

がいたくなる 

15．とくに気
き

になるところはない 

16．その他
た

 

17．わからない 
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問
とい

22 あなたの世帯
せ た い

では、以下
い か

の⽀援
し え ん

制度
せ い ど

をこれまでに利⽤
り よ う

したことがありますか。 

（a
えい

〜g
じぃ

それぞれについて、１〜３のあてはまる番号１つ
 ひと

に○
まる

をつけてください） 

また、「３ 利⽤
り よ う

したことがない」場合
ば あ い

、その理由
り ゆ う

は何
な ん

ですか。 

（①〜⑤のあてはまる番号
ば ん ご う

1
ひと

つに○
ま る

をつけてください） 

 

ａ �

� 

就
学

�
�
�
�
�

援
助

�

�

�

� 

※
１ 

ｂ �

� 

⽣
活

�

�

�

�

保
護

�

� 

※
２ 

ｃ �

� 

⽣
活

�

�

�

�

困
窮
者

�

�

�

�

�

�

�

� 

⾃
⽴

�

�

�

⽀
援

�

�

�

相
談

�

�

�

�

窓
⼝

�

�

�

� 

※
３ 

ｄ �

� 

児
童

�

�

�

扶
養

�

�

�

⼿
当




�


 
※
４ 

ｅ �

� 

�
�
�
親 �

�

家
庭

�




�

等 �

�

就
業

�
�
�
�


�

� 

⾃
⽴

	

�

�

⽀
援

�

�

�

�
�
�
�

�

�

�

� 

※
５ 

ｆ �

� 
低
所
得
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�

   

�
�

�
⼦
育
�
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�
�

世
帯

  

�   

�
�

�
対 �

�

�
�
⼦
育

�

�

�

�

世
帯

�

�

�

⽣
活

�
�
�
�

⽀
援

�

�

�

特
別

�
�
�
�

給
付

�
�
�
�

⾦ �
� 

※
６ 

 

ｇ 	

� 

新
型

 

�
�  

�
�

�
�
�
�
�
�
�

 

�  

�  

�   

�   

�  

�  

�

感
染
症

 

�
�  

�
�  

�


�

�

伴
�


�

�

⽣
活

�
�
�
�

福
祉

�

�

�

資
⾦

�

�

�

︵
貸
付

�
�
�
�

⾦ �
�

︶ 

※
７ 

現在
げ ん ざ い

利⽤
り よ う

している 1 1 1 1 1 1 1 

現在
げ ん ざ い

利⽤
り よ う

していないが、

以前
い ぜ ん

利⽤
り よ う

したことがある 
2 2 2 2 2 2 2 

利⽤
り よ う

したことがない 3 3 3 3 3 3 3 

 

制度
せ い ど

の対象外
た い し ょ う が い

（収入
し ゅ う に ゅ う

等
と う

の条件
じ ょ う け ん

を満
み

たさない）だと思
お も

うか

ら 

 

① 

 

① 

 

①  

 

①  

 

①  

 

① 

 

① 

利⽤
り よ う

はできるが、特
と く

に

利⽤
り よ う

したいと思
お も

わなか

ったから 

② ② ② ② ② ② ② 

利⽤
り よ う

したいが、今
い ま

まで

この支援
し え ん

制度
せ い ど

を知
し

ら

なかったから 

③ ③ ③ ③ ③ ③ ③ 

利⽤
り よ う

したいが、手続
て つ づ き

が

わ か らな か っ た り 、

利⽤
り よ う

しにくいから 

④ ④ ④ ④ ④ ④ ④ 

それ以外
い が い

の理由
り ゆ う

 ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ 

 
  

３
�

〇 �
�

�
�
�
�

場
合

�
�

�

︑
 

①
�
⑤
�

�
�
�

�
�
�

�
１ �
�

�
�
○ �

� 
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（参考
さ ん こ う

） 

※１ 就学
しゅうがく

援助
え ん じ ょ

︓経済的
け い ざ い て き

理由
り ゆ う

によりこどもの就学
しゅうがく

が困難
こ んな ん

な場合
ば あ い

に、学用品費
が く よ う ひ ん ひ

等
と う

を補助
ほ じ ょ

する制度
せ い ど

。 

※２ 生活
せいかつ

保護
ほ ご

︓病気
び ょ う き

や失業
しつぎょう

などにより生活費
せ い か つ ひ

等
と う

に困
こ ま

り、他
ほか

に方法
ほ う ほ う

がないときに一定
い っ て い

の援助
え ん じ ょ

が受
う

けられる制度
せ い ど

。 

※３ 生活
せいかつ

困窮者
こんきゅうしゃ

 の⾃⽴
じ り つ

支援
し え ん

相談
そ う だ ん

窓口
ま ど ぐ ち

 ︓お⾦
かね

 、仕事
し ご と

 、住宅
じゅうたく

 など、様々
さ ま ざ ま

 な課題
か だ い

 を抱えた
 かか

生活
せい  かつ

 に困窮
こんきゅう

 する方
かた

 のための

相談
そ う だ ん

窓口
ま ど ぐ ち

。専門
せんもん

の支援員
し え ん い ん

が具体的
ぐ た い て き

な支援
し え ん

プラン
ぷ ら ん

を作成
さ く せ い

し、課題
か だ い

の解決
かいけつ

に向
む

けた支援
し え ん

を⾏
おこな

う。 

※４ 児童
じ ど う

扶養
ふ よ う

手当
て あ て

 ︓所得
し ょ と く

 が一定
い っ て い

水準
すいじゅん

以下
い か

 のひとり親
おや

世帯
せ た い

 の生活
せいかつ

支援
し え ん

 のための手当
て あ て

 。（児童
じ ど う

手当
て あ て

 とは異
こ と

 なります。） 

※５ ひとり親
おや

家庭
か て い

等
と う

就業
しゅうぎょう

 ・自⽴
じ り つ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 ︓ひとり親
おや

 の方
かた

 が、仕事
 し ご と

探し
さ が

 に関
か ん

 する相談
そ う だ ん

 や講習
こうしゅう

 を受
う

 けられる支援
し え ん

センター
せ ん た ー

。養育費
よ う い く ひ

の取り決
と  き

めなどに関する
 かん

相談
 そう だん

も受
う

けることができる。 

※６ 低所得
 てい   しょ   とく

 の子育て
  こ    そだ

世帯
  せ   たい

 に対する
たい

子育て
  こ   そだ

世帯
  せ   たい

生活
 せい  かつ

支援
  し   えん

特別
 とく    べつ

給付
 きゅう   ふ

⾦
 きん

 ︓新型
し ん が た

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

感染症
かんせんしょう

 による

影響
えいきょう

 が⻑期化
ち ょ う き か

 する中
な か

 で、低所得
て い し ょ と く

 の子育
こ そ だ

 て世帯
せ た い

 （児童
じ ど う

扶養
ふ よ う

手当
て あ て

受給者
じ ゅ き ゅ う し ゃ

等
と う

 ）に対
た い

 し子育
こ そ だ

 て

世帯
せ た い

生活
せ い か つ

支援
し え ん

特別
と く べ つ

給付
き ゅ う ふ

⾦
き ん

を支給
し き ゅ う

する制度
せ い ど

。 

※７ 新型
 しん  がた

コロナウイルス
 こ  ろ  な   う   い  る  す

感染症
 かん  せん  しょう

 に伴う
 ともな

生活
 せい  かつ

福祉
 ふく   し

資⾦
  し  きん

 （貸付⾦
 かし  つけ  きん

 ）︓新型
し ん が た

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

感染症
かんせんしょう

 の発生
は っ せ い

 による

休業
きゅうぎょう

 や失業
しつぎょう

等
と う

 により、一時的
い ち じ て き

又
ま た

 は継続的
け い ぞ く て き

 に収入
しゅうにゅう

減少
げんしょう

 した世帯
せ た い

 を対象
たいしょう

 に、生活
せ い か つ

福祉
ふ く し

資⾦
し き ん

貸付制度
か し つ け せ い ど

における生活
せ い か つ

支援費
し え ん ひ

などを支給
し き ゅ う

する制度
せ い ど

。 

 

 

 

 

問
と い

23 前年
ぜんねん

（2022年
ねん

）のあなたの世帯
せ た い

の手取
て ど

り収入
しゅうにゅう

の合計
ごうけい

額
が く

は、およそいくらでしたか。 

（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください） 

※収入
しゅうにゅう

には、働
はたら

いて得
え

た給料
きゅうりょう

だけでなく、株式
かぶしき

配当
はいとう

や副収入
ふくしゅうにゅう

を含
ふ く

めて合計
ごうけい

してください。税⾦
ぜ い き ん

や

社会
し ゃ か い

保険料
ほ け ん り ょ う

を払
は ら

ったあとの額
が く

でお答
こ た

えください。 

※また、公的
こうてき

な援助
えんじょ

手当
て あ て

や養育費
よ う い く ひ

・仕送
し お く

りを含
ふ く

んだ額
が く

でお答
こた

えください。 

１．50万円
まんえん

未満
み ま ん

 

２．50〜100万円
まんえん

未満
み ま ん

 

３．100〜150万円
まんえん

未満
み ま ん

 

４．150〜200万円
まんえん

未満
み ま ん

 

５．200〜250万円
まんえん

未満
み ま ん

 

６．250〜300万円
まんえん

未満
み ま ん

 

７．300〜350万円
まんえん

未満
み ま ん

 

８．350〜400万円
まんえん

未満
み ま ん

 

９．400〜450万円
まんえん

未満
み ま ん

 

10．450〜500万円
まんえん

未満
み ま ん

 

11．500〜550万円
まんえん

未満
み ま ん

 

12．550〜600万円
まんえん

未満
み ま ん

 

13．600〜650万円
まんえん

未満
み ま ん

 

14．650〜700万円
まんえん

未満
み ま ん

 

15. 700〜750万円
まんえん

未満
み ま ん

 

16．750〜800万円
まんえん

未満
み ま ん

 

17．800〜850万円
まんえん

未満
み ま ん

 

18．850〜900万円
まんえん

未満
み ま ん

 

19．900〜950万円
まんえん

未満
み ま ん

 

20．950〜1,000万円
まんえん

未満
み ま ん

 

21．1,000〜1,100万円
まんえん

未満
み ま ん

 

22．1,100〜1,200万円
まんえん

未満
み ま ん

 

23．1,200〜1,300万円
まんえん

未満
み ま ん

 

24. 1,300〜1,400万円
まんえん

未満
み ま ん

 

25．1,400〜1,500万円
まんえん

未満
み ま ん

 

26．1,500〜1,750万円
まんえん

未満
み ま ん

 

27．1,750〜2,000万円
まんえん

未満
み ま ん

 

28．2,000〜2,250万円
まんえん

未満
み ま ん

 

29．2,250〜2,500万円
まんえん

未満
み ま ん

 

30. 2,500〜2,750万円
まんえん

未満
み ま ん

 

31．2,750〜3,000万円
まんえん

未満
み ま ん

 

32．3,000万円
まんえん

以上
いじょう

 

33．わからない 

 

世帯
せ た い

の経済
けいざい

状況
じょうきょう

についておたずねします。 
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問
と い

24 おこさんは、ふだん朝
あ さ

何時
な ん じ

に起
お

きていますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください。） 

１． 午前
ご ぜ ん

７時
じ

より前
ま え

 

２． 午前
ご ぜ ん

７時
じ

台
だい

 

３． 午前
ご ぜ ん

８時
じ

台
だい

 

４． 午前
ご ぜ ん

９時
じ

以降
い こ う

 

５．わからない 

 

問
と い

25 おこさんは、ふだん夜
よ る

何時
な ん じ

に寝
ね

ていますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください。） 

１．午後
ご ご

９時
じ

より前
ま え

 

２．午後
ご ご

９時
じ

台
だい

 
３．午後

ご ご

１０時
じ

台
だい

 

４．午後
ご ご

１１時
じ

以降
い こ う

 
５．わからない 

 

問
と い

26 おこさんは、毎⽇
まいにち

朝
あ さ

ご飯
はん

を⾷
た

べますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください。） 

１．必
かなら

ず⾷
た

べる→ 問
と い

28 へ 

２．⾷
た

べることが多
おお

い 

３．⾷
た

べないことが多
おお

い 

４．⾷
た

べない 

５．わからない 

 

問
と い

27 問
と い

26 で「必
かなら

ず⾷
た

べる」以
い

外
がい

を選択
せ ん た く

された⽅
かた

にお伺
うかが

いします。 

おこさんが朝
あ さ

ご飯
はん

を⾷
た

べない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください。） 

１． 時間
じ か ん

がない 

２． こどもがお腹
なか

がすいていないと⾔
い

う 

３． ⽤意
よ う い

していない 

４． ⾷
た

べる習慣
しゅうかん

がない 

５． わからない 

 

問
と い

28 おこさんは、おうちの⼤⼈
お と な

の⼈
ひ と

とどのくらい⼀緒
い っ し ょ

に朝
あ さ

ご飯
はん

を⾷
た

べていますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください。） 

１． ほとんど毎
まい

⽇
にち

 

２． 週
しゅう

に４〜５回
かい

 

３． 週
しゅう

に２〜３回
かい

 

４． 週
しゅう

に１回
かい

程度
て い ど

 

５． ⽉
つ き

に１〜２回
かい

 

６． ほとんどない 

７． まったくない 

８． わからない 

 
 

  

おこさんのことについておたずねします。 

あともう少

すこ

しです！ 

がんばってください！ 
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問
と い

29 おこさんは、毎⽇夜
まいにち よる

ご飯
はん

を⾷
た

べますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください。） 

１． 必
かなら

ず⾷
た

べる→ 問
と い

31 へ 

２． ⾷
た

べることが多
おお

い 

３． ⾷
た

べないことが多
おお

い 

４． ⾷
た

べない 

５．わからない 

 

問
と い

30 問
と い

29 で「必
かなら

ず⾷
た

べる」以
い

外
がい

を選択
せ ん た く

された⽅
かた

にお伺
うかが

いします。 

おこさんが夜
よ る

ご飯
はん

を⾷
た

べない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください。） 

１． 時間
じ か ん

がない 

２． こどもがお腹
なか

がすいていないと⾔
い

う 

３． ⽤意
よ う い

していない 

４． ⾷
た

べる習慣
しゅうかん

がない 

５． わからない 

 

問
と い

31 おこさんは、おうちの⼤⼈
お と な

の⼈
ひ と

とどのくらい⼀緒
い っ し ょ

に夜
よ る

ご飯
はん

を⾷
た

べていますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください。） 

１． ほとんど毎
まい

⽇
にち

 

２． 週
しゅう

に４〜５回
かい

 

３． 週
しゅう

に２〜３回
かい

 

４． 週
しゅう

に１回
かい

程度
て い ど

 

５． ⽉
つ き

に１〜２回
かい

 

６． ほとんどない 

７． まったくない 

８． わからない 

 

問
と い

32 おこさんがテレビ
て れ び

やＤＶＤ
でぃーぶいでぃー

などを⾒
み

ている時間
じ か ん

はどれくらいありますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください。） 

１． ⾒
み

ない 

２． ３０分
ぷん

まで 

３． ３０分
ぷん

〜１時間
じ か ん

 

４． １時間
じ か ん

〜２時間
じ か ん

 

５． ２時間
じ か ん

〜３時間
じ か ん

 

６． ３時間
じ か ん

以上 

７． わからない 

 

問
と い

33 おこさんは⻭磨
は み が

きの習慣
しゅうかん

がありますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください。） 

１．ある ２．ない ３．わからない 

 

問
と い

34 保護者
ほ ご し ゃ

の⽅
かた

が、おこさんの⻭磨
は み が

きの仕上
し あ げ

げ磨
みが

きをしますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください。） 

１．する ２．しない 

 

問
と い

35 おこさんはM R
えむあーる

（⿇
ま

しん（はしか）、風
ふ う

しん混合
こ ん ご う

）ワクチン
わ く ち ん

１期
き

（１歳
さ い

〜２歳
さ い

の間
あいだ

に接種
せ っ し ゅ

）

を受
う

けていますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください。） 

１．受
う

けている ２．受
う

けていない ３．わからない 
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問
とい

36 おこさんは、療育
りょういく

⼿帳
てちょう

や⾝体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

⼿帳
てちょう

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

⼿帳
てちょう

をお持
も

ちですか。 

（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください。） 

１．持
も

っている ２．持
も

っていない 

 

問
とい

37 あなたのおうちでは、おこさんに次
つぎ

のことをしていますか。 

（おおむね半年
はんとし

の間
あいだ

でお考
かんが

えください。あてはまる番号
ばん ご う

すべてに○
まる

をつけてください。） 

１．⽣活
せいかつ

リズム
り ず む

(早寝
は や ね

・早
は や

起
お

き・朝
あ さ

ご飯
は ん

など) 

を整
ととの

える 

２．⽂字
も じ

や簡単
かんたん

な計算
けいさん

を教
おし

える 

３．あいさつ、⾔葉遣
こ と ば づ か

い、⾷事
し ょ く じ

のマナー
ま な ー

などを教
おし

える 

４．(絵
え

)本
ほん

を読
よ

み聞
き

かせる 

 

問
とい

38 あなたは、おこさんをかわいいと思
おも

いますか。（あてはまる番号
ばんごう

１
ひと

つに○
まる

をつけてください。） 

１．とてもかわいい 

２．かわいい 

３．あまりかわいくない 

４．かわいくない 

５．答
こた

えたくない 

 

 

 

 

問
とい

 39 こどものことや⽣活
せいかつ

 に関
かん

 して困
こ ま

 っていることや、教育
きょういく

 ・保育
ほ い く

環境
かんきょう

 の充実
じゅうじつ

 など⼦
こ

育
そ だ

 ての環境
かんきょう

 や⽀援
し え ん

に関
かん

するご意⾒
い け ん

がございましたら、ご⾃由
じ ゆ う

にご記⼊
き に ゅ う

ください。 

 

 

 

 

質問
しつもん

は以上
いじょう

です。調査
ちょうさ

にご協⼒
きょうりょく

いただきありがとうございました。 

 

 

 

 

 

⾃由
じ ゆ う

意⾒
い け ん

 

最後

さ い ご

までご協 力

きょうりょく

いただき 

ありがとうございました 




